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NEC ExpressS 日00シリ-ズ 
Express 5800 /GT120b 



導入編 


本製品や添付のソフトウIアの特長、導入の際に巧っておいていただきたい事柄じついて説巧 
します。また、セットアップの際の手順を説 S 月していまず。ここで説 B 月する内容をよく読ん 
で、正しくセツトアップしてください。 


特長 （3 ページ） 

本製品の特長や添付（または別売品）のソフトウェア、および各種オプション 
とソフトウェアの組み合わせによって実現できるシステム管理のための機能に 
ついて説明しています。 

導入にあたって （10 ぺージ） 

本製品をご利巧されるシステムを構築する隐に巧っておいていただきたい事柄 
や，参考となるアドバイスが記載されていまず。 

お客様登録 （16 ページ） 

お客様登録の方法について説 B 月しています。 Express 5800シリーズ製品に関す 
るさまざまな情報を人手できます。ぜひ登録してください。 

セットアップを始める前に （17 ぺージ） 

セットアップの順唐を説明します。お使いになるオペレーティングシステムや 
購人時の本体によってわセットアップの方法は異なります。 

Windows Server 2008 R 2 のセットアップ （22 ぺージ） 

Windows Server 2008 R2 で運用する場合のシステムのセットアップのち法じ 
ついて説明しています。 

Windows Server 吕〇08のセットアップ （50 ベージ） 

Windows Server 2008で運用する場合のシステムのセットアップのち法につ 
いて説 B 月していまず。 

Windows Server 2003 x 色4 Editions のセットアップ （82 ぺージ） 

Windows Server 2003 x64 Ed 出 ons で運用する場合のシステムのセットアッ 
プの方法について説 B 月しています。 

Windows Server 2003のセットアップ （83 ベージ） 

Windows Server 2003で運用する場合のシステムのセットアップのち法につ 
いて説 B 月しています。 

障害処理のためのセットアップ （1 11ぺージ） 

障害が起きたときに障害か6より早く、お実に復旧できるようセツトアップを 
してください。 
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応用セットアップ(131ベージ） 

システムの環境やインス I ルするオペレーティングシステムによっては、特 
殊な手順でセットアップしなければな6ない場合があります。あ、要に応じて参 
照してください。 
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特長 


お買い求め I こなられた本製品の特長を次に示しまず。 


能 


回 己診断機能 


• インテル® Xeon ® プ□セ、ソサー搭載 
- N 8100-1675 Y : 2目 Hz 
- N 8100-1676 Y : 2.13 GHz 
• 高速メモリアクセスの DR 3 800対応） 

• 高速1000己 ASE - T /1 日祀 ASE - TX /1 日巨 ASE - T りポート） 

イン女フエース （1 Gbps /100 Mbps / 1日 Mbps 対応） 

• 高速ディスクアクセス ( SATA 2 300および SAS 6 G 対応(オプション)) 
• Dual Channel メモリ対応 


• Power On Se け - Test ( POST ) 
• テスト診断订 eDoLi ) 

fa ぐに使える 

巨 TO (工場組み込み出荷）使用ずる日 S の 
インストールサオプションの取り付けを 
指定できます。 


信頼性 

• メモリ監視微能 
(エラー訂正/エラー横化） 

• メモリ x 4 SDDC 対応 

• BIOS パスワード磯能 
• 湿度横知 

• パスワード機能 
• ファン回転監視磯能 
• 電圧監視磯能 

• ^モリ縮退機能 

• R 冉 ID システム ( SAT 冉 2/ SAS ) 

• バスパリティエラー横出 

• 異常通知 

• フ□ントべゼルによるセキュリティ□ック 
• 冗長ファンに対応讨プシヨン） 




• ESMPR 日プ□ダクト 

• ExpressUpdate 磯能 
• 本体遠隔監視機能 

( EXPRESSSCOPE エンジン 2) 

• RAD システム管理ユーティリティ 
• 八ードディスクドライブ監視 



0 富な機能搭載 

• EI Torito Bootable CD - R 日 M(no emulation 
mode ) フォーマツ トをサポート 

• リモートパワーオン撒能 

• AC リンク槪能 

• RAID システム ( SATA 2) 標準装備 

• IPMIV 2.0 に準拠したベースボード- 

マネ ージメント. コントローラ ( BMC ) を搭載 


• オフライン保守ユーティリティ 
• DUMP スイ、ソチによるメモリダンプ機能 


WSH 利なセットアップ 
凹 1- 子ィ IJ 子ィ_ 

• EXPRESS 目 UILDER (システムセットアップユーティリティ） 

• Express 円 cnic (パラメー女ファイル作成ユーティリティ） 

• SETUP 旧 I 0 S セットアップユーティリティ） 


張性 


^ 電力機能 

• Enhanced Intel SpeedStep ® Technology に対応 

• Enhanced Halt State じ対応 

• 80 PLUS 対応電源 


• 最大 96 G 巨のメモリ (8 GBx 12 : DIMMX 12 ス□ット） 

• USB 2.0 対応 

• 豊富な10オプションス□ット 
— PCI Express ( x 8) :4ス□ット 

( x 4) :1ス□ット(コネクタは x 8) 

- PCI C 32 bit /33 MHz ) :1ス□ット 

• SATA x 6 チャネル 

• 最大2マルチプ□セッサまでアップグレード可能 
• ラックマウントクイプへのコンパージョンげ可能 
( N 8143-71 ラックコンバージョンキットが必要） 
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本装置は、高い信頼性をお保するためのさまざまな機能を提供していまず。 

本体に添付されている ESMPRO などのソフトウエアが提供ずる監視機能との連携により、シ 
ステムの障害を未然に防止、または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害か6サーバを守るお停電電源装置、万一のデータ損失に備えるため 
のバ、ソクアップ装置などといった各種オプシヨン製品により、さらなる信頼性を殖保すること 
ができまず。 

各機能はそれぞれと J 下の八ードウエア> およびソフトウエアにより実現しています。 


管理分野 

必要な A — ドウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ管理 

サーバ本体磯能 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPR 日 / Server Agent 

ストレージ管理 



• ディスク管理 

-八ードウェア全般 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPR 日 / Server Agent 


■RAID コント□ーラ（オンボード、 
オプション） 

Universal RAID Utility 

• バックアップ管理 

DAT/LT 日など# 

Windows 標準バックアップ^-ル 
ARCserve for Windows NT# 
BackupExec 、 NetBackup 

電源管理 

無停電電源装置 (UPS)' 

PowerChute Business Edition* 

链） 

無停電電源装置により.使用するソ 
フトウェアが異なります。 

ネットワーク管理 

100巨 ASE-TX 接続ボードなど' 

WebSAIWNetvisor* 

リモート管理 

本体標準装備の EXPRESSSCOPE エン 
ジン2 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPR 日 / Server Agent 

ESMPR 日 / Server Agent Extension 

ファームウエアおよびソフ 
トウエアのバージョン管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 
ExpressUpdate Agent 


* オプション製品 
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ヴーパ管理 

本体の八ードウエアの状態を管理するためじ 「 ESMPRO/ServerAgent 」 をインストールし 
てください。 「 ESMPRO/ServerAgent 」 は本体の稼動状ミ兄などを監視するとともに万一の障 
害発生 時 「 ESMPRO/Se 「 ve 「 Manage 「」 と連携してただちに管理者へ通報します。 

本装置での機能の使用可否は下記の表の通りです。 


機能可否表 


機能名 

可否 

機能概要 

八ードウエア 


〇 

八ードウエアの物理的な情報を表示する機能でず。 


メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する磯能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する機能でず。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する磯能です。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする磯能です。 

メモリの論理情報参照や状態監視をする磯能です。 

I / O デバイス 

〇 

1/日デバイス（シリアルポート、パラレルポート、キー 
ボード、マウス、ビデオ）の情報参照をする機能です。 

システム環境 


〇 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する磯能です。 


温度 

〇 

這体内部の温度を監視する機能でず。 


フアン 

〇 

ファンを監視する機能です。 


電圧 

〇 

這体内部の電圧を監視する機能でず。 


電源 

X 

電源ユニットを監視する磯能です。 


ドア 

〇 

Chassis Intrusion (置体のカバー/ドアの開閉）を監視す 
る磯能です。 

ソフトウエア 

〇 

サービス、ドライバ、日 S の情報を参照する機能です。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク （ LAN ) に関する情報参照やノケッ ト 監視を 
する機能です。 

拡張バスデバイス 

X 

拡張バスデバイスの情報を養照する磯能です。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する機能です。 

□ーカルポーリング 

〇 

ESMPRO / ServerAgent が取得する任意の M 旧項目の値 
を監視する磯能です。 

ストレージ 

〇 

パードディスクドライプなどのストレージ機器サコント 
□ーラを監視する機能です。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする磯能です。 

ディスクアレイ 

〇 

下記 RAID コント□ーラを監視する磯能です。 

• オンボードの RAID コント日ーラ （LSI Embedded 
MegaRAID ™) 

• オプシヨンの RAID コント□-ラ N 81 03- 129/130 

その他 

《 ESMPRO/ServerManager の画面には 
表示されない機能です。 

〇 

ウォッチドッグタイマによる日 S ストール監視をする磯能 
です。 

〇 

0 S STOP エラー発生後の通報処理を行う磯能です。 


〇:サポート A: —部サポート X :未サポート 



ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent は、本体に標準添付されて 
います。各ソフトウてアのインストール方まや使用方法は、をソフトウてアの 
説日月を参照してください。 
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ストレージ管理 

大容量のストレージデバイスを管理するためじ次の点について留意しておきましょう。 

• ディスク管理 

八ードディスクドライブの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を 
高めることにつながると言えます。オンボードまたは、オプションの RAID コント□—ラ 
( N 8 103- 129/ 130) を使用することにより、八ードディスクドライブをグループ化して 
冗長性を高め、データの損失を防ぐことができます。 

オンボードの RAID 〕 ント □- ラ (LSI Embedded Me 呂 aRAID™) 

オンボードの RAID コント□-ラ （LSI Embedded MegaRAID ™) によって 、 RAID 
システムを構築することができます。 RAID コント□-ラがサポートする RAID レべ 
ルは， RAID 0 、RAID K RAID 10です。 

RAID システムの構藥、設定:、管理じは 、 「LSI Software RAID Configuration Utility 」 
や 、 「Universal RAID UtilityJ を使用します。 

詳細は、「2八ードウェア編 RAID システムのコンフィグレーション」に7日ページ）、 
「3ソフトウェア編 Universal RAID Utility 」（321 ぺージ）を参照してください。 

オプションの RAID コント □— ラ（ N81 日 3- 12 目 /13 日） 

オプションの RAID コント□ーラ （ N 8103 -129/130) は、本体装置の八ードディス 
クドライブを RAID システム化する RAID コント□ーラがありまず。 

- 本体装置の八ードディスクドライブを RAID システム化する RAID コント□ーラ 

N 8103 -129 RAID コント日ーラに 56 MB，RAID 0/1)、 N 8103 -13 日 RAID 〕 ン 
卜□-ラに 56 MB ， RAID 日/ 1/5/6) の2種類があります。 RAID コント日ーラが 
サポートする RAID レベルは 、 RAID 0、 RAID 1、 RAID 1日、 RAID 日 、 RAID 
日0、 RAID 目です。 

RAID システムの構襲、設定、管理には、 「 Web 巨 I 0 S 」 や 、 「Universal RAID 
Utility 」 を使用します。 

詳細は、オプションの RAID コント□ーラに添付の説明書や、「3ソフトウェア 
編 Universal RAID Utility 」（321 ぺージ）を参照してください。 

RAID システムの設定は、セットアップツール「シームレスセットアップ」でも設定でき 
ます。より詳細な設定をずる'必要があるときは、それぞれのコンフィグレーションユー 
ティリティを使用してください。 

RAID システム管理 ユーテ イリテイは ESMPRO / ServerManager や ESMPRO/ServerAgent 
との連携じより、 RAID システムの状巧をトータルじ監視し、障害の早期発見や予防措置を 
行い、八ードディスクドライブの障害に対して迅速に対処することができます。 



Universal RAID Utility . ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent は、 
本体に標準で添付しています。ソフトウてァのインストール方まや使用方法 
は、各ソフトウェアの説明を参照してください。 


，■〇 パト□ールリードと醫合性チェックによる予防保守 

八ードディスクドライプの後発不尉こ巧ずる予防保守としてパト□—ルリードが 
有効です。パト□ールリードにより、後発不良を早期に発見でをまず。 

パト□-ルリード機能をサボートする RAID コント□—ラを使巧ずる場台は、パト 
□—ルリードを使用してくださし、。パト□—ルリード機能をサボートしない RAID 
コント□-ラ(オンポードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID )) 
では、パト□ールリードの巧わりに藝台性チェックを使用してください。 
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バックアップ管理 

走:期的なバックアップは，不意のサーバのダウンに備える最も基本的な対応です。 

DAT 装置や LTO 装置とを種ソフトウエアを使って定期的にバックアップをとってくださ 
い。容量や転送スピード、バックアップスケジュールの設走など、ご使用になる環境に 
合わせて利用してください。 

バックアップデバイスと接続するためには対応したオプションのコント□—ラボードが 
必要な場合があります。 


アプリケーシヨン名 

説明 

NT 巨 ackup(OS 標準） 

Windows 標準のバックアップツール。 

単体バックアップ装置に単純なバックアップを行うときに使用。 

ARCserve 

{ コンピュー女-アソシエイツな） 

国内で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 

スケジュール運巧が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

巨 ackupExec(Symantec 社） 

米国で最电ポピュラーな PC サーバのバックアップ、ソール。 

NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運巧が可能で、集合バックアップ装置、 D 巨オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

NetBackup(Symantec 社） 

異種プラットフォーム環境で統合的な制御/管理を実現した、 

BackupExec の上位バックアップ、ソール。基幹業務など大規模システム 
まで対応。才ープンファイルバックアップ、 Disaster Recovery を標準 
サポート。 D 己オンラインバックアップなどに対応可能。 


ジジ U) »の»モ^ツールの W 口妙 
かザ-ド |"W 巧ブI巧ィ内 Cts 元と巧里Iス树 1- ルツジI 
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りパードモード に孤百そる dW 巧フむ g 元(馈武が田典;行沁 i ザ巧9す， 


S 


莲」 


な元ウィブード 

iS 元〇パ-卜で.-'' 

白かンステム回宙ウィブー F (が 


デ-5お W 巧力脚 g 元できまも 
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電源管理 

商用電源のトラブルは、システムを停止させる大きな原因のひとつです。 

停電や瞬断に力日え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムダウンの要因とな 
る場合があります。 

お停電電源装置 ( UPS ) は、停電や瞬断で适常使用している商用電源の電圧が低下し始めると、 
自動的にバッテリか6電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理者は、その聞 
にファイルの保存など、お要な処理を行うことができます。さ6に電圧や電流のを動を抑え、 
電源ユニットの寿命を延ばして平巧占な障聞隔 ( MTBF ) の延長1こも貢献しまず。また、スケ 
ジュールなどによる本装置の自動' 無人運転を実現することもできます。 

本製品では> APC 社製 Smart - UPS の無停電電源装置を接続オプシヨンとして巧意しています。 
管理-制御ソフトウエアとして ESMPRO / UPSManager や ESMPRO / AutomaticRunningCon - 
trailer などがあります。 


ネットワーク管理 


ESMPRO / ServerMan 明 er 、 ESMPRO / ServerAgent を使用ずることにより、本体に巧蔵され 
ている LAN 力ードの障害や、回線の負荷率等を監視することができます。 

また、別売の ESMPRO / Netvisor を利用することにより、ネットワーク全体の管理を巧うこと 
ができまず。 
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リ モー ト管理 

本体標準装備の EXPRESSSCOPE エンジン2と ESMPRO / ServerMan 明 e 「 を使用することに 
より、 LAN / WAN を介した本体のリモート監視や管理をずることができます。 
EXPRESSSCOPE エンジン2が提供する管理機能は iU 下のとおりです。 

• 温度/電圧 / FAN / 八ードディスクドライブ/電力の監視 

• 八ードウエア障害のシステムイベント□グ ( SEL ) 生成機能 

• ウォッチドッグタイマによる 0 S ストール監視 

• 0 S ストップエラー発生後の通報処理 

• Web ブラウザを使用したリモート制御（本体装置のリセット、電源 ON / OFF > システム 
イベント□グ ( SEL ) の殖認など） 

• リモート KVM 機能、リモートデバイス機能(オプションのリモートマネージメント拡張 
ライセンスが必要です。） 


If エック j 


• ESMPRO / ServerManager による LAN / WAN 経由でのリモート制御、複数台装置の集中 
管理 

Web ブラウザを使用したリモート制御やリモート KVM 機能、リモートデバイス機能について 
は 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内の 「 EXPRESSSCOPE エンジン2ューザーズガイド」を参 
照してください。 


リモートマネージメント拡張ライセンス(N81 15-03) を使巧ずる攝合のを意事項 

• リモートコンソール/リモートメディア機能(こついての最新情報は、弊 

社机 eb サイト (http://www.nec.co.jp/) を参照してください。 


ファームウェアおよびソフトウェアの/ くージョン管理 

ESMPRO / ServerManager、ExpressUpdate Agent を使用することにより、管理対まサーバ 
のファームウェアやソフトウェアなどのモジュールのバージョンを管理し、更き斤パッケージを 
使用して更新を行う機能でず。 

ESMPR 0/ Se 「 ve 「 Manage 「か6更新パ、ソケージの適用を指示ずるだけで、複数のモジュールじ 
対し、システムを停止せずに自動で更ま斤を行いまず。 
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導入にあたつて 

本装置を導人するにあたって重要なポイントについて説巧しまず。 

システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用ち法の検討 

「特長」での説 B 月のとおり、本装置は運用管理•信頼性に関する多くの八ードウェア機能を持 
ち、用途に応じてさまざまなソフトウェアが添付されています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「を八ードウェア機能および添付ソフト 
ウェアのどれを使用して、どのような運用するか？」などを検討し、それに合わせてみ要な 
八ードウエアおよびソフトウエアのインストール/設走を行ってください。 


稼動げ況.障害の監視、および保守 

本体に標準添付の 「 ESMPRO / ServerManage り、 「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用すること 
により、リモートか6サーバの稼動状ミ兄や障害の監視を行い、障害を事前に防ぐことや万一の 
場合に迅まに対応ずることができまず。 

運用の隐は> 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 、 「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用して、万一の 
トラブルからシステムを守るようムがけてください。 



なお、本装置に障害が発生した際に、 NEC フィールディング（株）がアラート通報を受信して 
保守を行う「エクスプレス通報サービス/エクスプレス适報サービス （ HTTPS )」 を利用すれ 
ば，ほコストで Express 5800シリープの障害監視.保守を巧うことができます。 
r エクスプレス通報サービス/エクスプレス届報サービス （ HTTPS )」 を利用することもご梭 
討ください。 
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システムの構築-運用にあたっての留意点 

システムを構築-運用する前に、次の点についてお認してください。 

出荷時のげ態を確認しましょう 

本製品を導入ずる前に、出荷時の状態をお認して<ださい。 

• オペレーティングシステムのインス I -―ル状態について 

を文により化荷時の状態に次の2種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインストール 

巨 T 0( エ塌組み込み化荷）にて Windows Server 2008. Windows Server 2003 
x 64 Editions または Windows Server 2003のインストールを指定された場 
合。 

ホインストール 

巨 TO ( 工場組み込み出荷）による日 S のインストールを希望されなかった場合。 


化荷時のオペレーティングシステムのインストール状態により、'必要なセットアップ作 
業が異なります。21ページの説 B 月に従ってセツトアップを行ってください。 


セットアップの手順を確認しましょう 

システムを構築するじあたり、「セットアップ」はお要不可欠なポイントです。 

セットアップを始める前にセットアップをどのような順序で進めるべきか十分に検討してく 
ださい。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを狂 
わせるばかりでな<、本装置が提供ずるシステム全体の安をした運用と機能を十分に発揮でき 
な < なります。 

• <その1> 運用ち針と障害対策の検討 

八ードウェアが提供する機能や揉用するオペレーティングシステムによって運用方針や 
セキュリティ、障害への対策ち法が異なります。 

「特長 （3 ページ）」に示す本装置が提供する機能を十分に利用したシステムを構築できる 
よう検討してください。 

また、システムの構築じあたり、ご契約の保守サービス会社および製社営業担当にご相 
談されることちひとつの手だてです。 

• <その2> A - ドウエアのセットアップ 

本体の電源を ON にできるまでのセットアップを確実に巧います。この後の「システムの 
セットアップ」を始めるために運用時と同じ状態にセットアップして<ださい。詳しく 
は、21ぺージに示す手順に従ってください。 

八ードウェアのセットアップには、オプションの取り付けや設置、周辺機器の接続に力日 
えて、内部的なパラメータのセットアップも含まれます。ご使用になる環境に合わせた 
パラメータの設をはオペレーティングシステムや管理用ソフトウェアと連携した機能を 
利用するために大切な手順のひとつです。 
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• <その3> システムのセットアップ 

オプションの取り付けや B の S の設をといった八ードウエアのセットアップが終わった 
ら、 八ードディスクドライブのパーティションの設をや RAID システムの設定，オペレー 
ティ ングシステムや管を用ソフトウエアのインストールに進みます。 

くネリめてのセットアップの場合 ( Windows )〉 

初めてのセットアップでは、お客様が注女の際に指定されたインス!ルの状態によっ 
てセットアップの方法が異なりまず。 

一「カスタムインストール」を指定して購入された場合 

本装置の電源を ON にずれば自動的にセットアップが始まりまず。セットアップの途 
中で表示される画面のメッセージに従って必要事項を入力していけばセットアップ 
は完了しまず。 

一「未インストール」にて購入された場合 

くホインストールからのセットアップ-再セットアップの場合>に示ず手順に従って 
ください。 

く未インストールか6のセットアップ • 再セットアップの場台 ( Windows )〉 

本装置で未インス I '''ールからのセットアップ-再セットアップをサポートしている 0 S 
( Windows ) は次の通りでず。 

— Windows Server ® 2008 R 2 Standard 日本語版 
似降 、 「WindowsServer 2008 R 2」 と呼ぶ） 

— Windows Server ® 2008 R 2 Enterprise 日本語版 
似降 、 「WindowsServer 2008 R 2」 と呼ぶ） 


— Windows Server ® 2008 Standard 64 bit ( x 目 4) Edition 日本語版 
似降 、 「WindowsServer 2008」と呼ぶ） 

— Windows Server ® 2008 Enterprise 64 bit ( x 64) Edition 日本語版 
似降 、 「WindowsServer 2008」と呼ぶ） 


— Windows Server 2008® Standard 32 bit ( x 86) Edition 日本語版 
似降 、 「WindowsServer 2008」と呼ぶ） 

— Windows Server ® 2008 Enterprise 32 bit ( x 86) Edition 日本語版 
似降 、 「WindowsServer 2008」と呼ぶ） 

— Windows Server ® 2008 Standard without Hyper-V 64 bit ( x 64) Edition 日本語版 
似降 、 「WindowsServer 2008」と呼ふ‘） 

— Windows Server ® 2008 Enterprise without Hyper-V 64 bit ( x 目 4) Edition 日本語版 
似降 、 「WindowsServer 2008」と呼ぶ） 

— Windows Server ® 2008 Standard without Hyper-V 32 bit ( x 86) Edition 日本語版 
似降 、 「WindowsServer 2008」と呼ぶ） 

— Windows Server ® 2008 Enterprise without Hyper-V 32 bit ( x 86) Edition 日本語版 
似降 、 「WindowsServer 2008」と呼ふ‘） 

— Windows Server ® 2003 R 2, Standard x 64 Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2003 x 64 Editions 」 と呼ぶ） 

— Windows Server ® 2003 R 2, Enterprise x 64 Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2003 x 64 Editions 」 と呼ぶ） 
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— Windows Server ® 2003 R 2, Standard Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

— Windows Server ® 2003 R 2, Enterprise Edition 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

— Windows Server ® 2003, Standard Edition 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

— Windows Server ® 2003, Enterprise Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 



本書では 、 Windows Server 2003 R2/Windows Server 2003 を統一して 
「Windows Server 2003 」と呼びます。 

特に Windows Server 2003 R2 を区別する場合は 「Windows Server 2003 R2j 
と呼びます。 


ホインストールからのセットアップ-再セットアップは、インストールする OS によって 
異なりまず。 

く Windows Server 2008 R2 をインストールする場合 > 

本書の26ページを参照し「シームレスセットアップ」を行うか、添がの 
rEXPRESSBUILDERJ DVD に格納されているオンラインドキュメント 「Windows 
Server 2008 R 2 インストレーシヨンサプリメントボイド」を参照し、「マニュアル 
セットアップ」を行ってください。 

く Windows Server 2008 をインストールずる場含 > 

本書の日4ページを参照し、「シームレスセットアップ」を行うか、添付の 
rEXPRESSBUILDERJ DVD に格納されているオンラインドキュメント [Windows 
Server 2008インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセッ 
トアップ」を行って<ださい。 


く Windows Server 2003 x64 Editions をインストールずる場合 > 


添付のに XPRESS 目 UILDER 」 DVD 1 こ格納されているオンラインドキュメント 
「Windows Server 2003 R 2 x 64 Edition インストレーシヨンサプリメントガイ 
ド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください D 

く Windows Server 2003 をインストールずる 場 含 > 

本書の8日ページを参照し「シームレスセットアップ」を行うか、添付の 
「 EXPRESS 巨 UILDER 」 DVD に格納されているオンラインド丰ュメント 
[Windows Server 2003インストレーシヨンサプリ^ントガイド」を参照 
し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 

• < その 4> 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにずぐに原因の見極めや解決ができるよう障害処理のためのセット 
アップをしてください D Windows Server 2008 R 2 、Windows Server 2008 、 Windows 
Server 2003 x 64 Editions ^ および Windows Server 2003に関しては、本書で説明して 
います。 
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• <その已> 管理用ソフトウェアのインス!-―ルとセットアップ 

インス!'■-ルが完了したソフトウェア旧 TO で化荷時に組み込まれたものを含む）のを 
種パラメータを、使用する八ードウェア/ネットワーク環境へ合うように設定します。 
また、本装置と同じネットワーク上へ管理 PC (—般的な PC が使用巧）をを義し，管理' 
監視用のソフトウェアをインストールします。 

詳しくは「ソフトウェア編」をご覧ください。 

• <その6> システム情報のバックアップ 


r オフライン保守ユーティリティ」を使ってマザーボード上の装置固有情報をバックアッ 
プします。マザーボードが故障した場合，ボード交換後、この情報をリストアすること 
じよって交換 W 前と同じ状態にすることができます。詳しくは130ページをご覧くださ 
い。 
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各運用管理機能を利用するにあたって 

本装置で障害監視などの運用管理を行うには、標準添付の ESMPRO / ServerAgent 、および 
ESMPRO / ServerManager ， または別売の同ソフトウェアがあ要となります。この後で説明す 
るセットアップ手順、またはソフトウェアの説明書（別売の場合）に従って各ソフトウェアの 
インストール、およびあ要な設定を行ってください。 

を運用管理機能を利用する際には、 W 下の点にごを意<ださい。 

• サーバ管理機能を利用ずるにあたって 

一本対応のコンポーネント （ CPU / メモリ/ディスク/ファン/電源）の使用状況の監視 
やオペレーティングシステムのストール監視など、監視項目によっては ESMPRO / 
ServerManager 、 および ESMPRO / ServerAgent でしきい値などの設走が必、要じな 
ります。詳細は、各ソフトウェアに関ずる説 S 月やオンラインヘルプなどを参照して 
ください。 

• ストレージ管理機能を利用ずるにあたって 

一 RAID システムを使用する場合 

オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID ) または、オプション 
の RAID コント日ーラ （ N 8103 -129/130) を使用する場合 、 Universal RAID Utility 
をインストールしまず。 

ーパックアップファイルシステムを使用する場合 

テープバックアップ装置を使用する場合は、クリーニングテープを使って定期的に 
へ、ソ ドを清掃するようムがけてください。 へ、ソ ドのミちれはデータの読み書きエラー 
の 原因と なり、 データを 正しく バックアップ/リストア できなくなります。 

• 電源管理機能を利用するにあたって 

一 無停電電源装置 （ UPS ) を利用するには、制御用ソフトウェアがあ要でず。制御用 
ソフトウエアじは、 ESMPRO / UPSManager や ESMPRO / AutomaticRunningCon - 
trailer のご使巧を推奨しまず。 

一 無停電電源装置 ( UPS ) を利用する場合、自動運おや停電回復時のサーバの自動起 
動などを行うには B の S の設定があ要となる場合がありまず。「システム B の S の 
セットアップ （235 ぺージ)」を参照して、 「 Server 」 メニューじある 「 AC - LINK 」 
の設ををご使用になる環境に合った設をに変更して<ださい。 




1 巨 お客樣登録 


ぉ客様登録 

NEC では、製品ご購入のお客様に 「 NEC ビジネス PC / PC サーバお客様登録サービス」への 
登録をお勧めしております。 

次の Web サイトか6ご購入品の登録をしていただくと、お問い合わせサービスなどを無料で 
受けることができます。 

http://club.express.nec.co.jp/ 

にてご登録ください。 


NEC E 5 ホス PC/PC サ ー K B 客隹査巧- 


フ rO レ® 表示がち《かり曲’ツ-ル①〜け化） 


おち巧登远 


llXn°n-|f 
サボートな巧田 g 巧） 

8*巧トッづぺージ 


NEC ビジネス PC/PC サーバ 


お客樣登録 


Expre が58加シリ—ズ 
(Club Expr 巧 《) 

I 巧 aii A 五#柱 


ビジネス PC 
<MateSVersaPro} 
I 巧泣||又丑を a 


N 防 PC ヴーパ（己 (press 5800'ンりープ)、ピジネス PC(Mate&VersaPro) そご苗入いただき K にありがとうごさい主す， 

8を田では、お客甚への巧 S 品のご実巧や苗入 S 品の巧まのなご申I巧をヴポートするためにわを待ま岛ヴービスをミ店 
してわ y 巧， 

宜宜!巧 M 巧にてご隨入いただいた S 品をごをないただけますので、ぜひお申しをみください • 

xv>aE$T*. Lsw ■めお sags じつ55して1リ幻《—じ巧 ysf. こと£|«巧くだ311. 

I ご S» いただくと、巧の巧 R ヴービス «a 供いたします。 

I 巨甲5800シリー了を苗入品畳岛いただいたちには 

Web テクニカル田さむササービス 

b が es^ 800•ンりーズIこ巧すお巧:的なテクニリル陆をわせIゴ械いたします。 

なわ.村 5* ■をりせの巧をこごさましてけ一が#历^ごぞいます •SSLX!3ZS£S ご柏くだ30, 


巧ヴービスに巧まして I た ちらげ DF ) をご B 0 


のか 
く巧い 


I 汚吿、巧が S 品の ii 押レボ-卜か乃 U 5 イム!こご®讯化だけます，てウスブレス a 


ち SSSS 方イ F 
•わ S S を お ホま 
- 拓。つ ーザち！ a 

- 〇ヴ-〇 

•BASaa 

♦ !» 、品》み巧 ifi— B 
• テた か！^ 任。 e 
♦エクスブレス巧巧サービス 
• 畳泣甲をみ —Bsmiu 
- ll 拍け方.巧巧 
• EXPRESSBLniDERggfr 


I ピソネス PC(Mate&VersaPro 巧唐入畳沒いただいたスには" • 


ピジネス PGtt 入ち向け: y - ル e 倍なービス 

ご坊入 L ただいた例が如 R 内!ここ利用咏;ための怕拍やが—卜巧扭などさ、；!<叫ぶ (t いたしミす，私くは こを ぶこ巧くだ&、 


I 会頁き 结だけでモ… 


イール E 居サービス 

ご RXi を《问もごき诗し化だかなくてモ、ら pressS 800•ンリー义ビジネス PWS 析似お沿#する [8# 街ィ-ル J 雄みたします。 



|新 巧 S8 •□クイン 


備会頁 登録の方ん 
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セットアップを始める前に 

セツトアップの順序と参照するページを説 S 月しまず。セツトアップは八ードウエアか6始めま 
す。 


"~〇 日 TO (工場組み込み出荷）にて Windows のインス!ルを指定した場 S ホ、 
■to 本体に Windows のプ□ダクトキーび記載された ID ラベルび目占りつけ5れてい 
まず。 


Product Key: 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111111111111111111111111 

00000 — 000 — 000—000 


プ□ダクトキーは OS のセットアップや再インス!ル時に必要な情報でず。 
剥がしたりミちしたりしないよラ取り扱いにご注意下さい。ちし剥がれて紛失し 
たりミちれて見えなくなった場合でも、ラベルの再発行はでをませんので、あ5 
かじめプ□ダクトキーをメモし、他の添付品と一緒にメモを保管されることを 
お勧めしまず。 








18 セットアップを始める前に 


EXPRESSBUILDER がヴポートしているヴービスパック 


本体に添がの 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD では、 J ： rF の OS インストールメディア及びサービ 
スパックの組み合わせをサポートしています。 

• Windows Server 2008 R 2 

— OS インストール;< ディア （Service Pack 無し） 


• Windows Server 2008 


— OS インストール;< ディア （Service Pack 2内包版） 

— OS インストールメディア （Service Pack 無し）+ Service Pack 2 
— OS インストール;< ディア （Service Pack 無し） 

• Windows Server 2003 R 2 x 64 Edition 


— OS インストール; < ディア （Service Pack 2内包版） 

— OS インストールメディア （Service Pack 無し）+ Service Pack 2 

— OS インストール;< ディア （Service Pack 無し） 


• Windows Server 2003 R 2 

— OS インストールメディア （Service Pack 2巧包版） 

— OS インストール;<ディア （Service Pack 無し）十 Service Pack 2 
— OS インストールメディア （Service Pack 無し） 


• Windows Server 2003 

— OS インストールメディア （Service Pack 1巧包版） 

— OS インストール;<ディア (Service Pack 1内包版）十 Service Pack 2 


EXPRESSBUILDER がヴポ-卜している大容量 B 憶コント□-ラ 


ここでは Windows オペレーティングシステムのセットアップをずる場合の殖認事項じついて 
説巧します。 

Windows オペレーティングシステムのインストールをずる際は、八ードディスクドライブや 
その他大容量記憶装置に接続されたコント□ーラ（ボード）に対応したデバイスドライバがか 
要になリます。 

下に添がの 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD がサポートしている本製品用のボードを示します。 
わし、下記じ(かのオプションボードを接続しているときは、ボードに添付の説明書と「応用 
セットアップ」 （131 ぺージ)を参照してセットアップしてください。 
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<Windows Server 2008 R 2> 

• EXPRESSBUILDE 刊こて OS のインス I ルをサポートしている RAID コント□—ラ 

- N 8103 -に 9 RAID コント □- ラに 56 M 巨 RAID 0/1) 

- N 8103 -130 RAID コント日ーラに 56 M 目 RAID 0/ 1/5/6) 

-オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded Mega RAID ™) 

• その他のオプション 

- N 8 103-75 SCSI コント□-ラ 
- N 8103-104 A SAS コント □— ラ 
- N 8103 -107 SCSI コント□-ラ 


く Windows Server 2008 /Windows Server 2003 x 64 Editions/Windows Server 
2003 > 

• EXPRESSBUILDER にて OS のインス I ルをサポートしている RAID コント□—ラ 

- N 8103 -に 9 RAID コント□-ラに 56 M 巨 RAID 0/1) 

- N 8103 -13 日 RAID コント日ーラに 56 M 目 RAID 0/ 1/5/6) 

- オン ボー ドの RAID コント□—ラ (LSI Embedded Mega RAID ™) 

• その他のオプション 

- N 8 103-75 SCSI コント□-ラ 
- N 8 103-95 SCSI コント□-ラ 
- N 8103-104 A SAS コント□ーラ 
- N 8103 -107 SCSI コント□-ラ 



上記オプション カー ドに関しては、 EXPRESSBUILDER 内にドライバが 
収録されています。 


• 上記 RAID コントローラ ■ L ソ外を使用した場合は、 シームレスインストール 

に失敗します。各種 ボー ドに添付の説明書をご参照願います。 




20 セットアツプを始める前に 



1. 別途購入したオプションを取り付ける（一1巨9ぺージ)。 



Windows Server 2003をがまいの環境で DIMM を増設した場合は、 OS の起動後 
に「ぺージングファイルサイズ」を設をし直してくださし、。詳しくは88ぺージ 
(Windows Server 2003の場合）を参照してくださし、。 


2. 本体に最も適した場刷こ設置する（一1已2ぺージ)。 

3. ディスプレイ装置やマウス、キーボード、外付け USB フ□ッピーディスクドライ 
ブなどの周辺装置を本体に接続する （^1 已4ぺージ)。 

4. 添付の電源コードを本体と電源コンセントに接続ずる（一1已日ぺージ)。 

已. A - ドウエアの構成やシステムの用途に応じて BIOS の設定を変更する。 

235ぺージを参照してください。 

团 OS のパラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているかおず確認し 
てください。 


引き続き、オペレーティングシステムのセットアップへ進んでください。 
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オペレーテイングシステムのセットアップ 


八ードウエアのセットアップを完了したら、お使いになるオペレーティングシステムに合わせ 
て後述の説明を参照してください。再インス I ルの際にも参照してください。 


インストールする 0S は？ 


I 庙入後、初めてのセットアッフですか？ 



今が 


盾害の理のためのセツトア V 

Windows Server 

2008 R2 

ブ 

111 ぺージ 

Windows Server 2008 

111 ぺージ 

Windows Server 2003 
x64 Editions 

111 ぺージ 

Windows Server 2003 

111 ぺージ 


システム情巧の"ツク 
アッフ 


セツトアツフ荒了 
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Windows Server 2008 R 2 の 

セットアップ 

八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2008 R 2 やシステムのセッ 
トアップをします。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「BTO (工場組み込み出荷)」で「カスタムインストール」を指走して購入された本体の八ード 
ディスクドライブは，お客様がずぐに使えるようにパーティションの設定から、オペレーティ 
ングシステム、本装置が提供するソフトウエアがすべてインストールされていまず。 


—"〇 カスタムインス I ルモデルは、 Scalable Networking Pack ( SNP ) 機自臣ぴ 
Bra r 無効 j に設定されていまず。 

SNP 機能については、システム性能に農響を与える場合があるため、必ず下記 
サイトの SNP の詳細についてのを意事項等を確かめた上で設定してください。 
http :// support . express . nec . co . jp / care / techinfo / snp . htm ! 


^ ここで説明ずる手順は，「カスタムインス!'ール」を指定して購入された製品 
巨ち巧 でネリめて電ミ原を ON じするときのセットアップの方法じついて説 S 月していま 
す。再セットアップをずる場合は「マニュアルセットアップ」を使用してくだ 
さし、 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点じついてお認してください。 

本体の八ードウェア構成（八ードディスクドライブのパーティションサイズも含む）や八ード 
ディスクドライブじインストールされているソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
才ーダー旧 TO (工場おみ化み化荷)）によって異なります。 

下図は、八ードディスクドライブのパーテイシヨン構成について図解しています。 



* お客様がオーダーした八ードディスクドライブのパーティシヨンサイズに音まれています。 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 

しば6くすると、 [ Windows セットアップウィザード]画面が表示されます。 
t (降、画面の指示に従ってあ要な設定や表示内容をよ<殖認し、[次へ]をクリック 
してセットアップを進めてください。 

一[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を殖認して 
ください。 

システムが起動しまず。 

(1)[ Windows のセットアップ]画面が表示されたら、[次へ]をクリックずる。 



に ） Windows Server 2008 R 2 セットアップ完了後、□グオンする前 I こと又下の画 
面が表示されパスワードの変更が要求されたら、 [ OK ] をクリックする。 
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Windows Server 2008 R 2 ではパスワードが下記の条件を満たさない場合、設を 
することができません。 

• 6文字]^ソ上(半角） 

• 数字/英大文字/英小文字/記号のいずれか3つ政上を含む 


(4) W 下のメッセージが表示されたら、 [ OK ] をクリックする。 



^ Windows Server 70 06 

、 Standard I 


(5) □グイン後「巧巧構成タスク」画面が表示され、ユーザー情報を設ちずる。 



2. 「デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ （4 已ぺージ)」を参照して、 
ネットワークドライバの詳細設定をずる。 
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3. オプションのデバイスでドライバをインス!ルしていないをのがある場合は、ド 
ライパをインス I ルする。 

4. 障害処 I 里のためのセットアップ（111ぺージ)」を参照して障害処理のためのセッ 
トアップをずる。 

已.出巧時にインス I ルミきみのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インス I '■ール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指をしたものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/Server Agent 

- エクスプレス通報サービス* 

- エクスプレス通報サービス ( HTTPS )* 

— Universal RAID Utility 

- 情報提供ツール 「 NEC か6のおが6せ」 

- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1再頒布可能パ、ソケージ ( x 86) 

上記のソフトウェアで「*」印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設定または磕認をしなければな6ないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使巧環境に合った状態に 

政ぉレてく L 己-し)。 

6. 130ぺージを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

じ(上でカスタムインス I '■ールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。 

再セットアップをする際は、「シームレスセットアップ」を使届するか添付の 
rEXPRESSBUILDERJ DVD じ格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 
2008 R 2 インストレーションサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセットアップ」 

を行ってください。 
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EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」機能を使ってセットアップします。 

本機能は、本体に接続された RAID コント□—ラを自動認識して RAID システムを構築しますの 
で、 あらかじめ、「八ードウエアのセットアップ」に〇ぺージ）の設定を完了させておいてく 
ださい。 


NEC 

step 1 に 


EXPRESSBUILDER 


む _S 泣巧 L て. r ホ、 J ボえ巧肝 t てな巧い。 

•じ化？インスト■ルすが苗 i り-ムレ；!か;トアッブ幻Iりする巧®！? uKc&k 

•巧 R«7 す £** を S, IwwssmwwSWTTtJSaBLCCSA 


«■ •ン ーA レス Eti トア vriSlPf する 

厂 oeu*s*5 巧氏する 


I 巧ィ> 


パデ <395(15574 

8ン»，なる ILM 口-ビス C ット ») 

1ン1»1技<2-ブ0-ド7£ 

.のこ門)イI巧口—卜すな 



"~〇 • シームレスセットアップを使用してインス!ルされたシステムは、 

Scalable Networking Pack (SNP) 機能が「無効 J に設定をれていま 
ず。 

SNP 機能については、システム性能に影響をちえる場合があるため、必 
ず下記ヴイトの SNP の詳細についての注意事項等を確かめた上で設定し 
てぐださい。 

http://support.express.nec.co.jp/care/techinfo/snp.htnnl 

• シームレスセットアップでは、設定によっては八ードディスクの内容を 
削除しまず。入力ずるパラメータにごま意ください。特に、下の設定 
時にはま意び必要でず。 

- Step 4 「RAID の設定 J 
- Step 己「メディアと/テイシヨンの設定 J 

必要に応じユーザーデータのバックアップを取ることを推奨しまず。 




• シームレスセットアップでは、あらかじめ作成したバラメータファイルを 
使用したり、セットアップ中に設をしたパラメータをパラメータファイル 
としてフロッピーディスク(別途 1.44MB フォーマット沼み空きフロッピー 
ディスクをお客様でご用意ください）に保存することができます。フロッ 
ピーディスクをご使用の場合は、別途 USB フロッピーディスクドライブを 
ご用意ください。 

• パラメータフ アイルは、 EXPRESSBUILDER にある 「ExpressPicnic@」 を 
使って事前に作成しておくことができます。 

• ExpressPicnic を使ったパラメータフアイルの作成方法については、30目 
ぺージを参照してください。 



シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセット 
アップ(こついては、131ぺージの「応巧セットアップ」で説明しています。 
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セットアップ前の確認事項について 

シームレスセットアップを始める前に、ここで説明するを意事項について確認しておいてくだ 
さぃ。 

Windows フアミリについて 

Windows Server 2008ファミリのうち、シームレスセットアップでインストール巧能なエ 
ディションは次のとおりです。サービスパックについては 「 EXPRESSBUILDER がサポートし 
ているサービスパック （18 ぺージ)」を参照してください。 

• Windows Server ® 2008 R 2 Standard 日本語版 

• Windows Server ® 2008 R 2 Enterprise 日本語版 

U 降 「Windows Server 2008 R 2」 と呼びます。 

その他の OS をインストールするときは、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお問 
し''合わせくたさし''。 


BIOS の設定について 

Windows Server 2008 R 2 をインストールする前に八ードウェアの BIOS 設定などをお認して 
ください。235ページを参照して設定してください。 


を意すべき八ードウ I ア構成について 

Windows Server 2008 R 2 をシームレスセットアップでインストールするとき、次のような 
八ードウエア構成においては特殊な手順がを要となります。 

• オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID ) を使用する場合、 2 TB 
と J 上の八ードディスクドライブでの RAID 10 はサポートしていません。 2 TB じ(上の八一 
ドディスクドライブを使用し、シームレスセットアップでオンボードの RAID コント 
□-ラの RAID 10 を構築しようとした場合、じ(下の画面が表示され、シームレスセット 
アップは終了しまず。 



• ミラー化されているボ U ユームへの再インス I -―ルについて 

ダイナミックディスクに変換した八ードディスクドライブに再インストールする隐、シ 
ンプルダイナミックボリュームにのみインストールできます。 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームじインストールする場合 
は，インストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し，イン 
ストール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成や解除、および削除は[コンピュータの管理]の[ディスクの 
管理]か6行えます。 
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• MO 装置の接続について 

Windows 0 S をインスIルするときじ MO 装置を接続したまま作業を行うと、インス 
トールに失敗することがあります。 MO 装置をかしてインスI'■ールを最初か6やり直して 
ください。 

• DAT や LTO 等のメディアについて 

セットアップでは、 DAT や LTO 等のインストールに不要なメディアはセットしないでく 
ださい。 

• RDX 等の周辺機器について 

セットアップを開始する前に、お使いの八ードウエア構成によっては周辺機器をかした 
り休止状態に設定を変更する必要がある場合があります。 

それぞれの周辺機器のマニュアルを参照し、周辺機器を適切な状態にした後セットアッ 
プしてください。 

• ダイナ S ックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インス! 
ルについて 

ダイナミックディスクへアップグレードした場合、既有のパーティシヨンを残したまま 
での再インストールはできません。 

この場合、 「EXPRES 沈 UILDER」DVD に格納されている 「Windows Server 2008 R2 
インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してマニュアルセットアップを巧って 
ください。 

• 複数台の A- ドディスクドライブ（論理ドライブ）の接続について 

Windows システムをインストールしようとする八ードディスクドライブのほかに別の 
八ードディスクドライブを接続する場合は、 Windows をインスI'■-ルした後に接続して 
ください。また、論理ドライブが複数を在するシステムへの再セットアップについては、 
論理ドライブが複数を在する場合の再セットアップ手順 （134 ページ）を参照してくだ 
さい。 
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システムパーティシヨンのサイズについて 

システムをインストールするパーテイシヨンのサイズは、次の計算まか6求めることができま 
す。 


インス!ルに企、要なサイブ十ページングファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
+アプリケーシヨンサイズ 


インストールに'必要なサイズ 


ページングファイルサイズ（推奨) 
ダンプファイルサイズ 
アプリケーションサイブ 


= 8,000 MB (フルインストールを選択した場合) 
= 3,500 MB (Server Core インストールを 
選択した場合） 

=搭載メモリサイズ X 1.5 
=搭載メモリサイズ + 300M 目 
=任意 


• 上記の計算方法か6算出 U ■こ! くーティションサイズは、システムのイン 
ス I -ールに必要な最小限のパーティションヴイズでず。 

システムの運用を巧ラため、パーティションサイズの空き容量には、余 

招を持たせてインストールしてください。 

ly 下のパーティションヴイズを確保ずることを推奨しまず。 

フルインス I ルを選巧した場含： 32,768 MB (32 GB ) W 上 
Server Core インス I ルを選択した場合：10,240 MB (10 GB ) ly 上 
《 1 GB = 1，024 MB 

• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための巧奨サイズでず。 Windows パーティションには、ダンプファ 
イルを格納ずるのに十分な大きさのネリ期サイズを持つページングファイ 
ルが必要でず。 

また、ページングファイルが不足ずると仮想メモリ不足により正確なデ 
バッグ情報を採取でさない場合があるため、システム全体で十分なペー 
ジングファイルヴイズを設定してください。 

• 搭載メモリサイズやデバッグ情報の書さ込み（メモリダンプ種別）に関 
巧なく、ダンプファイルサイズの最大は「搭載メモリサイズ+ 

3曰 0 MB 」 でず0 

• その他アプリケーションなどをインストールずる場合は、別途そのアプ 
リケーシヨンが必要とずるディスク容量を追加!してください。 



新規にパーティションを作成する場合、指をされたパーティションサイズのう 
ち 、 Windows OS がハード ディ スクドライブの先頭に100 MB のブートパー 
ティ ショ ンを確イ呆します。 

例えば、パーティションサイズを40,960 MB (40 GB ) で確イ呆した場合、使用 
可能な領域は 

40,960 MB - 100 MB = 40,860 MB 
となります。 


正 

空き領域 

Windows パーテイシヨン (40,860) MB 
ブートパーテイシヨン （100 M 巨） 

オペレーテイングシステムか6は、ブートパーテイシヨンは 
認識されません 
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例えば，搭載メモリサイズが 1 GB (1,024 MB ) でフルインストールを選択した場合、パーティ 
シヨンサイズは，前述の計算ちまか6 


8,000 MB + (1,024 MB X 1.5) + 1,024 MB + 300 MB + アプリケーシヨンサイズ 
=10ぶ 60 MB +アプリケーシヨンサイズ 

とな U ます。 

システムをインストールするパーティシヨンサイズが「インストールにみ要なサイブ+ぺ一 
ジングファイルサイズ」よりかさい場合はパーティシヨンサイブを大きくするか、ディスクを 
増設してください。ダンプファイルサイブを確保できない場合は、次のように複数のディスク 
じ割り当てることで解まできまず。 

1 . 「インス I ルに必要なサイズ+ぺージングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処 I 里のセットアップり11ぺージ)」を参照して、デバッグ情報（ダンプ 
ファイルサイズ分）を別のディスクに書き込むよラに設定する。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスぺースがディスクにない場合は「インス I '■-ルにあ要な 
サイズ+ぺージングファイルサイズ」でインストール後、新しいディスクを増設してくださ 
い。 
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セットアップの流れ 

シームレスセットアップの流れを國に示します。 


NEC 



EXPRESSBUILDER 


な -S を化て.なへ J ポ■てけ田い， 



C シ -A レス •tel トア）プ2丢 ff すな 



バラメータの□-ド （steps) 


巧へ 


0S の涅巧 （steps) 


巧へ 


RAID の岩を （Step4) 


巧へ 


Windows の詳巧おを （Step5~10) 


巧へ 

♦ 

バラメータのセープ （Stepll) 


巧へ 


自動インストールの開始 （Step12) 


」 ぐ 


実行する 
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セットアップの手順 

シームレスセッ ト アップでは、ウィザードおまじよりをパラメータを設定していきまず。この 
とき、各パラ^—夕を一つのファイル（パラメータファイル）としてフ □、ソ ピーディスクへ保 
をすることも巧能です。 




事師こ「ミち意ずべき八ードウエア構成について（已6ページ)」を確認してくだ 
さい。 


2 . 


3. 


パラメークファイルを使ってセットアップずるときは、ファイル保存用として 
民石巧] 1.44 M 巨フォーマット済みの空きフ〇、ソピーディスクが1枚必要となりまず。 
あらかじめ、お客様でフ□、ソピーディスクをご用意ください。 

再インストールのときは、保をしておいたパラメークファイルを読み込ませる 
ことで、ウィザード(こよるパラメーク入力を省略することができまず。 

Flash FDD じ保存したパラメータを使ってのセツトアップはサポートしてい 
ません。 


周辺装置、本装置の順に電源を ON にする。 

本装置に接続した光ディスクドライプに 「EXPRESSBUILDER」DVD をセット 
する。 


DVD をセットした5、リセットする (<Ctrl> - 
か、電源を日 FF/ON して本装置を再起動する。 

DVD から EXPRESS 目 ULDER が起動します。 


< Alt > + く Delete 〉 キーを巧す） 


]： 又下のメッセージが表示されたら、 「0s installation *** default ***」を選択してく 
ださい（何もキー入力がない場合でち、自動的に手順4の画面へ進みまず）。 


Boot selection 
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4. 表示言語の選択画面が表おされた S、 「日本語」を選択し [0K] をク1」ックずる。 



过 


EXPRESSBUILDER で使巧する言巧を a がしで < ださい * 


Select a language to use for the EXPRESSBUILDER. 


口日本唐 

广 English 

广 Fran^ais 

r Italiano 

r Deutsch 

r Espanol 


OK 


已 . Windows PE のソフトウエア使用許諾画面が表おされた6、[はい]をク U ックす 
る。 


日 


* ソフトウェア wmirass のの S 5 こ « 亞ください • 

本ソフトウェア 5 ® 用される《さな .I はい ] を3巧して巧向 I こ同 * してください • 


"卵拓 OF け HIND0lfS« PREINSTALLATION ENVIRONHIENT 巧巧評語を約ち 

ま 妄 W 下の爱件をほ彦してあ試み下さい。 

でほ巧許託巧巧害（な下 , 本契巧さといいます）は、お S 巧と上おに示されたマイク□ソフト 
社のソ 7 トウェアお品（吗下、本ソフトウェアといいます 3 かをまれでいるコンビュ — 2 シス 
テムまたはソフトウェアスた 1 下、ホコンビュータといいます〉のをな丢 CW 下、本裝ちをとい 
います）との町で巧 . なされるま的。 ’ 篇巧さです。太切に ( 呆言してくだ 3 い。 

本ソフトウ 1 アには、コンビュータソフトウ I アおよひそれに巧泣する巧巧，扣刚物、オンラ 
インマニュアル、ち子化されたマニュアルが吿まれます，でンフトウェアとともに巧巧される 
ソ 2 トウェ 7 について、削を巧巧巧巧巧巧 S がをけされている這さには、別送を付す h ている 
压《巧 !? S わ • が追ホされます。 


1 




I れ ' J いいえ 


6. [シームレスセツトアップを実行する]を選択し、[次へ]をクリックずる。 


NEC 


Step I 控 一 " ♦ 


EXPRESSBUILDER 


イニューち坦巧して • V 

口な《インスト-ルすが!を!も r シ-ムレスわトアップ巧けす! 
.円 ns " 了する) I を I も rtw « csiuu « W 7 する J « 苗历■■てくだ &W 



广 Wincortffl 巧する 

广レドライバディスク SfMS する 
广パ■ティン9ン苗 WST を a ~ i < y - ビスわ卜用 
广》«>©コンフィヴレーシ3ン1*«6-ブ.口一巧る 
尸こドラ-り巧口ードする 


厂 ExwaMi."* 巧 " T する 


J* へ 


S 吐な CM 田の 
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7. パラメータを□—ドする。 


[パラ六ータの□ー ド]画面が表示されます。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 


I 叫*，。’。 


I 巧 y- 巧□-巧が'&13, < 巧イ-5乃イ I 
，ディア上のパライ-たか i"; のドライブ 
；か一郊一鬥ノ4げ抬'|主 r, かづ巧 


パラメー5!«3-卜 VA1 
バラ y- 巧〇-トマ*: f 


[バラメータファイルを使用しない場合] 

r パラメータを□ードしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 


フ□ッピーディスクドライブが本体にあ続されていない場合、こち6を還巧し 
おック I てください。 

[バラメータフアイルを使用する場合] 

r パラメータを□-ドする」を達択し、パラメータファイルのパスをボックスへ入力 
する。この後、各ウィザードにてファイルか6□—ドされたパラメータを殖認する 
場合は[次へ]を、お認しないでそのままインストールする場合は[スキップする]をク 
リ 、ソク する。 


^ パラメータファイルのパスおよびファイルをじ日本語は使用しないでくださ 

をエック] い。 


[次へ]をクリ、ソク^手順8へ 
[スキ、ソプする]をクリ、ソク^手順17へ 
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8. インス!ルする 0 S を選択ずる。 

[Windows(64bit エディション)をインス!ルする]を選択して、[次へ]をクリック 
してください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


ブ 1パ IBOS の通 W IRAID® 

Step "-ュ-‘卜-*^, [|」|*|。， I* 

インストー1レする柄理折 U てリ3し' • 

f 上記 1U 巧の 05S インストールする J を面 f? すると. ？_A の宙房のみ実了 U* す。 


夕 石古<1〇*.»(3〜エデ 4. ン a ン巧インスト—ルする 
「町 aJoMsIMhl エデづ-ン a ン巧インストールする 
广 L 田インストールす田サービス怯/卜用 


广上な U ホめ的をイ心ストー心する 


つか 


')TCH> へ 


9. RAID の設定をする。 

[RAID の設を]画面が表示されます。設定内容を確認し、か要な6修正を行ってか6 
[次へ]をクリックしてください。 



論理ドライブの作成には同型をの物理ディスクしか使用できません。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step,, 王,, .J 站’ 鐵 ■♦ I なち.. ♦ 
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10. メディアとバーティションの設定をずる。 

[メディアとパーティションの設を]画面が表示されます。 

「Windows ファミリ/エディション」で、インストールするエディション、およびイ 
ンストールの種類(フルインストール/56^6「(：0「6インストール)を還択後> 設定内容 
を痛認し，必要なら修正を行ってから[次へ]をクリ、ソクしてください。 


NEC 



EXPRE な BUILDER 

Step ，•— 

' ，巧,一 5 
げロイ， 

jjOSfflM! 1 ピ^^ 

1 鑑 

伞1 なち ,* 

イン 3 卜ール 1 ■るゾ子ィ 7 ヒインス !•ー ルモめシス f ム 
— a 巧巧田な S—viuPwk について tt . r ユ—ヴ -3 田' 

ret 再の, t- テ •<{■■3 ン SS 田する •! を1旧した虫®, f 

5 イブを坦壬して < だ 
か J5SM してけか. 

ス 7 の 1« 目（モ計）のパ-ティシ 3 ンへ〇巧インスト-ル LJ す. 


|； W •■ルイの III 
V…づ。"フ 1* ミリ。ティ 


f-iH- ドレイ7ウト 


windo*«3 Sewi 

向本巧て] 


» R; StinOvO フルィン-<|-ル‘ ィ 


. 卜 WT -09 扣.大扳 TL 岛.束京 


.Wifd,— Iシス rif ライブの BI — 


' H 再のパー7イシ S ンち*田* "5 (»1パーテけ a ンの*口I巧 JUS す） 


• サイブ SIK5 •る 


3*001M» 

MB- 152,096MB) 


._)* へ 



• ； ティションサイズについて 

- OS をインストールずるパーティションは、必要最小限 ly 上のサイ 
ズを指定してください。（已7ページ参照） 

- 接続されている八ードディスク ly 上の容量は指定しないでくださ 
い。 

- RAID 構成で2,0日7，144 MB 1 U 上の論理ドライブは作成できませ 
ん。 

• [ Windows システムドライブの設定 J で「新規に作成ずる」を選択し 
たとき、ディスクの巧容はずべてクリアされまずのでご ミ 主意ください。 

• 「 Windows システムドライブの設定 J で「既存のパーティションを使 
用ずる J を選択ずると、ブートパーティション(存在ずる場合)、 
Windows パーティションの情報はフォー マツ トされ、ずべてなくなり 
まず。それむ巧•のパーティションの情報は保持されまず。 

下図は、情報が削隐されるパーティションを示していまず。 


ブートパーテイシヨン 

Windows ^ (—テイシヨン 

ユーザデータパーテイシヨン 

削除 

削除 

保持 


• ダイナ S ックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 
既巧のパーティションを残したまま再インストールずることはできませ 
ん （28 ページ参照)。 「 Windows システムドライブの設定」で「既存 
のパーティションを使用ずる」を選択しないでください。 






























導ん漏 37 


11. 基本情報の設定をする。 

[基本情報の設赶画面が表示されるので、ユーザ情報を人力して[次へ]をクリ、ソクし 
てください。 


W け - EXPRESSBUILDER 

'ヴ -...<-9 1 0 S の ■*? IRAID ® レ f けと Hi な AW 

な ep g, こ"。"トド.， J J。，’. い,-誤ご,. II 巧ち |吟 

ユーけ一《«など OStK 王51力して<だ &■. 

コン y ュー汪 S 由， 15* 车《下で舌互して <だみバ 《®a ンピ; L-9*. ド •)< イン/ウーウ9ルーフ S との童 aw 不可） • 

(IB**/ ♦け《は. 5は车《下田*では MS 车Iで BK して!:だ 811. 

A わ inim« ■パスワ-ド tt は壬 K 上洋 S が上で-*去巧;*: *3 ホ小 S 去が«のレ3•れか3つ tl 上モ4の巧壬してくだれ’ • 



Windows Server 2008 R 2 の場合、コンピユータ名および、巧の条件を満 
たず Administrator パスワードの入力は必須でず。 

- 目文字 W 上(半角） 

- 数字/英大で字/英小で字/記号のいずれか3つむ上を含む 



• パラメータフアイルを使用してセットアップを行った場合や、 Step7i^ ソ 
降の画面から Step 目に画面を戻した場合、 「Administrator パスワード」お 
よび 「Administrator パスワードの確認」に値を設をしていない場合でも 
「♦••♦•」が表示されます。 

• 使用者をは 「Administrator」 固をです。 
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12. ネットワークプ □ トコルの設定をする。 

[ネットワークプ□トコルの設を]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要な 
6修正を行ってか6[次へ]をクリックしてください。 

カスタム設をでの登録順は、 LAN ポートのを号と一致しない場合があります。 

1 (^ 


✓ オプションのネットワークボードを巧攝した場合、カスタム設をの一覧じは標 
医ち巧！ 準装備のネットワークボードのみが表示されます。オプションのネットワーク 
ボードは表示されません。 

このとき、カスタム設をで指をした内容がオプションのネットワークボードに 
設をされる場合があります。シームレスセツトアップ完了後.再をネットワー 
ク設をを巧ってください。 



13. 参加ドメイン-ワークグループを指定する。 

[参力□ドメイン-ワークグループの指定]画面が表示されます。 

設定内容を確認し、か要な6修正を行ってか6[次へ]をクリ、ソクしてください。 


EXPRESSBUILDER 

•い卜。 in •出"わ1 ■= ンポー 17 ブ|巧一 "，、•か一* ■••イン 

Step II品叩’ P&ji* I ぉて" ♦ I 鮮〇 "♦ 1|。11 * お 昭 

t ゴお I 飄だ端 さ 心ち。:货だ フス 試 1 ■嫌端记 。け;むがして職,. 
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14. コンポーネントの設定をずる。 

[コンポーネントの設を]画面が表示されます。設定内容をお認し、あ、要な6修正を 
行ってか6[次へ]をクリツクしてください。 

[フルインス I ルの場合] 

wEl EXPRESSBUILDER 

Step .. I 心。,，おなだ..； I llfn f i» 1 巧 [ I ♦卜^ ♦ I をが 

■ n 化 T5w,,d,—1 の Milk ウー"のしけ S 31、 

广,-パ。没，- 



[Server Core インストールの場合] 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


I ■車： w -ク «■■ドり, n^： •ンザ—I 117でけ-■，巧/-? ■••イン 

step Ij™ " 1 瑞ぞ ’’ ， 11 暖で。 ]*1| 巧じ |*| 。件*|るが 


•ウー"のさ a- 



3 a へ 


JTM へ ） ，フ *■ ルト 〜 nr 


15. アプ U ケーシヨンの設定をする。 

[アプリケーションの設定]画面が表示されまず。設定内容を磕認し、必要なアプリ 
ケーションを選択して〔次へ]をクリ、ソクしてください。 

[フルインス I ルの場ち] 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


| 1 わ K 7 -) ■コンザー 117 プリト ■ ，巧 /- > ■■•イン 

Step . .1 基"。 1 .おぶぞ1おろ.. II 露 可* |叩"*| をが 


.の IIZ かお S で r. 


インス h- ルするアブ IJ クーシ3ン在 iW して < だ31、 

•ESM け0巧の,,*.—•，のインスト-ルに日:' * ■ホットり -5ia フロト3ル iSNUP. の BI 
•15 スフし方！店サーピス田.£5り？1!本、~«"<>5,。巧ィンかールする«宙の»3巧でき？？. 

-RP 阳 auiiMiii こな 'K い？<スウドうイ■巧 S 田 f る asa. け SS 舌 n«s 田 aiu.Di かの這 gjsil 田し TX だ31、 
•lil 也でフリヴーシ S ンのインストー化 J じつい TB, r ユーけ一；!けホ JSSI0 しで<だみ、 


這记巧が 《 t 7; か 7 -シ a ン 

iS !3 nJi で 力; プ-シ S ン 


ス谷 giSIBtS 田 floam 。 の曲用 

ミ SkfiROiSerwAoerJ 
エクスブレス ilM サービス 


删。1 

r クスブレス iilftr- ヒス (KTTPS) 

NE な、 も W5 がせ 



Microsoft Vtsu « C » 2005 S 内 R 巧巧 STIEl i ッヴージけ 86) 


« 圳玲 i 


■6 ! )« へ ）TW へ 

) 巧♦ルト •'•■f 
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[Server Core インストールの場を] 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


ii わけ-) 'l3 ンボ- ■，巧 ィ ー* ■■•イン 

Step .. ||ぉ"。 I I なぞ！お….‘ . II 接。 1卡|。巧* I 忌が 


インス(•■化？るでフ IJ ヴーシ9ンしで■:だ 

•KU 川0巧 ■■virAjwrfD インストー化に B- 宙 e ホントロ-；フ□トコル田 NMP の酉定か占 S です • 

■15 スブレス； 1HV- ピス B' ESMM0/s<<v,,*«nA インス h- ル rsti 占の》■巧で 

•t 打 ■MSSBIMOM じさ Jti 打ぶいディスウドラふ巧*巧 J •る a さ!*. f*S:lSBgBRow-o,ik®iegJSaBLTXft&、 
•ni 扣アフリブ-シ S ンのインス h-iui こついて tt, r ユーヴ-ス S か jsspa して<だ 


巧 usass 用 oEiMNw め a 用 

追な!アプリケーシ a ンのインストール 

iSMPROiServsrAgcrt 

： ! ：クスブレ : U1 断一む 


Jriversel MC LtBy 

Mcrcaon Visual C** 2005 SP1 两 j 拓巧の — スが） 

"•做 1 



〇 -つか 


V■〜 《n S 1卜か46り 014j 



• 「追加アプリケーションのインストール」について 

「追加アプリケーションのインストール」とは、シームレスセットアップ 
の最後にあらかじめ指をされた任意のアプリケーションを自動でインス 
卜ールする機能です。 

詳細については、「 http :// www . nec . co . jp / expicnic 」の [ FAQ ] -シリーズ 
を選択-が応するバージョンの撞到を選が-[追加アプリケーション 
のインストール]を参照してください。 

• 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」について 

- インストールメディアの設をにおいて、■1^^下のエディションを選 
巧した場合にのみ、表示されます。 

— Windows Server 2008 R 2 Standard (フルインストール）（日本語） 
— Windows Server 2008 Standard (フルインストール）（日本語） 
— Windows Server 2003 R 2 Standard Edition (日本語） 

— Windows Server 2003 Standard Edition (日本語） 

これ切外のファミリやエディションでは、インストールされませ 
ん。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールしない場 
合、[選択されたアプリケーション]の 「 NEC からのお知らせ」を選 
巧し [<< 削除]をクリックし、[追加可能なアプリケーション]に移動 
していることを確認してください。シームレスセットアップ後、 
情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールする場合 
は「システムのアップデート」でインストールしてください。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」についての詳細は、本書 
「情報提 f 共ツール 「 NEC からのお知らせ」 （326 ぺージ)」をご覧く 
ださし、。 
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16. バラ メータをセーブ する。 

[パラメータのセーブ]画面が表示されます。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 


f| わトウ ■) fl* 血ル ，113ンザ- 

1お"? I,帖 r. 1ぉ。.| 


が。 


"♦臟 


<巧バ ー5 S « -フする*を田.バラ<-巧7•イルの《百モとな5乂 f ィ 7 S 它か•して . f バラ X- 巧 C — ブする jsatfi し. 
7 r イル S 巧うイフレ S- からフルバスで入巧して':だか • 

バう乂一5フ7イルを它ープレ S い*を!*. r, 巧 y-5S 它ーブ U« い •! ち！！がしてぐださい. 


—RAW ライ 7. WWw 


イ，扫 J びシステム F ライフにフ7■イル59なすること tt でき SC ん. 


巧パ5バ ー5St -ブレ田い 


' バラ •>(— 55它—フする fi：. _ 




©次 




[バラメータフアイルを保をしない場合] 

r パラメータをセーブしない」を還択して、[次へ]をクリックする。 


[バラメータフアイルを保をする場合] 

r パラメータをセーブする」を逞択し、フォーマツト済みフ □、ソ ピーディスクをセツ 
卜した後、パラメータフアイルのパスをボックスへ入力し、[次へ]をクリックする。 


フロッピーディスクドライブげ本体に接続されていない場合，こちらを還択し 
てください。 


^ パラメータファイルのパスおよびファイルをに日本語は使用しないでくださ 
f エック] い。 




ここで作成した"ラメータファイルは、再インストールのときに使用すること 
ができます。また、パラメータフアイルは 「 ExpressPicnic ®」 からも作成する 
ことができます。 


17. 自動インス I ルの開始画面で[実行する]をク U ックする。 


NEC 


Step 


EXPRESSBUILDER 

||わトウ-) 【1参 a い/, ’la ン17プリサー P, 巧イー» •動イン 

1ぉ", I, 1占雌’. J ぉ卜 ,1 [が。. II 。パ‘, I P 置 ‘ 
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18. 追加ずるアプ U ケーションをインス I ルする。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追力□でインストールす 
る場合は，メッセージが表示されますので、追力□するアプリケーションのリムーバ 
ブルメディアをセツトし、じ(降は画面のメッセージに従って操作してください。 



19. メッセージに従って 「 EXPRESS 日 UILDER 」 DVD を光ディスクドライブか5取 
D 出す。 

フ□、ソピーディスクがドライブにセットされている場合は， DVD と一結に取り化し 
ておいて < ださい。 

20. メッセージに従って Windows Server 2008 R 2 DVD - ROM を光ディスクドライ 
ブにセツトする。 


日 


[过 


〇 バックアップ055=ィスウをドライブにセットしてくだみ 

【キャンセル1を法巧するとインストールを中止します， 


OK _I キトンむル」 



Windows Server 2008 R 2 と指をしたアプリケーシヨンは 自 動的にインストー 
ルされ、 数回再起動されます。 
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21. [マイク□ソフトソフトウェアライセンス条項]が表示された5、「ライセンス条項 
に同意します」にチェックをつけ、[次へ]をク U ックする。（フルインス!ルの 
み） 



22. ムソ下のメッセージが表おされた5、 <Ctrl>+<Alt>+<Del> キーを巧す。 


□ヴォンずるには Ctrl + Alt + Del を巧してください。 
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23. 画面の指示に従って□グオンする。 

[フルインスI-―ルの場合] 

じ(下の画面が表示された6、「パスワード」じ設定したパスワードを入力し 「0」 を 
クリ 、ソク する。 



|；Server Core インストールの場合] 

じ(下の画面が表示された6、「パスワード」じ設定したパスワードを入力し 「©」 を 
クリ 、ソク する。 



24. [セットアップ完了]画面で [0K] をク U ックする。 

25. 4已ページを参照し、デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップを行ラ。 

2巨.オプションのデバイスでドライバをインス!ルしていないものがある場合は、才 
プシヨンに添付の説明書を参照してドライバをインスIルする。 


27. 111 ぺージの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップを行ラ。 
28. 130 ぺージを参照してシステム情報のバックアップをとる。 
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デバイスドライバ（本体標準装備）①セットアップ 

オプションのデバイスドライバのインストールやセツトアップについては、オプションに添付 
の説 B 月書を参照して< ださい。 


LAN ドライバと PROSet のインスIル 

標準装備のネットワークアダプタの LAN ドライバと PROSet のインストールについては 
W 下の适 U です。 

<カスタムインス!ルモデルのセットアップ> 

購入時にインストール済みです。 

<シームレスセットアップ> 

シームレスセツトアップ中にインストールされます。 


^ • ドライバおよび PROSet じ閱ずる操作は，あず本体装置じち続された〕 

区ち巧 ンソールか6管巧を権限 （ Administrator 等）で□グオンして実施してく 

ださい。 

0 S のリモートデスクトップ機能またはその他の遠隔操作ツールを使用 
しての作業はサ ポー トしておりません。 

• IP アドレスを設定ずる際、[インターネットプ □ トコル ( TCP / IP )] の 

チェックボックスが外れている場合、チェックをがけてから IP アドレス 
の設ををしてください。 


LAN ドライバのセットアップ 

• U ンク速度の設定 

ネットワークアダプタの転ちま度とデュプレックスモードを接続先スイッチング八ブの 
設定値と同じ設定にするあ要があります。じ(下の手順を参照し、転ちま度とデュプレッ 
ク スモー ドを設定してください。 

1. [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、設定するネットワークアダプタをダブルク U ッ 
クずる。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [1」ンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]をスイッチング八プの設 
定値と同じ値に設定ずる。 

4. ネットワークアダプタのプ□バティのダイア□グボックスの [0K] をクリックする。 
已.システムを再起動する。 


と J 上で完了です。 
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• WOL の設定 

t (下の手順を参照し、ネットワークアダプタの設定を行ってください。 

1 . [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、下記のアダプタをダブルクリックする。 

[Intel(R) 82576 Gigabit Dual Port Network Connection] 

[Intel(R) 82576 Gigabit Dual Port Network Connection #2] 

3. [電力の管理]タブを選択し 、 [Wake On LAN ] 内の設定項目を下記の表の設定に変 
要する。 


設定項目 

WOL を使用ずる場合 

邮 OL を使用しない場合 

— "Wake On Magic Packet" 

ON 

OFF 

— " 電源オフが態からの Wake On Magic 

Packet" 

ON 

OFF 

- "Wake on Link" 

OFF 

OFF 

— "Wake on Pattern Match " 

OFF 

OFF 


• [節電のオプション]内の設をを変更する'必要はありません。 
• 上記の設をは手動で設をし直さない限り、イ呆持されます。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティの[日 K ] をクリックする。 

日.ずべてのウィンドウを閉じて、システムの再起動を行ラ。 


チー■ムのセットアップ 

チームを作成、削除する場合は下記の手順を参照して行って<ださい。 


くチームのセットアップ手順> 

1. チームを構成させるネットワークアダプタとスイッチング八ブを LAN ケーブルで 
接続する。 

2. [デバイスマネージャ ] を起動する。 

3. [ネットワークアダプタ]を展開し [ Intel ( R ) 〜]をダブルクリックする。 

4. [チーム化]のタグを選択し、[その他のアダプタとチーム化する]にチェックを入れ、 
時斤規チーム]をクリックする。 

曰.チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

6. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックずる。 


チームの機能、標華装備のネットワークアダプタと LAN ボードとのチームの組 
み合わせ、その他ミち意事頂については下記 URL の[増設 LAN ポード関連]をク 
リックして表示されるテクニカルガイドに記載していまずので、必ず確認して 
ぐださい。 

http :// support . express . nec . co . jp / pcserver / category / spec.html 
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7. チームタイプの還択で、設定ずるチームタイプ選択して[巧へ]をクリックする。 





対応しているチームタイプはむ下のとおりでず。 

- アダプタフオルトトレランス 

- アダプティブ□ー ドバランシング 

- 静的リンクアグリゲーシヨン 

- スイッチフオルトトレランス 


8. [完了]をクリックする。 

チームのプ□パティが表示されます。 




9. チームのプ□パティで「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックする。 

10. チーム内のアダプタに対しプライマ1」/セカンダリ設定を巧う場合、 lil 下の操作を 
行ラ。 

— プライマリ設定 

プライマリに設定するアダプタを選択し、「プライマリの設定」をクリックずる。 
ーセカンダリ設定 

セカンダリIこ設定するアダプタを選択し、「セカンダリの設定」をクリックずる。 
プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、 [0K] をクリックして画面を閉じてください。 

プライマリ/セカンダリ設をはじ^下の手順で確認できます。 

1) チームのアダプタのプロパティ内にある[設定]タブを表示する。 

2) [チーム内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを確認する。 

11. [設定]タブ中の[スイッチのテスト]をクリックする。 

[スイ、ソチのテスト]画面が表示されます。 

12. [テストの実行]をクリックして実行する。 

実行した結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 



標準装備のネットワークアダプタと LAN ボードでチームを作成ずる場合、下記 
のメッセージが表示されまずが、 [ OK ] をクリックして引き続きチームのセッ 
トアップを行ってください。 

"チーム巧の1つ L ソ上のアダプターが真の ND 旧6.20受信側スケーリングをヴ 
ポートしません。チームの受信側スケーリングが無効になりまず。受信側ス 
ケーリングを無効にずると、チームのパフオーマンスに悪影響を与えます。" 


^ [テス トの実行]を巧う前に、[設を]タブじてアダプタのステータスが"有効"また 
反エック I は"スタンバイ"であることを磕認してからテストを実巧してくだきい。 

実行した結果、および問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了でず。 
エラーが表示された場合、メッセージを参照し接続しているスイッチング八ブ 
の設定を変更してください。 


13. システムを再起動する。 

W 上で完了です。 
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< チームの削除手順 > 

1. [デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開しチームのアダプタをダブルク U ックする。 

3. [設定]タブを選択して[チームの削除]をク U ックする。 

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので[はい]をク U ックずる。 

已.デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを 
確認する。 

6. システムを再起動ずる。 

W 上で完了です。 




• アダプティプ□-ドバランシング ( ALB ) を使巧ずる場合は、スイッチン 
グ A プ ( L 2) にのみ接続できまず。 

• マザーボードまたはオプシヨンのネットワークカードを交換ずる場合 
は、必ず<チームの削除手順>にしたびってチームを削除し、交換をに 
チームを再作成してください。 


LAN ボード( N 81 04- 121/12已 A / 1 26) を使用する場合 

LAN ボード (N 8104 -121/125A/126) を使巧する場合、 0S のプラグアンドプレイ機能が動作 
し、ドライバが自動でインストールされます。 


グラフ ィッ クスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフ ィ、ソ クスアクセラレータドライバは、 EXPRESS 己 UILDER か 6 「システムの 
アップデート」を実行するとインストールされます。 

カスタムインストールモデル、もしくはシームレスセットアップを実施した場合は自動的じイ 
ンストールされています。 



ドライバを個別に再インストールしたいときは fEXPRESSBUILDERj DVD に 
格納されている 「 Windows Server 20朋 R 2 インストレーシヨンサプリメントガ 
イド」を参照してください。 


SCSI 〕ント□-ラ( N 81 03-7 已/1 07) を使用する場合 

SCSI コント□-ラ (N8103-75/107) を使用する場合， 0S のプラグアンドプレイ機能が動作 
し，ドライバが自動でインストールされます。特に作業はあ要ありません。 


SAS 〕 ント□-ラ( N 81 03-104 A ) を使用する場合 

SAS コント□—ラ (N 8103 -104A) を使用する場合、 OS のプラグアンドプレイ機能が動作し、 
ドライバが自動でインストールされます。特に作業は'必要ありません。 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害か6より早く、お実に復旧できるようセットアップをしてください。 
詳細な手順じついては111ページをご覧ください。 


Hyper-V 2.0のヴポートについて 

Hyper-V 2.0 のサポートに関する詳細情報は下記を参照してください。 

http://support.express.nec.co.Jp/os/w2O08r2/hyper-v-v2.html 


BitLocker をご利用になる場合 

BitLocker の暗号化について、 Microsoft 社から修正プ□グラムが公開されていまず。ご利用 
になる場合は、あず Microsoft 社の情報をご殖認ください。なお、殖認事項が記載されてい 
るので、そちらも必ずお読みください。 

詳細は http :// support . microsoft . com / kb /975496 /ja をご参照ください。 


管理ユーティリティのインス I ル 

添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD には、本装置監視用の 「 ESMPRO / ServerAg 飢 t 」 および 
システム管理用の 「 ESMPRO / ServerManager 」 などが収録されていまず。 ESMPR 0/ 
ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 
[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□-ルパネルにインストールしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを磕認してください。シームレスセットアップの設定でインストー 
ルしなかった場合は、 3 章 「ソフトウェア編」を参照して個別にインストールしてください。 


システムのアップデート 

システムのアップデートを実施する場合は 、 rEXPRESSBUILDERJ DVD に格納されている才 
ンラインドキュメント 「Windows Server 2008 R 2 インストレーシヨンサプリメントガイド」 
の「マニュアルセ、ソトアップ」を参照してください。 
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Windows Server 2008のセット 



八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2008节システムのセット 
アップをします。 


カスタムインス I ルモデルのセツトアツ 


「BTO (工場組み込み化荷)」で「カスタムインストール」を指定して購入された本体の八ード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティシヨンの設定から、オペレーティ 
ングシステム、本装置が提供するソフトウエアがすべてインストールされています。 


• カスタムインストールモデルは、 Scalable Networkin 居 Pack 
( SNP ) 機能が「無効 J に設定されていまず。 

SNP 機能については、システム性能に影響をちえる場合があるため、必 
ず下記ヴイトの SNP の詳細についてのま意事項等を確かめた上で設定し 
てぐださい。 

http :// support . express . nec . coJp / care / techinfo / snp.htnnl 

• KB 日白7吕24が適巧されていない場合、上記 URL か 5 SNP 機能の公開 
情報を参照し、 [■ EXPRESSBUILDER の「システムのアップデート」 
を適用ずる前に]をご確認ください。 

K 己日白7224に対するミ主意事項の記載がありまず。 


^ ここで説明ずる手順は，「カスタムインス!'ール」を指定して購入された製品 
臣三；巧 でネ刀めて電源を ON じずるときのセットアップのちまじついて説 B 月していま 
ず。再セットアップをずる場合サ，その他の出荷状態のセットアップをずる場 
合は，「シームレスセットアップ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点についてお認してください。 

本体の八ードウェア構成（八ードディスクドライブのパーティションサイズも含む）やハード 
ディスクドライブじインストールされているソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
才ーダー旧 TO (工場組み込み化荷)）によって異なります。 

下國は、八ードディスクドライブのパーティション構成について図解しています。 



八ードディスクドライブ 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 

しば6くすると、 [Windows セットアップウィザード]画面が表示されます。 
t (降、画面の指示に従ってあ要な設定や表示内容をよ<殖認し、[次へ]をクリック 
してセットアップを進めてください。 

一[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を殖認して 
ください。 

システムが起動しまず。 

(1)[ Windows のセットアップ]画面が表示されたら、[次へ]をクリックずる。 



に） Windows Server 2008セットアップ完了後、□グオンずる前に W 下の画面が 
表示されパスワードの変更が要求されたら、 [OK] をクリックする。 


fX ) ユーグーは g 巧に□クマンすを巧に / a フードを至 E レなけ fuf な0まだん. 

[ OK ド丰 P ンレ 

が Windows Server 2008 

Standard 


回ごご 
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(3) パスワードを変更し [$ ミ] をクリックする。 




Windows Server 2008ではパスワードが下記の条件を満たさない場合、設定:す 
ることができません。 

- 6文字上(半角） 

- 数字/英大文字/英小文宇/記号のぃずれか3っ]^(上を含む 


(4) 以下のメッセージが表示されたら、 [ OK ] をクリックする。 



(日）□グイン後「初期構成タスク」画面が表示され、ユーザー情報を設ちずる。 



2. 「デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ （74 ページ)」を参照して、 
ネットワークドライバの詳細設定をずる。 

3. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないちのがある場含は、ド 
ライパをインストールずる。 

4. 「障害処理のためのセットアップ （1 11ページ)」を参照して障害処理のための 
セットアップをする。 
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已.出荷時にインス I ル済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インス I '■ール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指をしたものがインス I ル 
されていまず。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/Server Agent 

- エクスプレス通報サービス* 

- エクスプレス通報サービス （ HTTPS ) * 

— Universal RAID Utility 

- 情報提供ツール 「 NEC か6のお巧6せ」 

- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1再頒布可能パ、ソケージ ( x 86) ( CPU アーキ 
テクチャに関わ6ず、 （ x 86) を使巧します） 

上記のソフトウェアで「*」印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設定または磕認をしなければな6ないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使届環境に合った状態に 
設定してく ださい。 

6. 130ぺージを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

じ(上でカスタムインス I '■ールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。 

再セットアップをする隐は，「シームレスセットアップ」を使用ずるか添付の 
rEXPRESSBUlLDERJ DVD に格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 
2008インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、 r マニュアルセットアップ」を巧っ 
てください。 
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EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」機能を使ってセットアップします。 

本機能は、本体に接続された RAID コント□—ラを自動認識して RAID システムを構築しますの 
で、 あらかじめ,「八ードウエアのセットアップ」に〇ぺージ）の設定を完了させておいてく 
ださい。 


EXPRESSBUILDER 


Step 取这 - li* 

>二 i-SillR して. I な。 JiM ! ンな,しで （ ca ,. 

• RaiDflg で： rSS イソストールする a さは.のーム I •ス t ’? 卜7ン 7 SH 行する1 5 SII してけミ孔、 
•巧*5巧了1•る占さ田. rwHUBUI の!巧 B 了する JSilW し 7 XS 占'. 



シ—ム L ス ir ’； f ■アン 7 ai けする 


广 V , indo«sffl OEM .〕 if 巧巧过する 
r 1。—田ド5><バ；ィ3ご5«立す4 

广か ID の]ンフイ;71•—シ3ン B 苗5¢-フ，口-ドする 



WPRK 巧 UlLDf 肉巧了する 


"~〇 • シームレスセットアップを使用してインス!ルされたシステムは、 

Scalable Networking Pack ( SNP ) 機能が「無効 J に設定をれていま 
ず。 

SNP 機能については、システム性能に影響を与える場合があるため、 
必ず下記サイトの SNP の詳細についてのミち意事項等を確かめた上で設 
定してください。 

http :// support . express . nec . co . jp / care / techinfo / snp.html 

• K 日日目7224が適巧されていない場合、上記 URL か 5 SNP 機能の公開 
情報を参照し、 [■ EXPRESSBUILDER ® 「システムのアップデート」 
を適用ずる前に]をご確認ください。 

K 己日目7224に対するミ主意事項の記載がありまず。 

• シームレスセットアップでは、設定によっては八ードディスクの内容を 
削除しまず。入力ずるパラメータにごま意ください。特に、 W 下の設定 
時にはま意び必要でず。 

- Step 4 「 RAID の設定 J 
- Step 己「メディアと/ティシヨンの設定 J 

必要に応じユーザーデータのバックアップを取ることを推奨しまず。 


シームレスセットアップを使用しないインストール方まなど、特殊なセット 
医て巧！ アップじついては，131ページの「応用セットアップ」で説 S 月していまず。 
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• シーム レスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータファイルを 
使用したり、セットアップ中に設をしたパラメータをパラメータファイル 
としてフロッピーディスク(別途 1.44MB フォーマット済み空きフロッピー 
ディスクをお客様でご用意ください）にイ呆存することができます。フロッ 
ピーディスクをご使用の場合は、別途 USB フロッピーディスクドライブを 
ご用意ください。 

• パラメータフ ァイルは、 EXPRESSBUILDER にある 「ExpressPicnic@」 を 
使って事前に作成しておくことができます。 

• ExpressPicnic を使ったパラメータフアイルの作成ち法については、306 
ぺージを参照してください。 


セットアップ前の確認事項について 

シームレスセツトアップを始める前に、ここで説明する注意事項について確認しておいてくだ 
さい。 


Windows フアミリについて 


Windows Server 2008ファミリのうち、シームレスセットアップでインストール巧能なエ 
ディションは次のとおりです。サービスパックについては 「 EXPRESS 目 UILDER がサポートし 
ているサービスパック （18 ページ)」を参照してください。 


Windows Server ® 2008 Standard 64 bit ( x 目 4) Edition 日本語版 


Windows Server ® 2008 Enterprise 64 bit ( x 64) Edition 日本語版 

Windows Server ® 2008 Standard 32 bit ( x 86) Edition 日本語版 

Windows Server ® 2008 Enterprise 32 bit ( x 86) Edition 日本語版 

Windows Server ® 2008 Standard without Hyper-V 64 bit ( x 目 4) Edition 日本語版 

Windows Server ® 2008 Enterprise without Hyper-V 64 bit ( x 64) Edition 日本語版 

Windows Server ® 2008 Standard without Hyper-V 32 bit ( x 86) Edition 日本語版 

Windows Server ® 2008 Enterprise without Hyper-V 32 bit ( x 86) Edition 日本語版 


降 「Windows Server 2008」と呼びまず。 

その他の OS をインス I -ールするときは、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお問 
し''合わせくたさし''。 


BIOS の設定について 

Windows Server 2008をインストールする前に八ードウエアの BIOS 設定などを確認してく 
ださい。23日ページを参照して設定してください。 
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を意すべき八ードウェア構成について 

Windows Server 2008をシームレスセットアップでインストールするとき、次のような八一 
ドウェア構成においては特殊な手順があ要となります。 

• オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ) をな用ずる場合、 2 TB 
W 上の八ードディスクドライブでの RADIO はサポートしていません。 2 TBW 上の八一 
ドディスクドライブを使用し、シームレスセットアップでオンボードの RAID コント 
□ーラの RADIO を構築しようとした場合、と rF の画面が表示され、シームレスセット 
アップは終了します。 



• ミラー化されているボリユームへのちインス I -- ルについて 

ダイナミックディスクに変換した八ードディスクドライブに再インストールずる際、シ 
ンプルダイナミックボリュームじのみインストールできます。 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合 
は、インス!ルの実行前にミラー化を無巧にして、ベーシックディスクに戻し、イン 
ス I ル完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成や解除，および削除は[コンピュータの管理]の[ディスクの 
管理]か6行えます。 

• MO 装置の接続について 

Windows Server 2008をインストールするときに MO 装置を接続したまま作業を行う 
と、インストールに失敗することがあります。 MO 装置を外してインストールを最ネ刀か6 
やり直してください。 

• DAT や LTO 等のメディアについて 

シームレスセットアップでは、 DAT や LTO 等のインストールに不要なメディアはセット 
しないでください。 

• RDX 等の周辺機器について 

セットアップを開始ずる前に、お使いの八ードウエア構成によっては周辺機器をかした 
り休止状態に設定を変更するを要がある場合があります。 

それぞれの周辺機器のマニュアルを参照し、周辺機器を適切な状態にした後セットアッ 
プしてください。 

• ダイナ 5 ックディスクへアップグレードした/ドディスクドライブへの再インス I 
ルについて 


ダイナミックディスクへアップグレードした場合、既存のノ\°-ティシヨンを残したまま 
での再インストールはできません。 

この場合 、 rEXPRESSBUILDERJ DVD に格納されている 「Windows Server 2008イン 
ストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してマニュアルセットアップを行ってくだ 
さい。 
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• 複数台の A - ドディスクドライブ（論理ドライブ）の接続について 

Windows システムをインス I '―ルしようとずる八ードディスクドライブのほかに別の 
八ードディスクドライブを接続する場合は> Windows をインストールした後に接続して 
ください。また，論理ドライブが複数有在するシステムへの再セットアップについては、 
論理ドライブが複数を在ずる場合の巧セ、ソトアツプ手順 （ 134ページ）を参照して < だ 
さし、。 


システムパーティシヨンのサイズについて 

システムをインストールずるパーティションのサイズは、次の計算式から求めることができま 
ず。 


く Windows Server 2008 色 4 -bit (x 色 4) Edition の場合> 

インストールに必要なサイズ十ページングファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 


【フルインストールの場合】 


インストールに必要なサイズ 


ページングファイルサイズ（推奨) 
ダンプファイルサイズ 
アプリケーションサイズ 

Server Core インストールの場合】 

インストールに必要なサイズ 


ページングファイルサイズ（推奨) 
ダンプファイルサイズ 
アプリケーションサイズ 


=11,600 MB (Windows Server 2008) 

=12,300 MB (Windows Server 2008 with 
Service Pack 2) 

=16,720 MB (Windows Server 2008十 
Service Pack 2 DVD - ROM ) 

= 搭載^モリサイズ X 1.5 
= 搭載メモリサイズ十 300 MB 
=任意 


= 4,100 MB (Windows Server 2008) 

= 12,300 MB (Windows Server 2008 with 
Service Pack 2) 

= 9,300 MB (Windows Server 200 8 十 
Service Pack 2 DVD - ROM ) 

= 搭載^モリサイズ X 1.5 
= 搭載^モリサイズ十 300 MB 
=任意 



• 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズでず。ブートボリュームには、ダンプファイルを巧 
納ずるのに十分な大ささの初期サイズを持つページングファイルが必要 
でず。また、ページングファイルび不足ずると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分 
なページングファイルヴイズを設定してください。 

• 搭載メモリサイズやデバッグ情報の書き込み（メモリダンプ種別）に関 
係なく、ダンプファイルサイズの最大は「搭載メモリサイズ+ 

300 MB 」 でず0 

• その他アプリケーションなどをインス I -ールずる場合は、別途そのアプ 
リケーションび必要とずるディスク容量を追加してください。 
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例えば、搭載メモリサイズが 1 GB (1,024 MB ) でフルインストールを選択した場合、パーティ 
シヨンサイズは、前述の計算方法から 

11,600 M 目十 (1,024 MB X 1.5) +1,024 M 巨十300 M 目十アプリケーシヨンサイズ 
=14,460 M 目十アプリケーションサイズ 

となります。 


システムをインストールするパーティションサイズが「インストールに必、要なサイズ十ペー 
ジングファイルサイズ」よりかさい場合はパーティションサイズを大きくずるか、ディスクを 
増設してください。ダンプファイルサイズを確保できない場合は、次のようじ複数のディスク 
に割り当てることで解決できます。 

1. 「インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のためのセットアップ （1 11ぺージ)」を参照して、デバッグ情報（ダ 
ンプファイルサイズ分）を別のディスクに書き迅むように設定する。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスク I こない場合は「インストールに必要な 
サイズ+ページングファイルサイズ」でインス!-ール後、新しいディスクを増設してください。 


< Windows Server 2008 32 -bit ( x 86) Edition の場合 > 

インストールに必要なサイズ十ページングファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 


【フルインス I ルの場合】 

インス!-ールに必要なサイズ 


ページングファイルサイズ（推奨) 
ダンプファイルサイズ 
アプリケーションサイズ 

に erver Core インストールの場合】 

インス!-ールに必要なサイズ 


ページングファイルサイズ（推奨) 
ダンプファイルサイズ 
アプリケーションサイズ 


= 6,300 MB (Windows Server 2008) 

= 9,300 MB (Windows Server 2008 with 
Service Pack 2) 

= 9,400 MB (Windows Server 200 8 十 
Service Pack 2 DVD - ROM ) 

= 搭載メモリサイズ X T .5 
= 搭載メモリサイズ十300 MB 
=任意 


= 2,200 MB (Windows Server 2008) 

= 9,300 MB (Windows Server 2008 with 
Service Pack 2) 

= 5,300 MB (Windows Server 200 8 十 
Service Pack 2 DVD - ROM ) 

= 搭載メモリサイズ X T .5 
= 搭載メモリサイズ十 300 MB 
=任意 
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• 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル）採取 

国立 のための巧奨サイズでず。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 

納ずるのに十分な大ささの初期サイズを持つページングファイルが必要 
でず。また、ページングファイルび不足ずると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取でさない場合があるため、システム全体で十分 
なページングファイルヴイズを設定してください。 

• システム構成によっては1 つの! てーティシヨンに40日目 MBJy 上のベー 
ジングファ イルサイズを設定できないことがありまず。 

409色 M 日よりルをい帽を入力ずる旨のメッセージが出力をれました！5、 
409已 M 日に設定して下さい。 

• 搭載メモリサイズが吕 GBiy 上の場合のダンプファイルサイズの最大は 
「204已 MB + 300 M 己 J でず。 

• その他アプリケーシヨンなどをインス!ルずる場合は、別途そのアブ 
U ケーシヨンび必要とずるディスク容量を追加してください。 


例えば、搭載メモリサイズが 1 GB (1,024 MB ) でフルインストールを違択した場合、パーティ 
シヨンサイズは、前述の計算ち法か6 


6,300 MB + (1,024 MB X 1.5) 十1,024 MB + 300 MB 十アプリケーシヨンサイズ 
= 9,160 MB 十アプリケーシヨンサイズ 
となります。 


システムをインストールするパーティションサイズが「インストールにあ要なサイズ+ぺ一 
ジングファイルサイズ」よリルさい場合はパーティションサイズを大きくずるか、ディスクを 
増設してください。ダンプファイルサイズを殖保できない場合は、次のように複数のディスク 
に割り当てることで解まできます。 

1. 「インス I ルに必要なサイズ+ぺージングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のためのセットアップ （1 11ぺージ)」を参照して、デバッグ情報（ダ 
ンプファイルサイズ分）を別のディスクに書き込むよラに設定する。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インストールにあ、要な 
サイズ十ぺージングファイルサイズ」でインス!ル後、おしいディスクを増設してくださ 
い。 


ヴービスパックの適用について 

本装置に添付されているサービスパックじ(降のサービスパックを使用する場合は、下記サイト 
より詳細情報を殖かめた上で使用してください。 

[ PC ヴーバヴポート情報] http :// support . express . nec . co . jp / pcserver / 
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セットアップの流れ 

シームレスセットアップの流れを図に示しまず。 



バラメータの□—ド （steps) 


巧へ 


0S の星巧 （steps) 


巧へ 


RAID の設ミ (Step4) 


巧へ 


Windows の詳巧設ミ （Step 己一 10) 


巧へ 

♦ 

パラメータの t —ブ （Stepl1) 


巧へ 


自動インス!ルの関担 （SteplS) 


新ずる 


」ぐ 
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セットアップの手順 

シームレスセットアップでは、ウィザードおまにより各パラメータを設定していきます。この 
とき、各パラメータを一つのファイル（パラメータフ アイ ル）としてフ □、ソ ピーディスクへ保 
有することわ巧能です。 


事前に「ま意ずべき A - ドウエア構成について（已6ベージ)」を確認してくだ 
置3 さい。 


パラメータファイルを使ってセットアップするときは，ファイル保存用として 
f エック I 1.44 M 己フォーマット済みの空きフ□、ソピーディスクが1枚を要となります。 
あ6かじめ、お客様でフ□、ソピーディスクをご用意ください。 

再インス I 'ールのときは、保をしておいたパラメータファイルを読み込ませる 
ことで，ウィザードじよるパラメータ入力を省略することができます。 

Flash FDD に保をしたパラメータを使ってのセットアップはサポートしてい 
ません。 

1. 周辺装置、本装置の順に電源を ON にずる。 

2. 本装置に接続した光ディスクドライブに 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセット 
する 0 

3. DVD をセットした6、リセットする （く Ctrl> + cAlt> + く Delete 〉 キーを巧す） 

か、電源を OFF / 日 N して本装置を再起動ずる。 

DVD から EXPRESS 目 UILDER が起動します。 

t 又下のメッセージが表示されたら、 「0 s installation * が default * が」を選択してく 
ださい（何もキー入力がない場合でも、自動的に手順4の画面へ進みます）。 
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4. 表示言語の選択画面が表おされた5、「日本語」を選択し[日 K ] をクリックする。 



xJ 


EXPRESSBUILDER でな巧する言巧を選巧して < ださい* 


Select 8 language to use for the EX 株 ESSBUILDER. 


日本語 

广 English 

广 Franks 

r Italiano 

广 Deutsch 

r Espanol 


OK i] 


日 . Windows PE のソフトウエア使用許諾画面が表示された S 、 [はい]をクリックず 
る。 


□ 


* ソフトウェア WRiTSSS の巧85こ « 亞くだみ >. 

本ソフトウェア5 ¢ 用される《さな .I はい ] を3巧して巧向 I こ同 * してください • 


■ ICR 拓 OF け WINDOIfSi} PREINSTALLATION EWIRONIilENT 巧用評誌孩をち 

ま妄 W 下の爱件をは g してあ試み下さい。 

でほ巧な託巧巧害下、本契巧丢といいます）は、わ^なと上紅こ示されたマイクロソフ!' 
なのソフトウェアお品（马下、本ソフトウェアといいます 1かをまれでいるコンビュ ー gv ス 
テムまたはソフトウ； L アスた i 下、本コンビュータといいます〉のを巧丢 orr 、 ホ:裝ち喜をい 
います）との巧で巧.なされるま的。’篇巧さです。大切に保言してくだ3い。 

ホソフトウ1アには、コンビュータソフトウユアおよひそれに巧边するな巧，扣刚物、オンラ 
インマニュアル、ち子化されたマニュアルが吿まれます。でンフトウ；!:アとともに巧おされる 
ソ2トウェ7につい I 、削這巧巧巧巧巧巧*がまれされている培さには、別送を付す n ている 
压度巧!? S わ•が適角されます。 


1 


2} 


Iれ' J いしみ 


6. [シームレスセツトアップを実行する]を選択し、枚へ]をクリックする。 


NEC 


Step 卜^- 


EXPRESS 目 UILDER 


イニュー saw して-けへ J ボ9ン5押 L てくだみ >■ 

•RAiDfliia サ〇巧インホー化？•る*百田， r シームレス它V トア;巧する jsais レて C だみ、 
•作*®! *7 する*を田， rtxPUSS 化 HLMR な! Ti •る jsa« して<だあ'. 


I - ムレスセホア-,フ 6» R ? ■る 



f レ。"*ドラ•〇げ1スウ？ f (口？•る 

「し nu；! 心 owerj パーテの 3 ンちけ巧する I し nu ■ウーピスでット B ^ 
r JAID のコンフ<ヴレーシ3ン11115它ーフ/0-ドする 
r 口 PStSSSLOLDtS びライパ6日-ドする 



)« へ 
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7. バラメータを□—ドず る。 


[パラメータの□一 円画面が表示されます。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 1越つ". [| だ打]" ♦ f 。 巧も * r "♦ 


，巧 y-ii^n-rr が •SIS,,; ライー5乃イルげ破す％巧Iィ 7¥G ットして.。巧 y- 巧口一巧る j 巧}；? u 
，ディア上のバラ y- 巧沪01/©ドライブ L/5-5 コルパスで入力してリ巧 U 
ぃ-ラグ-5«3-卜1_/かが|主。、-ラ：；^-5巧-ド|_/ょリ《*恥て<たぷ、 


C パラソ-巧□-卜 VA, 

广バラ y- 巧巧-巧*:【 


;'ご J 


H« _ ) なへ ^ろスキップ Ti 

[バラメータフアイルを使用しない場合] 

r パラメータを□ードしない」を還択して、[次へ]をクリックする。 


フ□ッピーディスクドライブが本体に接続されていない場合.こちらを逞択し 
r チェック 1 てください。 

[バラメータフアイルを使用ずる場合] 

r パラメータを□ードする」を逞択し、パラメータファイルのパスをボックスへ人力 
する。この後、をウィザードにてファイルか6□-ドされたパラメータを確認する 
場合は[次へ]を、お認しないでそのままインストールする場合は[スキップする]をク 
リ、ソクする。 


^ パラメータファイルのパスおよびファイルをに日本語は使用しないでくださ 

II エック] い。 


[次へ]をクリ、ソク^手順8へ 
[スキップする]をクリックー手順17へ 
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8. インストールずる OS を選択する。 

[ Windows (32 bit エディション)をインストールする]または [ Windows (64 bit エディ 
シヨン)をインストールずる]を選択して、[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


な ep U ィ-.:, {品が,. | s の ■っ命!! 品 脚4卡 


EXPRESSBUILDER 


—ルする口巧; SK して < だホ、 


-ル？•る jsawj ■ると •《 AI ：>« IS ! の** M してな了し Sf . 

小ノス- - -- - 


开の05%インス h - ル？•る J saw i 
W だな Rg し Win dons S«rver 2D0! 
>ったん Rw な iKw 了し wi . n 


で iv"<Jo- が化 itlf ィリ a— ノ巧 "fV ス t •■•ル 1 ■る 
广 W けゎ —yMbi 江ディシ3ン巧刀' —ルする 
广しイン刀'—ル3•る ILlm ■ぷ-ビス它ツト巧 

f * 上！ E 白ホの0巧 "T ノス t ••ル？•る 


9. RAID の設定をずる。 

[ RAID の設定]画面が表示されます。設を内容を磕 f 忍し、必要なら修正を行ってから 
[次へ]をクリックしてください。 



論理ドライブの作成には同型番の物理デイスクしか使用できません。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step I, ご-. p 巧.. IP 早. I 料♦臟 I 巧 宅,* 

!^^^^ l ! ll ^^^"^^^ i ^1! ti ^ぃなぃ l ^ lA ,および， T でに™) a さ tl ている！* ilF ライブ 5 KR 1 ■る H 1 A は，スキッフ SIW し次〜《んで<ださ L 、 


なた.！*!里 F 5 イフめ ttJll こ B . 百 SS ® 枯! i ?, l イスしか SB で SJC ん. 



C »の S まてち SS ドライフ田 r るな II ドライブが HSm « 由-？•(ス5巧の？一 Stt すべて i ■モ ShJfi - 
け旧；1ント □— 5 

HHSCT •い iitna ?" イスの— 
isaK ライフち巧占 r る A 百？バイスの台 ■ — 



〇 一)か 
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10. メディアとバーティションの設定をする。 

[メディアとパーティションの設を]画面が表示されます。 

「 Windows ファミリ/エディション」で、インストールするエディション、およびイ 
ンストールの種類(フルインストール/ ServerCore インス I ル)を選が後、設定内容 
をお認し、必要な6修正を行ってか6[次へ]をクリ、ソクしてください。 


MEC 


EXPRESSBUILDER 


step I 每 P す ,I Ip • 書 .. P ， . ， . 巫 藍ち kP 宅 I* 


航可店の w ’" ？加：ユ、でも 
のなか！ーティ妨する巧迅化た«さ，ディスウの1さ目（モ嫩のIトテみ a ンへ的を〇スト— IH ■王す。 



「、ViwoA, S«rv ザ20的 SlinOvfl ロルインスト—ル f 


讯巧 W け 


3 l 日 T 贸3 


1 




Iシステたドラ< フ-の田是- 


B 巧のパーテン a ン云巧思す4 (XU バーテイシ a ンのみのアさIIま T) 


C 防曲：巧ぶ r るげィスウの巧な王すパてクリアかま。- 

尸デ1スクのを tW 巧*吊す5 _ 

P C ィブ窗巧する ：「 4M60 (MB, 

' ぃ 5:-MB-:'09-,:44i 。 ,.1 かけ mffl 


/ Ja へ 


/け01■へ -;デ: J* ルトへ■す 



• J \： ーティションヴイズについて 

- 0 S をインストールずるパーティションは、必要最小限 jy 上のヴイ 
ズを指定してください。（已7ページ参照） 

- 接続されているノ v — ドディスク m 上の容量は指定しないでくださ 
い。 

- RAID 構成で2,0日7，1 44 M 巨む上の論理ドライブは作成できませ 
/〇。 

• 「 Windows システムドライプの設定」で「新規に作成ずる J を選択し 
たとさ、ディスクの内容はずべてクリアされまずのでごミち意ください。 

• 「 Windows システムドライプの設定」で「既存のパーティションを使 
用ずる」を選択ずると、最初のパーティションの情報はフオーマットさ 
れ、ずべてなくなりまず。それ ly 夕 t のパーティションの情報は保持され 
まず。下図は、情報が削除されるパーティションを示していまず。 


第1パーティション 

第己バーテイシヨン 

第3パーティション 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 

既巧のパーティションを残したまま再インス I ルずることはできませ 
ん（曰6ページ参照)。 「 Windows システムドライプの設定 J で「既を 
のパーティションを使用ずる J を選択しないでください。 
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11. 基本情報の設定をずる。 

[基本情報の設茵画面が表示されるので、ユーザ情報を入力して欧へ]をクリ、ソクし 
てください。 


NEC 


Step 


EXPRESSBUILDER 

.'-9 HOS の ■»? TlHAIO® い*ィ 7 と 

。-ド ： U i 。* • J ぶが,. [|。 •星」.* 


ユ-ヴ ーBK など OStK 王ち; k 力して < だ &■. 

コンピュ ー98 tt,15* 车《下で舌互して<だみバ《®コンピ; l -9*. ドイイ'ノ/ウーウヴルーフ S との童 a は甲巧） • 

♦け《は. 5历:车 《T 田*では MS 车しで<だ a'. 

Ad—in か■■■，パスワ-ド tt はす占上# S が上で.»去巧;*: S； 壬*小 S 至.だ«のレ3•れか3つ K 上モ》«巧壬してくだれ' • 


U—ioiii 〜パスワ ーH の田因 


み力占 SI) 


^5ホへ 


Windows Server 2008の場合、コンピユータをおよび、次の条件を満たず 
Administrator パスワードの入力は必須でず。 

- 6で字む上(半角） 

- 数字/英大夕字/英小夕字/記号のいずれか3つ la 上を含む 



• パラメータファイルを使用して セッ ト ァップを 行った場合や、 Step7iii 
降の画面から Step6 に画面を戻した場含、 「Administrator パスワード」お 
よび 「Administrator パスワードの確認」に値を設定していない場合でも 
「••♦••」が表示されます。 

• 使用者名は 「Administrator」 固をです。 


I 2. ネットワークプロトコルの設定をする。 

[ネットワークプ□トコルの設定]画面が表示されまず。設定内容を確認し、必要な 
ら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 

り! こ カスタム設をでの登録順は、 LAN ポートの番号と一致しない場合があります。 
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13. 参加ドメイン-ワークグループを指定ずる。 

[参力□ドメイン-ワークグループの指を]画面が表示されます。 

設定内容をお認し、企、要な6修正を行ってか6[次へ]をクリ、ソクしてください。 



14. コンポーネントの設定をずる。 

[コンポーネントの設を]画面が表示されます。設走内容をお認し、あ、要な6修正を 
行ってか6[次へ]をクリツクしてください。 

[フルインス I ルの場合] 


whL EXPRESSBUILDER 

い，トト） r 参出ド r 瞧 コンボ-1 ■アブ w - ■，巧 ィ -J ■••イン 

step J 招叩1 端， I 勝で。 I 詞 tl "» I る昭 

ち田化する wrd。 ■■の S 店と C- パの柱 asBW してくだか， 



[Server Core インストールの場合] 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


_ . い,トウ-) f , 参出ぃ ■' r 瞧 コンボ— I (1? プリブー fi , 巧イ ー* ■* •イン 

な巧 . 1 な " • I’ If 哉 ，' I 隠で 。 _]♦ I 巧 0 "♦ |。口 寺 I るが 


•け — 》の a 田- 



JTOI ■へ J 宁 3♦ ルトへ Ht 
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15. アプリケーションの設定をずる。 

[アプリケーションの設定]画面が表示されまず。設定内容を磕認し、'必要なアプリ 
ケーションを選択して[次へ]をクリックしてください。 

[フルインス I ルの場ち] 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


_ . 11わ竹-) I参出い〇 la ンポー r#7 プリケ —1 ■，巧 ィ ー > ■•麵 イン 

Step II な M 。 柄す，日な卜 •‘ I 1 1 漂づ I 今 l|ot1 "♦ おが 


インス h— ル r るアフリク ーi 

'ESUMM""Ag …のィ.' 


シ3ン互;1がしてくだ孔>- 


•ルに tt. かり- 51»a ブロロル, SNWI の B 正かお■で？ •• 

•エ3スフレス JKtf-t ス B. ^^■0み~1,*リ，度イソスト-ルす》《宙の*3«でま*す， 

.口け化 BUILDER じ4ていない；イス5ド5イパを*田する«さ口.け《*ミ««占田0〜-0川の»«巧8«しでくだみ、 
■niw ア7リヴーシ a ンのインス••ル ji= ついて江. r ユーヴース a イド j«*w しで（だ31，- 


町!巧なアブ IJ プーシ a ン 


iS 巧さ打*で夕-)ケーシ S ン 


大を ieW お 

巧な17ブ J ケーシ S ンのインストール 

ESNF ^ O / SefverA^aft 

ェクスブレス iiS ヴーピス 

柳》」 

NE な'6のち;おせ 

Jrawsal RAC LUfty 

["a 個] 



一-) 


[Server Core インストールの場合] 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


I 甲 


い，トウ-) fl* の'… t;3 ン W- プリケ fl, 巧イ ー* ■••イン 

Step . II 接 ",, ， I なが峰卜 * J 器つ * Imtl I る巧 


'ESUMOS<rv"Ag …のイン 
•13 スフレス iiKtf- ヒス t 
• 口巧 BUI 
•la* ア7リヴ-シ■ン 


ス iiKtf- ヒス0, ESWR0 み rvWj •，ちインスト-ルす》 as の* a« で SJ す. 

jiLDtR にき J わ tt' ない；イスウド5イ "SR 田する由宜 IJ. fASt ま巧田 ctNM>,a の*田 •IsaS しで< 
u ヴーシ a ンのインストール J について田. r ユーけース a イド j«*i ■して <だ 


巧加 Sitt なアブリケーシ a ン 


il 巧さ0たで？ U ケーシ S ン 

巧 •E'ttssmoewo, のが 

宙扣7ブ J ケ—シ a ンのインスト—ル 

iW]»J 

: SNVRO/SdrverA^aft 
エフスブレス iW ブービス 
r クスブレス iSMtr- ビス州 TPS) 

Jnivcrs が AC UWy 

Acnnofl Vaual C** 2005 SP1 两 M 在巧任バッ 7 —スが J 


1 "臟] 


|« /ホへ 

-TOP へ 

)の,ルトへ Hf 
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• 「追加アプリケーションのインストール」について 

「追加アプリケーションのインストール」とは、シームレスセットアップ 
の最後にあらかじめ指をされた任意のアプリケーションを自動でインス 
卜ールする機能です。 

詳細については、「 http :// www . nec . co . jp / expicnic 」の [ FAQ ] -シリーズ 
を選巧-対応するバージョンの[重要]を選が-[追加アプリケーション 
のインストール]を参照してください。 

• 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」について 

- インストールメディアの設をにおいて、切下のエディションを選 
巧した場合にのみ、表示されます。 

— Windows Server 2008 R 2 Standard (フルインストール）（日本語） 
— Windows Server 2008 &andard (フルインストール）（日本語） 
— Windows Server 2003 R 2 Standard Edition (日本語） 

— Windows Server 2003 Standard Edition (日本語） 

これ切外のフアミリやエディションでは、インストールされませ 
ん。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールしない場 
合、[選がされたアプリケーション]の 「 NEC からのお知らせ」を麗 
巧し [<< 削哟をクリックし、[追加可能なアプリケーション]に移動 
していることを確認してくださし、。シームレス セッ トアップ 後、 
情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールする場合 
は「システムのアップデート」でインストールしてください。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」についての詳細は、本書 
「情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 （326 ぺージ)」をご覧く 
ださし、。 


16 . パラメータをセーブず る。 

[パラメータのセーブ]画面が表示されまず。 



[パラメータファイルを保存しない場ち] 

r パラメータをセーブしない」を選択して、[次へ]をクリックずる。 

一^ フ□ッピーディスクドライブが本体に巧綺されていない場合，こちらを選択し 
巧 てください。 
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[バラメータフアイルを保をする場合] 

r パラメータをセーブする」を選択し、フォーマツト済みフ □、ソ ピーディスクをセツ 
卜した後、パラメータフアイルのパスをボックスへ入力し，[次へ]をクリックずる。 


パラメータファイルのパスおよびファイルをじ日本語は使用しないで <ださ 
II エック] い。 



ここで作成したバラメータファイルは、再インストールのときに使用すること 
ができます。また、バラメータファイルは fExpressPicnic ®] からも作成する 
ことができます。 


17. 自動インス!ルの開始画面で[実行する]をクリックする。 



18. 追加ずるアプ U ケーションをインス I ルする。 

シームレスセットアップ[こ対応しているアプリケーションを追力□でインストールず 
る場合は、メッセージが表示されますので、追力□するアプリケーションのリムーバ 
ブルメディアをセツトし、じ(降は画面のメッセージじ従って操作してください。 



19. メッセージに従って 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブか5取 
0出ず。 


フ□、ソピーディスクがドライブにセツトされている場合は、 DVD と一緒に取り化し 
ておいてください。 
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2日.メッセージに従って Windows Server 2008 DVD - R 日 M を光ディスクドライプに 
セツトする。 




Windows Server 2008と指をしたアプリケーシヨンは自動的にインストールさ 
れ、数回再起動されます。 


21. [マイク□ソフトソフトウェアライセンス条項]が表示された S 、 「ライセンス条項 
に同意しまず」にチェックをつけ、[次へ]をクリックする。 



い巧 Windows みゎ卜797 


ライ6：/ス至巧5み巧 a 亡て 



广5ィ6ンスぉ巧じ巧#レ*す W 


22. [ありがと5ございまず]が表おされた5、「開始」をクリックする。 
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23. しソ下のメッセージが表示された S 、 く Ctrl >+ く Alt >+ く Del > キーを巧す。 


凸ブオンずるには Ctrl + All + Del を巧レてください, 


24. 画面の指示に従って□グオンする。 

[フルインス I -―ルの場合] 

じ(下の画面が表示された6、「パスワード」に設定したパスワードを入力し 「谷」 を 
クリ 、ソク する。 



[Server Core インストールの場合] 

W 下の画面が表示された6、「他のユーザー」をクリックする。 



続いてと J 下の画面が表示されるので、「ューザーを」じ" administrator " 、「パスワー 
ド」に設定したパスワードを入力し 「0」 をクリックする。 



25. [セットアップ完了]画面で [0 K ] をク U ックする。 
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26. 73 ぺージの「修正モジュールの適用」を参照し、修正モジュールの適用を行 5。 

27. 74 ページを参照し、デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップを行 5。 

28. オプションのデバイスでドライバをインス!ルしていないをのがある場合は、才 
プションに添付の説明書を参照してドライバをインストールずる。 

2 日. 111 ぺージの「障害処 I 里のためのセットアップ」を参照してセットアップを行 5。 

30. 130 ぺージを参照してシステム情報のバックアップをとる。 


修正モジュールの適用 

Windows Server 2008のインストール後、/必ず修正モジュールの適巧を巧ってくださし、 
Windows Server 2008を日本語で使用した場合 、 Active Directory の一部機能で予期しない動作を 
する場含があります。 

NEC から購入した 0 SI こ rUpdate-CD NEC Express 5800 Windows Server 2008修正モジュール 
( KN 949304)」 CD - ROM が同捆されている場合は、 CD - ROM から修正モジュールの適用をお願い 
しまず。手順は CD - ROM 添付の 「 Microsoft ® Windows Server ® 2008ご利巧時のま意」を参照し 
てください。 

同捆されていない場合は、 Microsoft 社の以下の URL を参照し修正モジュールを適用してください。 

http :// www.m に rosoft . com / japan / windowsserve 「2008/ updateinfo.mspx 
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デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ 

オプションのデバイスドライバのインストールやセツトアップについては、オプションに添付 
の説明書を参照してください。 


LAN ドライバと PROSet のインスIル 

標準装備のネットワークアダプタの LAN ドライバと PROSet のインストールについては trF 
の通りです。 

<カスタムインス I -―ルモデルのセットアップ> 

購人時にインストールミ斉みです。 

<シーム レスセットアップ> 

シームレスセツトアップ中にインストールされます。 




• ドライバおよび PROSet じ関ずる操作は、'必ず本体装置に接続されたコ 
ンソールから管理者権限 （ Administrator 等）で□グインして実施して 
くた’さい。 

0 S のリモートデスクトップ機能又はその他の遠隔操作ツールを使用し 
ての作業はサポートしておりません。 

• IP アドレスを設をする際，[インターネットプ□トコル ( TCP / IP )] の 
チェックボックスが外れている場合，チェックを付けてか 6 IP アドレス 
の設定をしてください。 


• N 81 04-1 2已 A を追加接続ずる場合の対応 

N 8104 -125 A を追力□接続する場合じは、 U 下の手順じて LAN ドライバと PROSet をアン 
インストール後、 N 8104 -に 5 A を接続した状態でシステムのアップデートを実施し丄 AN 
ドライバと PROSet を適用してください。 

< LAN ドライバと PROSet のアンインス I ル手順> 

□ フルインストールの場合 

1. 現在のネットワークアダプタや LAN ボードの設定情報を控える。 



標準装備のネットワークアダプタや LAN ボードでチーム（ネットワークアダプ 
夕の冗長 化） を構成している場合はチームを削除してください。削除の前には 
IP アドレスなどの設を情報を控えておき、再インストール後に改めて設をして 
ください。チームの削除手順は「チームのセットアップ」に記述しています。 


2. コント□-ルパネルより[プ□グラムのアンインス!ル]をク U ックする。 

3. [ Intel ( R ) Network Connections 1 4.8.43.0] を夕'プルクリックする。 

[インテルが）ネットワークコネクション(オプションの削除)]が表示されます。 

4. [オプションの削除]で削除項目が選択されているのでそのまま拍 ' Ij 除]をク U ックずる。 
[インテルが）ネットワークコネクション-ソフトウエアの削除]が表示されます。 

已.[はしりを選択する。 

自動でアンインス I -ールげ開始されます。 
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6. [ Instal 侶 hield ウイヴードを完了しました。]と表示されるので[完了]をクリック 
する。 

7. システムを再起動する。 

W 上で完了です。 


□ Server Core インストールの場合 

1. 現在のネットワークアダプタや LAN ボードの設定情報を控える。 



LAN ドライノ くの削除の前には IP アドレスなどの設を情報を控えておき、再イン 
ストール後に改めて設をしてください。 


2. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内にある(下の dxsetup . exe を〕マンドプ□ンプト 
か S 実行する。 

— Windows Server 2008 64 -bit ( x 64) Edition 
く光ディスクのドライブレター>: 

¥01 7¥\ A / in ¥ winnt ¥ ws 2008 x 64 ¥r 1 48¥ apps ¥ prosetdx ¥ vistax 64¥ dxsetup.exe 
— Windows Server 2008 32 -bit ( x 86) Edition 
く光ディスクのドライブレター>: 

¥01 7¥ win ¥ winnt ¥ ws 2008 ¥r 1 48¥ apps ¥ prosetdx ¥ vista 32¥ dxsetup.exe 


3. InstallShild ウイザードが表示されるので、[次へ]をクリックする。 

4. 悄リ除 ( R )] を選択し、[次へ]をクリックする。 

已.悄 U 除]をクリックする。 

自動でアンインストールが開始されます。 

6. [ InstallShield ウイザードを完了しました。]と表示されるので院了]をクリック 
する 0 


7. システムを再起動する。 

W 上で完了でず。 
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LAN ドライバのセットアップ 

• リンク速度の設定 

ネットワークアダプタの転送ま度とデュプレック スモー ドを接続先 スイ、ソチ ング八ブの 
設定値と同じ設定にするあ要があります。 

W 下の手順を参照し、転をを度とデュプレックスモードを設定してください。 

1. [デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、設定するネットワークアダプタをダブルクリッ 
クする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [リンク速度]タブをク U ックし、[速度とデュプレックス]をスイッチング八ブの設 
定値と同じ値に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプ□バティのダイア□グボックスの [0 K ] をク U ックする。 
已.システムを再起動ずる。 

W 上で完了です。 

• WOL の設定 

t (下の手順を参照し、ネットワークアダプタの設定を行ってください。 

1. デバイスマネージャを起動ずる。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、下記のアダプタをダブルク U ックする。 

[ Intel ( R ) 82已76 Gigabit Dual Port Network Connection ] 

[ Intel ( R ) 82 已 76 Gigabit Dual Port Network Connection #2] 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを還択し、 [Wake On LAN ] 内の設定項目を下記の表の設定に変 
要する。 


設定項目 

WOL を使用ずる場合 

邮 DL を使用しない場合 

— "Wake On Directed Packet" 

ON または OFF 

OFF 

- "Wake On Magic Packet" 

ON 

OFF 

-" 電源オフが態からの Wake On Magic Packet" 

ON 

OFF 

- "Wake on Link" 

OFF 

OFF 


wO "Wake On Directed Packet " を"日 N " に設定しても、シャットダウン状態で 
Ito は、 Direc お dPacket (※りでの WOL による 0 S 起動はできません（スリース 
および、休止状態では起動できまず)。 

ぷ1 

イーヴネットヘッダにアダプタのイーサネットアドレスを含むパケットまた 
は IP ヘッダにアダプタに割り当て5れた IP アドレスを含むパケット。 



• [節電のオプション]内の設をを変更する'必要はありません。 
• 上記の設をは手動で設をし直さない限り、イ呆持されます。 
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4. ネットワークアダプタのプ□バティの [0 K ] をクリックする。 
已.すべてのウインドウを閉じて、システムの再起動を行う。 


W -0 [Wake On LAN ] 巧の設定を行えないアダプタは WOL をサボートしておりま 
■to せん。 


W 上で完了です。 


チームのセットアップ 

チームを作成、削除する場合は下記の手順を参照して巧ってください。 


チームの機能、標準装備のネットワークアダプタと LAN ボードとのチームの組 
Bto み合わはについては下記 URL の[増設 LAN ポード関連]をクリックして表示 
されるテクニカルガイドを参照して<ださい。 

http :// support . express . nec . co . jp / pcserver / category / spec.html 


<チームのセットアップ手順> 

1. チームを構成させるネットワークアダプタとスイッチングパプを LAN ケーブルで 
接続する。 

2. [デバイスマネージャ]を起動する。 

3. [ネットワークアダプタ]を展開し [ Intel ( R ) 〜]をダブルク U ックずる。 

4. [チーム化]のタグを選択し、[その他のアダプタとチーム化する]にチェックを入れ、 
時斤規チーム]をクリックする。 

已.チームの名前を入力を、[次へ]をクリックする。 

6. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をク U ックする。 

7. チームタイプの選択で、設定ずるチームタイプ選択して[巧へ]をクリックする。 




8. [完了]をク U ックする。 

チームのプ□パティが表示されまず。 

9. チームのプ□バテイで「設定」のタグを選巧し、[チームの編集]をク U ックする。 


対応しているチームタイプはな下のとおりでず。 

• アダプタフォルトトレランス 

• アダプティブ□-ドバランシング 

• 静的リンクアグリゲーシヨン 

また、スイッチフォルトトレランスは未サボートでず。 
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10. チーム内のアダプタに巧しプライマ U / セカンダ U 設定を行ラ場合、 iU 下の操作を 
行ラ。 

—プライマリ設定； 

プライマリに設定ずるアダプタを逞択し、「プライマリの設定」をクリックす 
る。 

ーセカンダリ設を 

セカンダリに設定するアダプタを違択し、「セカンダリの設定」をクリックす 
る。 

プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、 [0 K ] をクリックして画面を閉じてくださ 
い。 



プライマリ/セカンダリ設をはな下の手順で巧認できます。 

1) チームのアダプタのプロパティ内にある[設を]タブを表示する。 

2) [チー ム内のアダプタ]のをアダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを確認する。 


11. [設定]タブ中の[スイッチのテスト]をク1」ックずる。 


[スイ、ソチのテスト]画面が表示されます。 

12. [テストの実行]をクリックして実行ずる。 


実行した結果、聞題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 


^ [テストの実行]を行う前に、[設赶タブじてアダプタのステータスが"有効"また 
は"スタンバイ"であることを巧認してか6テストを実行してください。 
実行した結果、および問題なしのメッセージが表示されれば，テスト完了です。 
エラーが表示された場合，メッセージを参照し接続しているスイッチング八プ 
の設をを変更して<ださい。 


13. システムを再起動ずる。 

W 上で完了です。 


<チームの削除手順> 

1. [デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開しチームのアダプタをダブルク U ックする。 

3. [設定]タグを選択して[チームの削除]をク U ックする。 

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので[はい]をク U ックずる。 

已.デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを 
確認する。 

6. システムを再起動ずる。 

上で完了です。 



• アダプティブ□-ドバランシング （ ALB ) を使用ずる場合は、スイッチ 
ンヴ J け (1_吕）にのみ接続できます。 

• マザーボードまたはオプションのネットワークカードを交換ずる場合 
は、必ずチームを削除し、交換をにチームを再作成してください。 
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LAN ボード ( N 8104 -1 12/11日/121/12已 A /126) を使用する場合 

LAN ボード ( N 8104 -1 12/1 19/121/125 A /126) を使用する場合、 OS のプラグアンドプレイ 
機能が動作し、ドライバが自動でインストールされまず。 



N 81 04-1 2已 A を使用ずる場合は 「 LAN ドライバと PROSet ①インス I ル J 
項の rN 8 1 04-1 2已 A を追加接続ずる場合の対応」の手順を参照して設定を 
行ってください。 


グラフ ィッ クスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフィックスアクセラレータドライパは、 EXPRESSBUILDER か 6 「システムの 
アップデート」を実行ずるとインス!ルされます。 

カスタムインストールモデル、もしくはシームレスセットアップを実施した場合は自動的にイ 
ンストールされています。 



ドライバを個別に再インストールしたいときは 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に 
格納されている 「Windows Server 2008インストレーシヨンサプリメントガイ 
ド」 を参照してください。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03-7 己/日已/1 07) を使用する場合 

SCSI コント日ーラ （ N 8103 -75/95/107) を使用する場合、 0 S のプラグアンドプレイ機能が動 
作し、ドライバが自動でインス!ルされます。特に作業はみ要ありません。 


SAS コント□-ラ（ N 81 03- 1 □4 A ) を使用する場合 


SAS コント□-ラ ( N 8103-104 A ) を使用する場合、 0 S のプラグアンドプレイ機能が動作し、ドラ 
イバが自動でインストールされます。特に作業はを要ありません。 
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PAE オプションを設定ずる方法 

32bit システムで 4GB を超えるメモリを搭載できる装置では、 PAE オプションの設定を行うこ 
とで、 4GB を超えるメモリを使用できるようになります。 

WrO Windows Server 2008 Standard における PAE オプションはヴポート巧 
■to 象外でず。 


Windows Server 2008 では> Bcdedit.exe を使用することにより、 PAE オプションを設定ずる 
ことができまず。 

下に設定手順を示します。 

1. 「スタート」か6「ファイル名を指定して実行」をク U ックする。 

2. 「名前」欄に cmd . exe と入力し、コマンドプ□ンプトを起動ずる。 

3. しソ下のコマンドを実行ずる。 
bcdedit /set pae forceenable 

4. 再起動を行5。 

上記設定は再起動後に反巧されます。 

已.コマンドプ□ンプトか S じ(下のコマンドを実行する。 
bcdedit 

[Windows ブート□—々'一]の項[こ "pae ForceEnable" が存在することをお認し 
てください。 

ti 上で PAE オプションの設をは完了です。 

Bcdedit.exe 1 こついては、 W 下を参照してください。 


「ブー ト 構成データエディタについてよく害せ5れる質問」 

http://technet.nnicrosoft.com/ja-jp/library/cc721886(WS.10).aspx 


障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害か6より早く，お実に復旧できるようセツトアップをしてください。 
詳細な手順については111ページをご覧ください。 


Hyper-V のヴポートについて 

Hype「-V のサポートに関する詳細情報は下記を参照してください。 

http :// support . express . nec . co . jp / w 2008/ hyper - v.html 
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管理ユーティリティのインス I ル 

添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD には、本装置監視用の 「 ESMPRO / ServerAg 飢 t 」 および 
システム管理用の 「 ESMPRO / ServerManager 」 などが収録されていまず。 ESMPRO / 
ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 
[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□-ルパネルにインストールしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを痛認してください。シームレスセットアップの設定でインストー 
ルしなかった場合は、 第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインス!'―ルしてくださ 
い。 


システムのアップデート 

「システムのアップデート」は、シームレスセットアップで自動的に実施されまず。 
システムのアップデートは次のような場合に、 EXPRESS 己 ULDER に収録されているを 0 S の 
インストレーションサプリメントガイドを参照して実施してください。 

• システム構成を変更（内蔵オプションの追ぶなど）した場合 

• Windows システムを修復（修復セットアップなど）した場合 

• バックアップツールか6システムをリストアした場合 
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Windows Server 2003 x64 
Editions のセットアップ 

八ードウエアのセットアップを完了してか6 、 Windows Server 2003 x 64 Ed 出 ons やシステ 
ムのセットアップをします。 

オペレーティングシステムのインストール、および再セットアップをする隐は「マニュアル 
セットアップ」を使用してください。「マニュアルセットアップ」は， EXPRES 沈 UILDER に 
格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 2003 R 2 x 64 Edition インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 

と又下の環境で Windows Server 2003 x 64 Ed 出 ons を使用する場合、「休止状態」か6の復帰 
時にシステムが停止することがあります。 

ーマルチプ□セ、ソサ構成の装置 

— Service Pack 2ホ適用 

「休止状態」を設定する場合は 、 Service Pack 2もしくは KB 902839 (*) の修正プ□グラムを 
適用してください。 

(*) KB 902839は t (下か6入手することができます。 
http :// support . microsoft . com / kb /902839 /ja 
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Windows Server 2003 のセット 



八ー ドウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003やシステムのセット 
アップをします。再インストールの際 I こも参照してください。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「BTO (工場組み込み化荷)」で「カスタムインストール」を指定して購入された本体の八ード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定か6、オペレーティ 
ングシステム、本装置が提供するソフトウエアがすべてインス!ルされています。 


一/ • ここで説明ずる手順は>「カスタムインストール」を指をして購入され 

医ち巧] た製品でネリめて電源を ON にずるときのセットアップの方法について説 

日月しています。再セットアップをする場合や，その他の出荷が態のセッ 
トアップをずる場合は、「シームレスセットアップ」を参照してくださ 
い。 

• カスタムインストールモデルは 、 「Windows Server 2003 R 2」 がイン 

ストールされています。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点じついて殖認してください。 

本体の八ードウエア構成（八ードディスクドライブのパーティションサイズも含む）や八ード 
ディスクドライブにインストールされているソフトウエアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー旧 TO (工場組み込み化荷)）じよって異なります。 

下國は、ハードディスクドライブのパーテイシヨン構成じついて國解しています。 



空きエリア 


Windows Server 2003 R2 


八ードディスクドライブ 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 

しば6くすると 、 [Windows Server 2003セットアップ]画面が表示されます。 

降、画面の指示に従ってお要な設定や表示内容をよくお認し、[次へ]をクリ、ソクして 
セットアップを進めてください。 

一[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使巧許諾契約の内容を確認して 
ください。 

一[ソフトウェアの個人用設を]画面では、名前や会社をまたは組織をを人力します。 
-[ライセンスモード]画面では、使用するライセンスモードを逞択します。 

—[コンピュータ名)と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータをと 
Administrator のパスワードを入力してください。 

一[日付と時刻の設定]画面では、日付と時刻を正しく設定してください。 

一[ネットワークの設定]画面では、ネットワークの設定を選択しまず。 

一[ワークグループまたはドメインを]画面では、ドメインに参力□させるか選択しまず。 
システムが再起動します。 

2. 1日1ぺージの手順24丄ソ降を参照して、ネットワークドライバの詳細設定をずる。 

3. オプションのデバイスでドライバをインス!ルしていないものがある場をは、ド 
ライバをインス I -ールずる。 

4. 111ぺージを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

日.出荷時にインス I -ール済みのソフトウェアの設定およびその確認をずる。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストール 
されていまず。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

ーエクスプレス通報サービス* 

ーエクスプレス通報サービス （ HTTPS ) * 

— Universal RAID Utility 
-情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 

— Microsoft .NET Framework Version 2.0 再頒布巧能パ、ソケージ ( x 86) 

- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 再頒布可能パ、ソケージ （ x 8 目） 

上記のソフトウェアでド」印!のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設定または磕認をしなければならないソフトウェアを示していまず。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 

丘交疋してく^/しさし''〇 



カスタムセットアップで出荷された場合、インス I ルされているヴービス 
パックのパージョンと、装置に添付されているヴービスパックのパージョンが 
異なる場合がありまず。本体にインス I -ールされているヴービスパック L ソ降の 
パージョンが添付されている場合は、下記ヴイトより詳細情報を確認してくだ 
さい。 

[PC サーバサポート情報] 
http://support.express.nec.co.Jp/pcserver/ 
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6. 130ぺージを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

じ(上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。 
再セットアップをずる際は「シームレスセットアップ」を使用してください。 


シームレスセツトアツ 



EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」機能を巧ってセットアップします。 

本機能は、本体に接続された RAID コント□—ラを自動認識して RAID システムを構築しますの 
で、あ6かじめ、「八ードウエアのセットアップ」に0ページ）の設定を完了させておいてく 
ださい。 


NEC 


Step I ■ 當 - li* 


EXPRESSBUILDER 


こ i-saiRL て. I なへ j ボ s ン siiL で （ca'. 



WPP 打巧げ LDf 巧巧了する 


シームレスセットアップでは、設定によっては A - ドディスクの内容を削除し 
まず。入力ずるパラメータにご注意ください。特に、 ly 下の設定時にはま意が 
必要でず。 

• step 4 「 RAID の設定 J 

• Step 日「メディアと A ’ー ティシヨンの設定 J 

必要に応じユーザーデータのバックアップを取ることを巧奨しまず。 


If エック J 


• シームレスセットアップでは、あらかじめ作成したバラメータファイルを 
使用したり、セットアップ中に設定したパラメータをパラメータファイル 
としてフロッピーディスク(別途 1.44 MB フォーマット済み空きフロッピー 
ディスクをお客様でご用意ください）に保をすることができます。フロッ 
ピーディスクをご使用の場合は、別途 USB フロッピーディスクドライブを 
ご用意ください。 

• パラメータフ ァイルは、 EXPRESSBUILDER にある 「 ExpressPicnic ®」 を 
使って事前に作成してお〈ことができます。 

• ExpressPicnic を使ったパラメータフアイルの作成方法については、306 
ぺージを参照して〈ださい。 



シームレスセットアップを使巧しないインストール方法など、特殊なセット 
アップじついては、131ページの「応用セットアップ」で説明していまず。 
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セツトアップ前の確認事項について 


シームレスセツトアップを始める前に、ここで説 S 月ずるを意事項についてお認しておいてくだ 
さし、。 


Windows フアミリについて 

Windows Server 2003ファミリのうち、シームレスセットア、ソプでインストール巧能なエ 
ディションは次のとおりでず。 

• Windows Server ® 2003 R 2, Standard Edition 日本語版 

• Windows Server ® 2003 R 2, Enterprise Edition 日本語版 

と J 降 「Windows Server 2003」と呼びます。 

上記と J かのエディションをインストールしたいときは、お買い求めの目反売店または保守サービ 
ス会社しお問い合わせくたさい。 



Windows Server 2003 x64 Editions では、シームレスセットアップを使 
巧できません。再セットアップずる場合は、 「Windows Server 吕〇03 R 吕 
x64E 出 tion インスト レーシヨ ンヴプ U メントガイド J を参照し、「マニ ユア 
ルセットアップ J を使用してください。 


BIOS の設定について 

Windows Server 2003をインストールする前に八ードウェアの B の S 設をなどをお認してく 
ださい。235ページを参照して設定してください。 


を意すべき八ードウェア構成について 

Windows Server 2003をシームレスセットアップでインストールするとき、次のような八一 
ドウェア構成においては特殊な手順がを要となリます。 

• オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ) を使用する場合、 2 TB 
W 上の八ードディスクドライブでの RADIO はサポートしていません。 2 TBW 上の八一 
ドディスクドライブを使用し、シームレスセットアップでオンボードの RAID コント 
□ーラの RADIO を構築しようとした場合、 U 下の画面が表示され、シームレスセット 
アップは終了します。 



〇 


エラーコード:209 
説まドライブのイ乍成エラ - 
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• ミラー化されているボ U ユームへの再インスI-―ルについて 

[ディスクの管理]を使巧してミラー化されているボリュームに再インス I ルする場合 
は，インストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し，イン 
ス I ル完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの 
管理]内の[ディスクの管理]か5巧えます。 

• M0 装置の接続について 

Windows Server 2003をインストールするときじ MO 装置を接続したまま作業を巧う 
と，インストールに失敗することがあります。 MO 装置をかしてインストールを最初か5 
やり直してください。 


• DAT や LTO 等のメディアについて 


シームレスセットアップでは， DAT や LTO 等のインス I ルに不要なメディアはセット 
しないでください。 

• 複数台の/ドディスクドライブ（論理ドライブ）の接続について 

Windows システムをインス I ルしようとする八ードディスクドライブのほかに別の 
八ードディスクドライブを接続ずる場合は> Windows をインストールした後に接続して 
ください。また，論理ドライブが複数存在するシステムへの再セットアップについては、 
「論理ドライブが複数を在する場合の再セットアップ手順」 （134 ページ）を参照してく 
ださい。 

• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インスI 
ルについて 


ダイナミックディスクへアップグレードした場合、既存のパーティシヨンを残したまま 
での再インストールはできません。この場合、 「 EXPRES 雄 UILDER 」 DVD に格納されて 
いる 「Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してセッ 
トアップしてください。 
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システムパーテイシヨンのヴイズについて 


Windows システムをインストールずるためじ必要なパーティションのサイズは、次の計算式 
から求めることができます。 


インストールに/必要なサイズ十ページングファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 


インス I -- ルに'必要なサイズ = 3500 MB(Windows Server 2003 R 2) 

= 3500 MB(Windows Server 200 3 R 2 
with Service Pack 2) 

= 5300 MB(Windows Server 200 3 R 2 


+ServicePack 2 CD - ROM ) 

ページングファイルサイズ（推奨）=搭載;<モリサイズ X T .5 
ダンプファイルサイズ =搭載;< モリサイズ十 12 MB 

アプリケーシヨンサイズ =任意 


• 上記べージングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズでず。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 
納ずるのに十分な大きさのネリ期サイズを持つページングファイルび必要 
でず。また、ぺージングファイルが不足ずると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取でをない場合があるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• 1つのパーティションに設定できるぺージングファイルサイズは最大で 
40日日 MB でず。搭載メモリヴイズ X 1.已倍のサイズが409已 M 日を超え 
る場合は、409已 MB で設定してください。 

• 搭載メモリサイズび 2 GBia 上の場合のダンプファイルサイズの最大は 
「吕 048 M 己 +12 MB 」 でず。 

• その他アプリケーションなどをインストールずる場合は、別送そのアプ 
リケーシヨンが必要とずるディスク容量を虐加してください。 


例えば、搭載メモリサイズが 1 GB (1,024 MB ) の場合、パーティションサイズは、前述の計算 


方法から 


3,500 MB + (1,024 MB X 1.5) + 1,024 MB + 12 MB + アプリケーションサイズ 
二6,072 MB +アプリケーションサイズ 

となりまず。 

システムをインストールするパーティションサイズが「インストールに必要なサイズ十ペー 
ジングファイルサイズ」よりかさい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスクを 
増設してください。ダンプファイルサイズを確保できない場合は、次のように複数のディスク 
に割り当てることで解決できます。 

1. 「インストールに必要なサイズ+ぺージングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のためのセットアップ」を参照して、デバッグ情報（ダンプファイルサ 
イズ分）を別のディスクに書き込むよラに設定ずる。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスク【こない場合は「インストール1こ必要な 
サイズ十ぺージングファイルサイズ」でインストール後、新しいディスクを増設してくださ 
い。 


り f シームレスセットアップでインストールする場含、'丘、要最小眼のパーテイシヨ 

か ンサイズを「上記の'丘、要最小限のパーテイシヨンサイズ+ 850 MB 」 または 
「4095MB」 のうち、どちらか大きい値に設をしてください。 
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ヴービスパックの適用について 

• Service Pack 2が内包された OS インストール;<ディアを使用しインストールされた場 
合は、再度 Service Pack 2 を適用する必要はありません。 

• Windows Server 2003 R 2 をインストールする場合は、 Service Pack 1を適用する必要 
はありません。 

• Windows Server 2003 R 2 をインストールする場合、サービスパックはシームレスセッ 
トアップ完了後、 Windows Server 2003 R 2 USC 2のインストールを実施した上で 
「システムのアップデート」にて適用してください。 

• 本装置に添付されているサービスパック]:>(降のサービスパックを使用する場合は、下記 
サイトより詳細情報を確かめた上で使用してください。 

[ PC ヴーバヴポート情報] http :// support . express . nec . co . jp / pcserver / 
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セットアップの流れ 

シームレスセットアップの流れを図に示しまず。 



バラメータの□-ド （ Step 2) 


巧へ 


0 S の選巧 （ Step 3) 


巧へ 


RAID の設定 { Step 4) 


巧へ 


Windows の許* IB 設定 ( Step 5~10) 


巧へ 

♦ 

パラメータのセープ （ Stepll ) 


々へ 

♦ 

自動インストールの開お （ Stepl 2) 


」 ぐ 


実行する 



J： 入力や選択がが要な作業 
] :自動的に作業が進む内容 
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セットアップの手順 

シームレスセットアップでは、ウィザードおまにより各パラメータを設定していきます。この 
とき、各パラメータを一つのファイル（パラメータフ ァイ ル）としてフ □、ソ ピーディスクへ保 
有することわ巧能です。 




事前に「ま意ずべきノ V — ドウエア構成について （8 目ページ)」を確認してくだ 
さい。 


パラメータファイルを使ってセットアップずるときは、ファイル保有用として 
Ifi ^ 1.44 M 目フォーマット済みの空きフ□、ソピーディスクが1枚必要となりまず。 
あ6かじめ、お客様でフ□、ソピーディスクをご用意ください。 

再インス I -ールのときは、保存しておいたパラメータファイルを読み込ませる 
ことで、ウィザードじよるパラメータ入力を省略ずることができまず。 

Flash FDD じ保をしたパラメータを使ってのセツトアップはサポートしてい 
ません。 


1. 周辺装置、本装置の順に電源を日 N にずる。 

2. 本装置に接続した光ディスクドライブに 「 EXPRESS 目 UILDER 」 DVD をセット 
する。 

3. DVD をセットした6、リセットする （く Ctrl > + cAlt > + く Delete 〉 キーを押す） 

か、電源を OFF / ON して本装置を再起動ずる。 

DVD から EXPRESS 目 UILDER が起動します。 

t 又下のメッセージが表示されたら、 「0 s installation * が defaiJt * が」を選択してく 
ださい（何もキー入力がない場合でも、自動的に手順4の画面へ進みます）。 


Boot selection 
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4. 表示言語の選択画面が表おされた5、「日本語」を選択し[日 K ] をクリックする。 


XJ 


EXPRESSBUILDER で使用する * 话を*巧して < ださし、。 


Select a language to use for the EXPRESS 助 ILDER. 


P 日本語 

广 English 

广 Frangais 

广 Italiano 

广 Deutsch 

广 Espanol 


OK i| 


日 . Windows PE のソフトウエア使用許諾画面が表示された S 、 [はい]をクリックず 
る。 


日 


* ソフトウェア《田 iTIS 巧巧の巧 S 5 こ « 亞くだみ I, 

» ソフトウェア 5 ® 田される《さな .I はい ] を3巧して巧肉 I こ同 * してくださ1、 


■ ICR 拓 OF け WINDOIfSi} PREINSTALLATION ENVIRONIilENT 巧用評誌孩をち 

ま 妄 W 下の爱巧をは S してあ試み下さい。 

でほ巧な託巧巧害下、本契巧丢といいます）は、お琴巧と上おに示されたマイク□ソフト 
社のソフトウェアお品（马下、本ソフトウェアといいま巧かままれでいるコンビュ ー gv ス 
テムまたはソフトウ； L アスた TF 、 本コンビュータといいます〉のを巧丢 orr 、 本裝ち畫をい 
います）との巧で巧.括されるま的。’篇巧さです。大切に(呆言してくだ3い。 

ホソフトウ I アには、コンビュータソフトウユアおよひそれに巧泣する巧巧、扣刚物、オンラ 
インマニュアル、 ち 子化されたマニュアルが吿まれます。でンフトウェアとともに巧おされる 
ソ2トウェ7につい I 、削を皮巧お巧 g 約*がをけされている培さには、別送を付す n ている 
压度巧！? S わ •が 適 ホされます。 


3 


二) 


I れ' J いしみ 


6. [シームレスセツトアップを実行する]を選択し、[次へ]をクリックする。 


NEC 


Step I 留一 


EXPRESSBUILDER 


イニュー saw して. r* へ J ボダノ S 押してくだれ 

•IUI 口で0巧インストー化する*を田， r シームレス t ••+ァ;<フ5*巧»•る J モ iiK レて*;だ31、 
•作* S な7する*をな， rtxPM- 巧化 IILM 巧 {*7 する jsa 出 LT くだ 》'• 


V- ムレス它ホアッフ Sg 円 J ■る 



r レ nuJB ドライバ9イス 55tt 田？•る 

「し nirtfUeoWry パ-テの3ン5巧巧する (Linui ■サーピスでが用' 
r KAID の〕ンウレー•ノ3ン 《»5t- ブ /O— ドする 
广 WUBSSuiLMR げろイバ S 口-ドする 


RMEHS 山ぶけな（了7そ 
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7. バラメータを□—ドずる。 


[パラメータの□一 円画面が表示されます。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 1越]". ||だ巧卡^。巧*|ら*^|卡 

口-巧がろ1す，,巧イ-5乃イルげ ななす むげィ巧ホットし1 
り I 巧?(-巧7^<;1/©ドライブ1/5-5コルバスモ入?：してな；311, 

P - 卜 VA 、が I 主 r , か一5巧ードリ SL りを を 恥て〈だみ、 


ツトして. r バラ J (-巧口一巧■る J を8巧し 


C パラソ-巧□-卜 VA, 

广バラ y- 巧巧-巧*:【 


;'过 


^ .う a へ 巧;1*け》* 

[バラメータフアイルを使用しない場合] 

r パラメータを□ードしない」を還択して、[次へ]をクリックする。 

フロッピーディスクドライブが本体に接続されていない場合.こちらを逞択し 
[チ I ック] てください。 


[パラメータフアイルを使用ずる場合] 

r パラメータを□—ドする」を選択し、パラメータファイルのパスをボックスへ入力 
する。この後、をウィザードにてファイルか6□-ドされたパラメータを殖認する 
場合は[次へ]を、お認しないでそのままインストールする場合は[スキップする]をク 
リ、ソクずる。 


一/ パラメータファイルのパスおよびファイルをじ日本語は使用しないでくださ 

II エック] い。 


[次へ]をクリ、ソク^手順8へ 
[スキップする]をクリックー手順17へ 
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8. インストールずる OS を選択する。 

[ Windows (32 bit エディション)をインストールする]を選択して、[次へ]をクリ、ソク 
してください。 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


P トップ ■ - iflos の蓮 R| (IRAIDC 

Step j' 一 -. 。リ。。 ィ ‘,. lir I 卡 |。，4 


インストールする口巧; SK してくだホ、 


开の05%インス h- ル？•る jsawj ■る tuiwse の** M してな了 Wf. 
(Airfais し.化一〜,5«^,2〇〇86小ノス(ールするち宜は- r 上宙 U 巧め的 S イ—- 
1つたん RAID* ■巧了したシームレス t ホ T プフ J 巧■してくだれ、 


<*■lV"<Jo- が化 itif イリ 5— ノ巧 "fV ス t •■•ル1■る 
厂かけゎ《ホ4^よデイシ3ン巧^^ス}'-ルする 
r し。"《イン刀'-ル3•る化 i …ぷ-ビス它ット巧 



'1 top-v 


9. RAID の設定をずる。 

[ RAID の設定]画面が表示されます。設を内容を磕 f 忍し、必要なら修正を行ってから 
[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


1卜，ブ 'い巧ィ ー* Jos の 「■( MID® I * •■■タィマと nSAM 

step 卜こ。-,，1。。イ I . .. |1^^1卡|；^-冻>^卜,で|* 


isg ドライフ sftauf. 

RAID コント □-5 ち•田しでいない宙をおび-すでにけ田 sti ている isi がうイブが田する足 stt. ス丰ンプ saw し:*。 a ムで< だれ、 
なぉ.|8»ドラィ7の作《1に田.3^*»»11?バ4スし口««でま3なん. 



ホホスイ7じ巧壬さ n る*!巧 f バイ；Iの**! 



フ*ル!■へ属す 



• 論理ドライブの作成には同型番の物理ディスクしか使用できません。 

• 正常に終了しない場合は、 EXPRESSBUILDER 内にドライバが収録され 
ていない可能性がをります。「セットアップを始める前に （17 ぺージ)」 

をご参照願います。 
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10. メディアとバーティションの設定をする。 

[メディアとパーティションの設を]画面が表示されます。 

「 Windows ファミリ/エディション」で、インストールするエディション、およびイ 
ンストールの種類(フルインストール / Server Core インストール）を逞択後、設を内 
容を殖認し、あ要なら修正を巧ってから[次へ]をクリ、ソクしてください。 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


step , 二。1敝，， ip , 与'’ |||鐵卡|なち 1 * 


イソストーでと.イン》•■比*のシス9ムドライフ W 王して<だ &'• 

… .ffl 巧田>1(5«~||バ—ス、ては， f ユーけ-ス S 々巧してくだ 

rsm の"一?イシ S ン siBi •る JWW した .A- ?イスウののパー?イシ S ンべ 05* インみールし ar. 




• Windows Server 2003 R2 でヴービスパックを適用ずる場合は、 
シームレスセットアップ完了後、 Windows Server 2003 R2 DISC 
2を適用してか5「システムのアップデート J にてヴービスパックを適 
用してぐださい。 

• ) \：ーティションヴイズについて 

- 0S をインストールずるパーティションは、必要最小帳 ly 上のヴイ 
ズを指定してください。 （88 ページ参照） 

- 接続されている八ードディスク ly 上の容量は指定しないでくださ 
い。 

- RAID 構成で2,0日7，1 44MBW 上の論理ドライブは作成できませ 
ん/。 

• 「Windows システムドライブの設定」で「新規に作成ずる J を選択し 
たとを、ディスクの内容はずべてクリアされまずのでごま意ください。 

• 「Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティションを使 
用ずる」を選択ずると、最初のパーティションの情報はフオーマットさ 
れ、ずべてなくなりまず。それ ly 夕 t のパーティションの情報は保持され 
まず。下図は、情報が削除されるパーテイシヨンを示していまず。 


第1パーティション 

第己バーテイシヨン 

第3パーティション 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードしたノ v— ドディスクドライプの 
既存のパーティションを夕丢したまま再インスI-ールずることはできませ 
ん （87 ページを照)。 「Windows システムドライプの設定 J で「既を 
の} ティションを使用ずる J を選択しないでください。 
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11. 基本情報の設定をずる。 

[基本情報の設定]画面が表示されます。 

ユーザー 情報を入力して[次へ]をクリックしてください。 




• パラメータファイルを使用してセットァップを行った場合や、 Step 7 が 
降の画面から Step 6 に画面を戻した場含、 「 Administrator パスワード」お 
よび 「 Administrator パスワードの確認」に値を設定していない場合でも 
「••♦•♦」が表示されます。 

• 日本語入力する場合は、 < Alt >+< 半角/全角>キーを押してください。 


12. ネットワークプ □ トコルの設定をする。 

[ネットワークプ□トコルの設を]画面が表示されまず。設定内容を確認し、必要な 
ら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


I ■わトウ-) I ■*«〇ぃ<, ■コンボ- •アプリサ- ■，巧ィ ー* ■■■イン 

step 曲 歡。」 I 端 0 "♦ I がか* I 巧 0 卡 |。巧 I る特 


字ットロ-ウ7 ロトコルのを*ち円い*? ■- 
I巧ド I •ス对1去5■る S 宙 tt - のス9ム S 去巧3氏し. r« 巧 S 正け;し' 


ホホゥ-3の民玉8巧》3なぃをさ《, rssK 宝 J ち aw し rs へ J ポこ 


して<■だあ、 
しでくだみ、 



/ホへ 


)TOP へ 


J 宁5♦ルトへ Hf 


、仁 


カスタム設定での登録順は、 LAN ポートの番号と一致しない場合があります。 







































導ん漏 97 


13. 参加ドメイン-ワークグループを指定ずる。 

[参力□ドメイン-ワークグループの指を]画面が表示されます。 

設定内容をお認し、企、要な6修正を行ってか6[次へ]をクリ、ソクしてください。 


NEC 



EXPRESSBUILDER 

Step uli&i. 

11 •田 KJ ゎ 

P 探， 

■ 3ン*- 面？ プリサー (1, 巧ィイン 

"♦ 1 なで - ► 1 巧で " ♦ rti"^ 1 る昭 

ド）！インにか DUt いもは. f 口ーク： J ル-フに i 曲 T る jsaifi しして（だみ、 


'巧ワ ー3 ブルーフに g « r る 

ワ —5 ヴルーフ S 

■WORKG のし P 



. 「いイン巧" 5•る- 

1 

1 

1 

1 



©次へ 


_|TOf ■ベ /デ5♦ルトへ lit 



14. コンポーネントの設定をずる。 

[コンポーネントの設を]画面が表示されます。設走内容をお認し、あ、要な6修正を 
行ってか6[次へ]をクリツクしてください。 


_ EXPRESSBUILDER 

_ . n わトウ-) f , 参 B い/, r 瞧 コンボ— I fi , 巧ィ ー* ■* •イン 

step . J な卿，も端 W , I 隠で。 巧り" ♦!! す f 寺 I る昭 

イン3卜ール3•るコンボー 4ント SSIH して< だみ' • 

厂アフリウ-シ S ン,-パ-1 

I r イン5-4ットインフ开イ-シ，ン tf-t ス (115) 由正1 


-•■とモニ。ツール- 

P *居ネホワーロ e 且ブロト a ル eNMPi 重な41话| 



广 Wndwi イン9- ♦か•ホームウーピ； 


•« _j : a- JTOP へ J 宁 3* •ルトへ HI" 

15. アプ1」ケーシヨンの設定をする。 

[アプリケーションの設走]画面が表示されます。設定内容を確認し，必要なアプリ 
ケーシヨンを選択して[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


い：トウ-) f . 參出りィ, .•コンボ- I ■アプリ サ叫 （ I , 巧イ■••イン 

Step J お","[ぶが，[が。. II 漂う* 1|。て1 * I るが 


• ESMPBO ス enwAqwI の*1ノ^！'ー ルしな、«ち>•ノ t * ソ—ソ SS ノ U 卜 J ル巧 NM わ WK 王む 4 S を C 

■15 スフレ；!； iHif- ピス日:， KUfnO&MrA ザ n 巧イソストー•る a* の »aW で 9*f. 

EssBulU) けに《3れ口•ぶい7イスがライ" ssg す》 asit. け St 更田な u-ciA のしてけを >• 
. ン；! h- ル JI こついて田. r；i- けーブ甘イド JS 舌にしでくだ A し 


' の RESSBUI 
- fiS ■アフ I - 


曲间の 7 ブリ 7 —；■^ン 
* 客 tE.»SaWoeNH>iW 航 

iilB アブ J ヴーシ S ンク>"1■ンストー J レ 


脚。 I 

L " ■物 I 


ま巧 sn にアブ U ケーシヨン 


^O/ServerA^ert 
r クスブレス巧«ヴービス 
エクスブレス iW ヴーピス (HTT 巧） 

NE 功々のちがな 

S " RAC Uiity 

Micros が! .NET Framework Version 2 0 SW 巧巧た^《ップ — 
Ucrototl Visual Ct * 20 OSSP 1 两31*巧か{。7--ス<«) 
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• 「追加アプリケーションのインストール」について 

「追加アプリケーションのインストール」とは、シームレスセットアップ 
の最後にあらかじめ指定された任意のアプリケーションを自動でインス 
卜ールする機能です。 

詳細については、 「 http :// www . nec . co . jp / expicnic 」 の [ FAQ ]- シリーズを 
選が-対応するバージョンの厘哥を選が-[追加アプリケーションのイン 
ストールについて]を参照してください。 

• 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」について 

- インストールメディアの設をにおいて、 liTF のエディションを選 
巧した場合にのみ、表示されます。 

— Windows Server 2008 R 2 Standard (フルインストール）（日本語） 
— Windows Server 2008 Standard (フルインストール）（日本語） 
— Windows Server 2003 R 2 Standard Edition ( 日本語） 

— Windows Server 2003 Standard Edition (S 本語） 

これ切外のファミリやエディションでは、インストールされませ 
ん。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールしない場 
合、[選択されたアプリケーション]の 「 NEC からのお知らせ」を選 
巧し [<< 削除]をクリックし、植加可能なアプリケーション]に移動 
していることを確認してください。シームレスセットアップ後、 
情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールする場合 
は「システムのアップデート」でインストールしてください。 

- 情報提供ッール 「 NEC からのお知らせ」についての詳細は、本書 
「情報提 f 共ツール 「 NEC からのお知らせ」 （326 ぺージ)」をご覧く 
ださし、。 


16 . パラメー タを セー プする。 


[パラ六ータのセーブ]画面が表示されます。 


MEC 


EXPRESSBUILDER 


Ti*， トト） r* 出 KM, I コン n アブ Hi, 巧/-イ llB •イン 

step [ 趴 I 端 ， P お卜 •，1| 錫。昭 


パ它ーフする S さ田.パラメー巧7ィ化の巧再モとなるパ；ィァ St ホして . r パラバー巧 t - フする巧36し 
フでイ Itr * 社ろイフレルバ； I で；！■月して•:だみ、 

"ラ • X - S フ J ■イル5电-フ US い■白田， r バラ ■ X -5« t -7 L « い巧 ais してく S 31、 

— •(シ S ン， W びシス f ムド5イ7じフ T イル SaST ホこと11で S * 电ん. 


C パライ- sst - フ ua い 



巧 a 




[バラメータフアイルを保をしない場合] 

r パラメータをセーブしない」を達択して、[次へ]をクリックする。 


フ□ッピーディスクドライブが本体にあ続されていない場合、こち6を還巧し 
巨 Si 巧] て<ださい。 
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[バラメータフアイルを保をする場合] 

r パラメータをセーブする」を逞択し、フォーマツト済みフ □、ソ ピーディスクをセツ 
卜した後、パラメータフアイルのパスをボックスへ入力し、[次へ]をクリックする。 


パラメータファイルのパスおよびファイルをに日本語は使用しないでくださ 
II エック] し、 



ここで作成した"ラメータファイルは、再インストールのときに使用すること 
ができます。また、パラメータファイルは 「 ExpressPicnic 」 からも作成するこ 
とができます。 


17. 自動インス I ルの開始画面で[実行する]をク U ックする。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

な ep 1 薛隅擎 .||! 郭， 

1アプ|巧一 f | パクター> 瞧 ，動 イン 

满 •.， 画 るが 

-ン-ムしス t ホアクフ CiESS 全ての B 田壬した • 

r * 巧する J ボむ田 * すと.シ-ムレス C ホ77フ5田 isuaf . 




18. 追加するアプ1」ケーションをインス I ルずる。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追力□でインストールす 
る場合は、メッセージが表示されますので、追力□するアプリケーションのリムーバ 
ブルメディアをセツトし、 W 降は画面のメッセージに従って操作してください。 


ぶ) 1D するアブリクーシ3ンが扭扣されたパ；イア S セットしてくだ 


OK _I キ中ン材レ」 


19. メッセージに従って 「EXPRESSBUILDERJ DVD を光ディスクドライブか S 取 
り出す。 


フ□、ソピーディスクがドライブじセツトされている場合は、 DVD と一緖に取り化し 
ておいてください。 
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20. Windows Server 2003 CD - ROM を光ディスクドライブにセツトずる。 

[ソフトウェア使用許諾契約]確認画面が表示されます。 


;大の巧巧 f 巧骄巧お巧みげ 3U 

スクロづんてほ巧がま巧(，巧ちをまでお贸みくだ 3U 

Window * のたットアッブち粉 j する巧ちには 
ri 3い J ち没んで誤的に同ましてくだみ k 
いしみ]ぞ进ぶと它ットアッブをや止 US す。 


Microsofl Windows Server 2003パップージに同® 3れている 
「マイクロソフトソコトウIアほ用おま契めま J «お离みください。 


21. 「ソフトウェア使用許諾契約書」の内容をご確認のうえ、同意ずる場合は、[はし、] 
をクリックずる。 

同意しない場合は、[いいえ]をクリックしてください。 


^0 


バックアップ CD - ROMbi 外の OS CD - ROM を使用している場合は、拟下のメッ 
セージが表示される場合があります。 [ OK ] をクリックし、プロダクトキーを 
入力してください 


セットアップスクリプトファイルには有効なプロダクト 
ID が含まれていません。システム管理者に有効な 
プロダク HD を問い合わせてください。 

Windows Server 2003と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、 
システムに□グオンします。 


インストール中に W 下のダイア□グボックスび表示される場含がありまずが、 
[セツトアップ完了]画面が表示されるまでは操作ずる必要はありません。 



22. [セットアップ完了]画面で [ OK ] をクリックする。 
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23. インス!ル完了を、 [ Windows セツトアップ]画面が表示されます。 



Windows Server 2003 R2 D に C 2を光ディスクドライブにセットし、 [OK] をク 
リ、ソク ずる。 

t (降はメッセージじ従って作業を進めてください。 

インストール終了後、 Windows Server 2003 R2 DEC 2を光ディスクドライブか 
6取り化し、再起動してください。 



サービスパックをインストールする場合は'必ず Windows Server 2003 R 2 
D に C 2を適用したをで「システムのアップデート」にて適用してください。 


24. LAN ドライバおよび PROSet をインス I -- ルする。 

• LAN ドライバ 

標準装備の ネッ トワークアダプタの LAN ドライバのインス!ルについては 
W 下の适 U です。 

<カスタムインス I -- ルモデルのセットアップ> 

購入時にインストール済みです。 

<シーム レスセットアップ> 

シームレスセットアップ中にインス I '■—ルされます。 

• PROSet 

PROSet は、以下の機能を実現ずる LAN ドライバユーティリティでず。 

ーアダプタ詳細情報の確認 

ーループバックテスト、パケット送信テストなどの診断 
ーチームの設定 

複数のネットワークアダプタをチームとして構成ずることで、耐障害性に優れ 
た環境を提巧し、装置とスイ、ソチ園のスループットを向上させることができま 
す。 

PROSet をインストールする場合は、 t (下の手順で行ってください。 

(1)「 EXPRES 犯 UILDER」DVD を光ディスクドライブにセットずる。 

オートランで起動ずるメニューが表示された6、メニュー画面を閉じて 
ください。 
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に）エクスプ□ーラを起動する。 

口） 「¥017¥ win ¥ winn 样 dotne 样 M 48¥ apps ¥ prosetdx ¥\ A / in 32」 ディレク 
トリ巧の rdxsetup . exeJ アイコンをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザード]が起動します。 

(4) [次へ]をクリックする。 

(5) 使用許諾契約を読み、同意するな6ば[使用許諾契約のを項に同意しま 
す]を違択して[次へ]をクリ、ソクする。 

(6) セットアップオプションの画面が表示されるので、下記の3点が選がさ 
れていることをお認し[次へ]をクリックする。 

-ドライバ 

-インテルが ） PROSet for Windows * デバイスマネージャ 
— Advanced Network Services 

(7) [インストール]をクリックずる。 

(8) [ Insta り Shield ウィザードを完了しました]というメッセージが表示され 
たら、 [完了]をクリックする。 

(9) 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブから取り化し、シス 
テムを再起動する。 

と J 上で完了です。 




• ドライバおよび PROSet に関する操作は> '必ず本体装置に接続されたコ 
ンソールから管理者権限 （ Administrator 等）で□グインして実施して 
ください。 

0 S のリモートデスクトップ機能又はその他の遠隔揉作ツールを使用し 
ての作業はサポートしてお y ません。 

• IP アドレスを設をする際，[インターネットプ□トコル ( TCP / IP )] の 
チェックボックスがクトれている場合，チェックを付けてか 6 IP アドレス 
の設定をしてください。 


25. LAN ドライバのセットアップをする。 

• U ンク速度の設定 

ネットワークアダプタの転を速度とデュプレックスモードを接続先スイッチ 
ング八ブの設を値と同じ設定にするか要があります。 

以下の手順を参照し、おをま度とデュプレックスモードを設定して<ださい。 

< PR 0 Set がインス I ルされている場合> 

(1) [デバイスマネージャ]を起動する。 

(2) [ネットワークアダプタ]を展開し、設定ずるネットワークアダプタをダ 
ブルクリ 、ソク する。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

(3) [リンクまを]タブをクリックし、[ま度とデュプレックス]をスイ、ソチン 
グ八ブと同じ値に設定する。 

(4) ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの [0 K ] をク 
リックずる。 
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(己）システムを再起動する。 

W 上で完了です。 

< PR 0 Set がインス I -―ルされていない場合> 

(1) [デバイスマネージャ]を起動する。 

(2) [ネットワークアダプタ]を展開し、設走するネットワークアダプタをダ 
ブルク リ、ソク する。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されまず。 

(3) [詳細設定]タブをクリックし、[リンクま度とデュプレックス]をスイ、ソ 
チング八ブと同じ値に設走する。 

(4) ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの [0 K ] をク 
リ、ソクする。 

(己）システムを再起動する。 

W 上で完了です。 

• W 0 L の設定 

W 0 L(Wake On LAN ) の機能を使用する場合は t (下の手順を参照し、ネット 
ワークアダプタの設定を巧ってください。 

< PR 0 Set がインス I ルされている場合> 

(1) [デバイスマネージャ]を起動する。 

(2) [ネットワークアダプタ]を展開し、下記のアダプタをダブルクリックす 

な。 

[ Intel ( R ) 82576 Gigabit Dual Port Network Connection ] 

[ Intel ( R ) 82576 Gigabit Dual Port Network Connection #2] 

ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスが表示されま 
ず。 

(3) [電力の管理]タブを選択し、 [Wake On LAN ] 内の設定項目を下記の表の 
設をに変更ずる。 


設定項目 

WOL を使用ずる場合 

WOL を使巧しない場合 

— "Wake On Directed Packet" 

ON または OFF 

OFF 

— "Wake On Magic Packet" 

ON 

OFF 

-" 電源オフが態からの邮 ake On Magic Packet" 

ON 

OFF 

- "Wake on Link" 

OFF 

OFF 




"Wake On Directed Packet " を" ON " に設定しても、シャットダウン状態で 
は、 DirectedPacket (& i ) での W 0 L による 0 S 起動はできません(スリース 
および、休止状態では起動できまず)。 

イーヴネットヘッダにアダプタのイーサネットアドレスを含むパケットまた 
は IP ヘッダにアダプタに割り当て5れた IP アドレスを含むパケット。 
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• [節電のオプション]内の設をを変更する'必要はありません。 
• 上記の設をは手動で設をし直さない限り、イ呆持されます。 


(4) ネットワークアダプタのプ□パティの [0 K ] をクリックする。 

(5) すべてのウインドウを閉じて、システムの再起動を行う。 


く PROSet がインス I ルされていない場合> 

(1) デバイスマネージャを起動する D 

(2) [ネットワークアダプタ]を展開し、下記のアダプタをダブルクリックず 

巧 0 

[ Intel ( R ) 82576 Gigabit Dual Port Network Connection ] 

[ Intel ( R ) 82576 Gigabit Dual Port Network Connection #2] 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

(3) [電力の管理]タブを選択し 、 [Wake On LAN ] 内の設定項目を下記の表の 
W 0 L 設定に設定変更ずる。 


設定項目 

W 0 L を使用 
ずる場合 

WOL を使巧 
しない場合 

- II 電力の節約のため、コンピュータでこのデバイス 
の電源をオフにできるよラにずる" 

ON 

ON 

-"このデバイスで、コンピュータのスタンバイげ態 
を解除できるようにずる" 

ON または 
OFF 

OFF 



上記の設定は手動で設定し直さない限り、イ呆持されます。 


(4) [詳細設定]タブを選択ずる。 

(5) [ PME をオンにする]の[値]を下記のようじ設定ずる。 

— W 0 L を使用する場合：オン 

一 W 0 L を使用しない場合：オフ 

(6) ネットワークアダプタのプ□パティの [0 K ] をクリックする。 

(7) ずべてのウインドウを閉じて、システムの再起動を行う。 



• 標準装備のネットワークアダプタの他に「マネージメント専用 LAN コネ 
クタ」があります。このポートに関するセットアップについては、 
「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内にあるオンラインドキュメント 
「 EXPRESSSC 0 PE エンジン2ユーザーズガイド」を参照してくださし、。 

• サー ビスの追加にて、[ネットワーク モニタ ] を追加することをお勧めし 
ます。[ネットワーク モニタ ] は、[ネットワーク モニタ ] をインストール 
したコンピュータが送受信するフレーム（またはパケット）を監視する 
ことができます。ネットワーク障害の解析などにを効なツールです。イ 
ンストールの手順は、この後の「障害処埋のためのセットアップ」を参 
照してください。 


2目.オプションのデバイスでドライバをインス!ルしていないものがある場含は、そ 
れぞれを確実にインス I -ールずる。 











導ん漏'105 


27. Ill ぺージの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをずる。 
28. 130ぺージを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

上でシームレスセツトアップを使ったセツトアップは完了です。 


チームのセットアップ 

チームを作成、削除する場合は下記の手順を参照して巧ってください。 


チームの機能、標準装備のネットワークアダプタと LAN ボードとのチームの組 
Bto み合わせについては下記 URL の[増設 LAN ポード関連]をクリックして表示 
されるテクニカルガイドを参照してくだをい。 

http :// support . express . nec . co . jp / pcserver / category / spec.html 


<チー ムのセットアップ手順> 

1. チームを構成させるネットワークアダプタとスイッチングパプを LAN ケーブルで 
接続する。 

2. [デバイスマネージャ]を起動する。 

3. [ネットワークアダプタ]を展開し [ Intel (の〜]をダブルク U ックずる。 

4. [チーム化]のタグを選択し、[その他のアダプタとチーム化する]にチェックを入れ、 
持斤規チーム]をクリックする。 

已.チームの名前を入力を、[次へ]をクリックする。 

6. チー ムに含めるアダプタをチェックし、 [次へ] をク U ックする。 

7. チームタイプの選択で、設定ずるチームタイプ選択して[巧へ]をクリックする。 


対応しているチームタイプはむ下のとおりでず。 

• アダプタフオルトトレランス 

• アダプテイプ□-ドバランシング 

• 静的リンクアグリゲーシヨン 

また、スイッチフォルトトレランスは未サボートでず。 


8. [完了]をク U ツクする。 

チームのプ□パティが表示されます。 

9. チームのプ□パティで「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をク U ツクする。 
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10. チーム内のアダプタに巧しプライマ U / セカンダ U 設定を行ラ場合、 iU 下の操作を 
行ラ。 

—プライマリ設定； 

プライマリに設定するアダプタを違択し，「プライマリの設定」をクリックする。 
ーセカンダリ設を 

セカンダリに設をするアダプタを違択し，「セカンダリの設を」をクリックする。 
プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、 [0 K ] をクリックして画面を閉じてください。 



プライマリ/セカンダリ設をはな下の手順で{售認できます。 

1) チームのアダプタのプロバティ内にある[設を]タブを表示する。 

2) [チー ム内のアダプタ]のをアダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを巧認する。 


11. [設定]のタグのまま[スイッチのテスト]をク I 」ック後、スイッチのテスト画面が表 
示された S 、 [テストの実行]をク U ックして実行ずる。 


実行した結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 


^ [テストの実行]を行う前に> 嚴赶タブじてアダプタのステータスが"有巧"また 
医 は"スタンバイ"であることをお認してか6テストを実行してください。実行し 
た結果，および、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 
エラーが表示された場合，メッセージを参照し接続しているスイッチング八プ 
の設をを変更してください。 


12. システムを再起動ずる。 

W 上で完了です。 


<チームの 削除手順> 

1. [デバイスマネージャ]を起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開しチームのアダプタをダブルク1」ックずる。 

3. [設定]タグを選択して[チームの削除]をク U ックする。 

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので[はい]をク U ックずる。 

已.デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを 
確認する。 

6. システムを再起動ずる。 

W 上で完了です。 



• アダプティブ□-ドバランシング （ ALB ) を使用ずる場合は、スイッチ 
ング A ブ ( L 2) にのみ接続できます。 

• マザーボードまたはオプションのネットワークカードを交換ずる場合 
は、必ずチームを削除し、交換をにチームを再作成してください。 
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LAN ボード ( N 8104 -1 11/112/11日/121/12已 A /126) を追加接続する場合 

LAN ボード( N 8 104-1 11/1に/119/121/1 25 A /126) を追力山き続する場合， 「 EXPRESSBUILDER 」 
DVD じ格納されているドライバをインストールしてください。 


< LAN ボード用ネットワークドライバのインス I -―ル> 

1. [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]配下の [ Intel ( R ) 〜]を夕’ブルク U ックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 



[? その他のデバイス]一 [? イーサネットコントローラ]がある場合は [? イーサ 
ネットコントローラ]をダブルクリックしてくださし、。 


3. [ドライバ]タブを還択し、[ドライバの更新]をク U ックする。 

[八ードウエアの更新ウィザー鬥が表示されまず。 

4. [いいえ、今回は接続しません]を選択して、[巧へ]をク U ックずる。 

已.[-覧または特定の場所か S インス!ルする（詳細） ] を還択し、[巧へ]をク1」ッ 
クずる。 


6. [次の場所で最適のドライバを検索ずる]を選択し、 [ I 」ムーバブルメディア…]の 
チェックを外し 、[次の場所を含める]にチェックを入れ、 

「 N 8104 -1 12/11日/121/12已 A /126」 の場合 

[¥01 7¥ win ¥ winnt ¥ dotnet¥rl 48¥ prol 000 ¥ win 32¥ n 出 s 已 x ] 


「 N 8104 -1 11」の場合 

[¥01 7¥ win ¥ winnt ¥ dotnet¥rl 48¥ prol 00 ¥ win 32¥ ndis 已 x ] 


7. 

8 . 


と入力し、[巧へ]をクリックずる。 

ドライバのお索が開始され、お索後にインストールが始まります。しば6くすると 
[八ードウエアの更巧ウイザードの完了]画面が表示されます。 

[完了]をクリックする。 

システムを再起動する。 


W 上で完了です。 


LAN ボード ( N 8104 -123 A ) を使用する場合 

「 N 8104 -123 A 」 の LAN ボードを使用する場合は、 LAN ボードに添付されている CD - ROM に格 
納されているドライバを使用してください。なお、インストール手順が不明な場合は、添がさ 
れているネットワークドライバのインストール手順を参照してください。 
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グラフィックスアクセラレータドライバ 

標準装備の グラフィ、ソ クスアクセラ レー タドライバは、 EXPRESS 巨 UILDER から「システムの 
アップデート」を実行するとインストールされます。 

カスタムインストールモデル、もしくはシームレスセットアップを実施した場合は自動的にイ 
ンストールされています。 



ドライバを個別に再インストールしたいときは 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に 
格納されている 「Windows Server 2003 R 2 インストレーシヨンサプリメント 
ガイド」を参照してください。 


SCSI コント□ーラ(N81 03-7 已/9已/I 07) を使用ずる場合 

SCSI コント日ーラ ( N 8103 -75/95/107) を使用する場合、ドライバは EXPRESSBUILDER か6 
「システムのアップデート」を実行するとインストールされます。 

カスタムインストールモデル，もしくはシームレスセットアップを美施した場合は自動的にイ 
ンス I '―ルされています。 

追力□接続した場合は> EXPRESSBUILDER か6「システムのアップデート」を実行してドライ 
バをインストールしてください。 


SAS コント□-ラ(N81 03- 1 04A) を使用ずる場合 

SAS コント □— ラ ( N 8103 -104 A ) を使用する場合、ドライバは EXPRESSBUILDER か6「シス 
テムのアップデート」を実巧するとインストールされます。 

カスタムインストールモデル、もしくはシームレスセットアップを実施した場合は自動的にイ 
ンス I ルされています。 

追力□接続した場合は> EXPRESSBUILDER か6「システムのアップデート」を実行してドライ 
バをインストールしてください。 
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PAE オプシヨンを設定ずる方法 

32 bit システムで 4 GB を超えるメモリを搭載できる装置では、 PAE オプシヨンの設定を行うこ 
とで、 4 GB を超えるメモリを使用できるようになりまず。 


wrO PAE オプシヨンは、サボートされている製品が限定されていまず。 ly 下のマイ 
圍3 ク□ソフトサポート巧術情報を参照して確認してくだをい。 

サボート技術情報- KB 291 988 

4 GB RAM チューニング機能と物理アドレス}広張のスイッチの説巧 


Windows Server 2003では、己 00 t . ini を編集することにより、 PAE オプシヨンを設定すること 
ができまず。 

W 下に編集例を示します。 

1. 「スタート」メニューか6「設定」をポイントして、[コント□-ルバネル]をク 
U ックずる。 

2. 「コント□—ルバネル」か S [システム]アイコンをダブルクリックずる。 
[システムのプ□パティ]画面が表示されます。 

3. [詳細設定]タブか5「起動と回復」にある[設定]をクリックする。 

4. 「起動と回復」画面にある「起動システム」の[編集]をク U ックし、 「 Boot . ini 」 
を開<。 

已. 「 Boot . iniJ ファイルの[叩 eratin 巨 systems ] に 7 PAE " を追加し、上書き保 
巧す々。 


<己 00 t . ini ファイルの例> 


[boot Loader] 
t 1 meout=50 

defauLt=muLti(0)disk(0)rdisk(0)partition(2)\WIND0WS 
[operating systems] 

muLti(0)disk(0)rdisk(0)partition(2)\WIND0WS="Windows Server 2003" 
/ fastdetect 

muLti(0)disk(0)rdisk(0)partition(2)\WIND0WS="Windows Server 2003, 
PAE" / fastdetect /PAE 

C:\CMDC0NS\B00TSECT.DAT = "Microsoft Windows 回復〕ンソール " /cmdcons 


以上で Boot . ini への編集は終了です。 

U - 「起動/回復」画面にある「既をのオペレーティングシステム」で遇巧したエ 
ントリから 自 動的に起動するように設定することができます。 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害か6より早く、お実に復旧できるようセツトアップをしてください。 
詳細な手順については111ページをご覧ください。 


管理ユーティリティのインス I ル 

添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD には、監視用の 「 ESMPRO / ServerAgent 」 および管理用 
の 「 ESMPRO / ServerManager 」 などが収録されていまず。 ESMPRO / ServerAgent は、シー 
ムレスセッ トアップで自動的にインス I '■-ルすることができまず。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□-ルパネルにインストールしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを植認してください。シームレスセットアップの設をでインストー 
ルしなかった場合は、 第 3 編の r ソフ トウエア編」を参照して個別にインストールしてください。 



ユーティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもあ 
ります。詳しくは第3編の「ソフトウェア編」を参照してくださし、。 


システムのアップデート 

「システムのアップデート」は、シームレスセットアップで自動的に実施されます。 
システムのアップデートは次のような場合に、 「 EXPRES 雄 UILDER 」 DVD に収録されている 
各 0 S のインストレーシヨンサプリメントガイドを参照して実施してください。 


システム構成を変更（内蔵オプションの追力日など）した場合 
Windows システムを修復（修復セットアップなど）した場合 
バックアップツールを使用してシステムをリストアした場合 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、殖実に障害か6復旧できるように、あ6かじめ次のようなセッ 
トアップをしておいてください。 


メモリダンプ（デバッグ情報）の設定 


本体内の^モリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定でず。 


メモリダンプのま意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員が巧いまず。お客様は 
メモリダンプの設定のみを巧ってください。 

• ここで示ず設定後、障害が発生し、メモリダンプを保存ずるために再起 
動ずると、起動時に仮想メモリが不足していることを示ずメッセージが 
表示される場合がありまずび、そのまま起動してください。起動し直ず 
と、メモリダンプを正しく保存できない場合がありまず。 


Windows Server 2008 R 2 の場合 

次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューか6 [コント□ールパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ウィンドウが表示されます。 

2. [コント□ールパネル]ウインドウか5 [システムとセキュ U テイ]をクリックず 
る。 


3. 

4. 



[表示ち法]が[カテゴリ]]^ソ外の場合は、 [コントロールパネル] から直接[シ 
ステム]をクリックしてくださし、 0 


[システム]をクリックする。 
[システムの詳細設定]をクリックする。 



コントロールバネルホーム 

デバイスマ；トツャ- 
リ不 — kni をち 


い‘ I 


システムの詳細設定 


コンビュータ-のを本めな巧巧のま示 

Windows Edition - 


Windows Server 2008 R2 
Stanaard 

Copyright ® 2009 Microsoft 
Corporation. All rights 
reserved. 


[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 
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已.[起動と回復]ボックスの[設定]をク U ックする。 



6. ダンプファイルのテキス ト ボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力する。 
< D ドライブに rMEMORY . DMPJ というファイル名で書き込む場合> 

D :¥ MEMORY'DMP 


區 狙!^^^^^^^^^^^ ぶ J 

-起肚システム-1 

巧ちのオパレーティンヴシステム③： 

[windows Server 2008 R2 ，i 

ロオペレーティンヴシステムの一民を表示する巧間の ~3わ間 

广'必要なときに憶ほオブシヨンをま示する時間(が： P ■—ヨお間 




キ中ン t ル」 



• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨 
しまず。ただし、搭載メモリサイズが吕 G 日を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定ずることはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +300 MBJy 上の空を容量のあるド 
ライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが吕 G 己を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書さ込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わりまず。デパッグ情報(メモリダンプ)の書き込み巧ド 
ライブのをさ容量を確認してください。 
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7. [バフォーマンス]ボックスの[設定]をクリックずる。 

[パフォーマンスオプション]ウインドウが表示されまず。 


厚ステムのフ〇バテイ 


コンビュータるい、ードウエア齡田設定 I リモート I 

Administrator として。ヴオン说い巧合は、これらのほとんどのまミはできません* 



「桓れと回ほ- 

システムをな、システムほ苦、も'よびデバツジ恃巧 

試思!)」 


巧巧ま麵 . 


0 K I キサンたル I 通用(の 


8. [パフォーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをクリックずる。 
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日.[仮想メモ U ] ボックスの[変更]をク U ックする。 



10. [すべてのドライプのぺージングファイルのサイズを自動的に管理する]のチェッ 
クボックスのチェックをはずし、[カスタムサイズ]にチェックをずる。 
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11. [各ドライプのぺージングファイルのサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[すべ 
てのドライプの総ぺージングファイルサイズ]ボックスに記載されている推奨値 iu 
上に、[最大サイズ]を[初期サイズ]政上に変更し、殿赶をク U ックずる。 



• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズでず。 Windows パーティションには、ダンプファ 
イルを格納ずるのに十分な大きさのネリ期サイズを持つページングファイ 
ルが必要でず。また、ページングファイルが不足ずると仮想メモリ不足 
により正確なデバッグ情報を採取できない場合びあるため、システム全 
体で十分なページングファイルサイズを設定してください。 

• r 推奨値」については、インストレーションサプリメントガイドの「ま 
意事項」の「システムパーティションのサイズについて J の項を参照し 
て < ださい。 

• メモリを増設した際は、メモ U サイズに合わせてベージングファイルを 
再設定してください。 


12. [ OK ] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されまず。 
メッセージに従つて再起動してください。 


W 上で完了です。 
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Windows Server 2008の場合 

次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューか5 [コント□ールパネル]を選び、[システム]をクリックず 
る。 

[システム]ダイア□グボックスが表示されまず。 

2. [システムの詳細設定]をク U ックずる。 

[システムのプ□パティ ] ダイア□グボックスが表示されまず。 



] ンビュータのを本めな巧斯 

Windows Edition - 

Windows Server® Stands 
Copyright © 2007 Micros 
Service Pack 1 

3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 



タスク 

> デパイスマネ - 如(邮 
麻 リモ-卜の記ち喊 

システムの詳細 i を おか '! 
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4. ダンプファイルのテキストボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力ずる。 

< D ドライブに 「 MEMORY . DMP 」 というファイルをで書き込む場合> 

D :¥ MEMORY.DMP 




Windows Server 2008 64 -bit ( x 白 4) Edition の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨 
しまず。ただし、搭載メモリヴイズが 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定ずることはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリヴイズ +300 MBiy 上の空き容量のあるド 
ライプを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2 G 日を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わりまず。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み巧ド 
ライプの空き容量を確認してください。 

Windows Server 2008 32 -bit ( x 86) Ed け ion の場合 

• デバッグ情報の書さ込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨 
しまず。ただし、搭載メモリヴイズが 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定ずることはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +300 MBiy 上（メモリサイズが 
2 G 己を超える場合は、2048 M 日 +300 MBiy 上）の空き容量のあるド 
ライプを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わりまず。デバッグ情報(メモリダンプ)の書さ込み巧ド 
ライブの空を容量を確認してください。 
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已.[バフォーマンス]ボックスの[設定]をク U ックする。 

[パフオーマンスオプション]ウインドウが表示されます。 



6. [バフォーマンスオプション]ウィンドウの[詳細設定]タブをク U ックする。 















































導ん漏 119 


ス[仮想メモ U ] ボックスの[変更]をクリックする。 



8. [すべてのドライブのページングファイルのサイズを自動的に管理する]のチェッ 
クボックスのチェックをはずし、[カスタムサイズ]にチェックをする。 
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9. [各ドライブのぺージングファイルのサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[すべ 
てのドライプの総ページングファイルサイズ]ボックスに記載されている推奨値し U 
上に、[最大サイズ]を[初期サイズ]似上に変更し、殿赶をクリックする。 



• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨ヴイズでず。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 
納ずるのに十分な大きさのネリ期サイズを持つページングファイルび必要 
でず。また、ぺージングファイルが不足ずると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合びあるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• r 推奨値」については、インストレーションサプリメントガイドの「ま 
意事項 J の「システムパーティションのサイズについて」の項を参照し 
てぐださい。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを 
再設定してください。 


10. [ OK ] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従って再起動してください。 
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Windows Server 2003①場合 

次の手順に従って設定します。 



ここでは Windows Server 2003の場合を例にして手順を示していますが、 
Windows Server 2003 x 64 Editions でも同様の手順でセツトアップしてくださ 

し、0 


1. スタートメニューか6[コント□ールパネル]を選択し、[システム]をクリックする。 
[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [詳細設定]タブをクリックずる。 

3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリックずる。 
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4. ダンプファイルのテキス ト ボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力する。 
< D ドライブに rMEMORY . DMPJ というファイルをで書き込む場合> 

D :¥ MEMORY'DMP 




Windows Server 2003 x 白4 Editions の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨 
しまず。ただし、搭載メモリサイズが 2 G 日を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定ずることはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ+1 MBiy 上の空き容量のあるドライ 
ブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが吕 G 己を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書さ込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わりまず。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み巧ド 
ライブのをを容量を確認してください。 

Windows Server 2003の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨 
しまず。ただし、搭載メモリサイズが 2 G 日を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定ずることはできません(メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ+1吕 MBiy 上（メモリサイズが 2 GB 
を超える場合は、2048 M 日 +12 M 日 ly 上）の空き容量のあるドライブ 
を指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが吕 G 日を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書さ込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わりまず。デパッグ情報(メモリダンプ)の書き込み巧ド 
ライブの空さ容量を確認してください。 
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已.[バフォーマンス]ボックスの[設定]をクリックする。 

[パフオーマンスオプション]ウインドウが表示されまず。 



6. [バフォーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをクリックずる。 
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ス[仮想メモ U ] ボックスの[変更]をク U ックする。 



8. [選択したドライプのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[ず 
ベてのドライブの総ぺージングファイルサイスボックスに記載されている推奨値 
しソ上に変更し、[設定]をク I 」ックずる。 


过 


ドライブレボリュームラペル]必 


ベージンクファイルのサイズ ( MB ) 


( 


ぷ巧したドライブのページンク‘ファイルサイズ- 
ドラパ： り. 

巧が6材-6が9 MO 


タカスタムサイズ松 
巧巧サイズ ( MB )®： |192 

最六サイズ mm ： ^84 


ベ-ジンクファイルねしが） 


設定を)」 


r すべてのドライブの給ページンクファイルサイズ- 
最小限 2 MB 

巧装： 189 MB 

功なの割り当て： 192 MB 


[ 


OK 


キャン垃レ^ 


W -0 • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 

置3 のための推奨サイズでず。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 

納ずるのに十分な大きさのネ刃期サイズを持つページングファイルび必要 
でず。また、ぺージングファイルが不足ずると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取でをない場合があるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• r 推奨値」については、インストレーションヴプリメントガイドの「ま 
意事項 J の「システムパーティションのヴイズについて」の項を参照し 
てぐださい。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズにちわせてページングファイルを 
再設定してくだをい。 
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9. [ OK ] をクリックする。 

設定の変更内容によつてはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従つて再起動してください。 


ユーザーモードプ□セスダンプの取得方法 


Windows Server 2008 R 2 の場合 

ユーザーモードプ□セスダンプは、アプリケーションエラー発生時の情報を記録したファイル 


です。 

アプリケーションエラーが発生した際は、エラーが発生した旨を伝えるポップアップを終了 
させずじ、 t (下のち法にてユーザーモードプ□セスダンプを取得してください。 

1. タスクバー上の空いている場所をちク U ックして[タスク マネージャ] をク1」ック 
するか、 < Ctrl > + < Shift > + < Esc > キーを巧下して[タスク マネージャ] を起動 
する。 

2. [プ□セス]タブをクリックする。 

3. ダンプを取得するプ□セス名をちク U ックし、[ダンプファイルの作成]をクリッ 
クずる。 

4. 次のフォルダにダンプファイルが作成されます。 

C :¥ Use 「 s ¥ (ユーザー名) ¥ AppData ¥ Local¥Temp 



上記のフォルダは隠し属性となっている場合があります。フォルダが表示され 
ない場合は、エクスプローラの[整理]から[フォルダーと検索のオプション] 
を選ホ尺し、[表示]タブから[隠しファイル、隠しフォルダー、および隠しド 
ライブを表示する]にチェックをしてくださし、。 


ユーザーモードプ□セスダンプが作成されたら、上記4.のフォルダより取得してく 


ださい。 

ユーザーモードプ□セスダンプの取得方法の詳細は、 W 下の Microsoft 社のサポート 
技術情報を参照して<ださい。 

[Windows Server 2008でユーザーモードプ□セスダンプを取得する方法」 
http :// supportmicrosoft . com / kb /949180 /ja 



Windows Server 2008では、ワトソン博±は[問題のレポートと解決策]に蛮 
更されており、従来のワトソン博±によるクラッシュダンプファイルを取得す 
ることができません。クラッシュダンプファイルと同等レベルの情報は、上記 
の方まで取得できます。 
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Windows Server 2008 の場合 

ユーザーモードプ□セスダンプは、アプリケーションエラー発生時の情報を記録したファイル 
です。 

アプリケーションエラーが発生した隐は、エラーが発生した旨を伝えるポップアップを終了さ 
せずに，と J 下の方法にてユーザーモードプ□セスダンプを取得してください。 

1. タスクバー上の空いている場所をちク U ックして[タスクマネー ジャ] をクリック 
するか、 < Ctrl >+ < Shift > + < Esc > キーを巧下して[タスクマネー ジャ] を起動 
する。 

2. [プ□セス]タブをク U ックする。 

3. ダンプを取得ずるプ□セス名をちク U ックし、[ダンプファイルの作成]をク1」ッ 
クする。 

4. 巧のフォルダにダンプファイルが作成されまず。 

C :¥ Users ¥ (ユーザー名) ¥ AppData ¥ Local¥Temp 



上記のフォルダは隠し属性となっている場合があります。フォルダが表示され 
ない場合は、エクスプローラの[ツール]から[フォルダオプション]を選巧し、 
[表示]タブから[すべてのファイルとフオルダを表示する]にチェックをして下 
さし、。 


ユーザーモードプ□セスダンプが作成されたら、上記4.のフォルダより取得して< 
ださい。 

ユーザーモードプ□セスダンプの取得方法の詳細は、 W 下の Microsoft 社のサポート 
技術情報を参照して<ださい。 

「Windows Server 2008でユーザーモードプ□セスダンプを取得ずる方法」 
http :// support . microsoft . com / kb /949 18日 / ja 



Windows Server 2008では、ワトソン博±は[問題のレポートと解み策]に変 
更されており、従来のワトソン博±によるクラッシュダンプファイルを取得す 
ることができません。クラッシュダンプファイルと同等レベルの情報は、上記 
の方まで取得できます。 
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Windows Server 2003 ①場合（ワトソン博 ± の設定） 

Windows ワトソン博±はアプリケーシヨンエラー用のデバッガです。アプリケーシヨンエ 
ラーを検化するとシステムを診断し、診断情報（ログ）を記録します。診断情報をな取でき 
るよう次の手順に従って設をしてください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をク U ックする。 

2. 搭前]ボックスに rdrwtsn32.exe」 と入力し、にりをクリックする。 

[Windows ワ ト ソン博出ダイア□グボックスが表示されます。 



3. [□グファイルバス]ボックスに診断情報の保を巧を指定する。 

rDRWTSN 32. LOG 」 というファイルをで保存されます。 



ネッ ト ワークパスは指定できません。□一カルコンピュータ上のパスを指をし 
区ち巧！ てください。 


4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッシュダンプファイルの保を巧を指定する。 


^こ 「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナ 

リファイルです。 
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已.[クラッシュダンプの種類]のラジオボタンで[完全]を選択する。 

6. [オプション]ボックスにある;夕のチェックボックスをオンにずる。 

ーダンプシンボル テーブル 

- すべてのスレッドコンテキストをダンプ 
一既存の□グファイルじ追化 

- クラッシュダンプファイルの作成 

それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 

7. [0 K ] をク U ックする。 


ネットワークモニタのインス I ル 


ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てることが 
できます。 


Windows Server 2008 R2/Windows Server 2008 の場合 


ネットワークモニタのセットアップ手順 



Windows Server 2008 R 2 /Windows Server 2008には、ネットワークモニタが 
含まれておりません。 Windows Server 2008 R 2 /Windows Server 2008におい 
てネットワークトレースを採取するためには、 Microsoft 社より提供されており 
ます Microsoft Network Monitor をセットアップする化要があります。 


1. Microsoft 社の Web サイトよりネットワークモニタをダウン□—ドずる。 
httpy / support.m に rosoft . com / kb /933 /41 / en-us 

2. ダウン□ー ドしたファイルを実行して、インス!ラを起動する。 

画面の指示に従ってインストールを実施してください。 



[セキュリティの警告]ポップアップが表示された場合は、[実行]ボタンをクリッ 
クしてください。 

セットアップ形ホを選巧する画面では、に omplete ] を遇巧してくださし、。 


J：i 上でネットワークモニタのセツトアップは完了でず。 


起 


ネットワークモニタを削除する場合は、[プログラムと機能]から巧います。 
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ネットワークトレースの採取手順 

1 . スタートメニューか SMicrosoft Network Monitor を起動ずる。 

2. [Start Pa 呂 e ] か6、に reate a new capture tab ...] もしくは [ File ] メニューの 
[ New ] を展開し、に apture ...] をクリックする。 

新たにネットワークトレース操取用のタブが作成されます。 

3. [Select Networks ] ウィンドウで採取対象のネットワークを選択する。 

4. に apture ] メニュー上のに tart ] をクリックしてネットワークトレースの採取を開 
始する。 

已.に apture ] メニュー上の [ Stop ] をクリックしてネットワークトレースの採取を終了 
する 0 

6. [ File ] メニューのに ave As ...] を選択する。 

[名前を付けて保存]ウィンドウが表示されまずので 、 [Frame selection ] 内の [All 
captured frames ] を選択後、適切なフォルダ、ファイルを)を指定しまず。 



既をでは、じ TF のフオルダが指をされています。 

C:¥Users¥<User name>¥Documents¥Network Monitor 3¥Captures 


1 . [保を]をク u ックする。 

手順6.で指をしたフォルダにファイルが作成されます。 


Windows Server 2003 の場合 

ネットワークモニタを使用するためには、インストール後、システムの再起動を巧うあ要があ 
りますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めします。 

1. スタートメニユーか S [設定]をポイントし、[コント□-ルバネル]をクリック 
する 0 

[コント□-ルパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [プ□グラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[プ□グラムの追力□と削除]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]を選択し、[詳細]をクリックずる。 

[管理とモニタ、ソール]ダイア□グボックスが表示されます。 

已.管理とモニタツールのサブコンポーネントの[ネットワークモニタツール] 
チェックボックスをオンにして [0 K ] をク U ックする。 

6. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスに戻りまずので、 
[次へ]をク U ックする。 
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1 . ディスクの挿入をホめるメッセージが表おされた場合は、要求された CD - ROM を 
光ディスクドライブにセットして [0 K ] をク U ックずる。 



ディスクの挿入を求めるメッセージは ‘ ‘Service Pack 1 CD - ROM ラベルを付い 
た CD " と表示されますが 、 Windows Server 2003 R 2 をご使用の場合は、 
"Windows Server 2003 R 2 D に C 1 " を光ディスクドライブにセットしてくださ 

い。 


8. [ Windows コンポーネントウイヴード]ダイア□グボックスの[完了]をクリッ 
クする。 

9. [プ□グラムの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をク U ックする。 

10. [コント□-ルバネル]ダイア□グボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]^ [管理ツール]を 
ポイントし、[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することがで 
きます。操作の説巧については、オンラインヘルプを参照してください。 


システム情さ目のバックアッ 


システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情 
報をバックアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと J 彥理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. オプシヨンの円 ash FDD または 、 USB FDD をお持ちの方は USB FDD を USB コ 
ネクタに接続する。 

2. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を本体装置の光ディスクドライブにセットして、再 
起動する。 

EXPRESSBUILDER か6起動して 「Boot selection 」 メニューが表示されます。 

3. [Tool menu(Normal mode )]-[ Japanese]-[Maintenance Utility ] を選択する。 

4. [システム情報の管理]か S [退避]を選択ずる。 

じ(降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 


"~〇 オフライン巧守ユーティリティではフ□ッピーディスクを使用した説明び 
Ifai メッセージに表示されまずが本醫品はフロッピーディスクドライプを内蔵し 
ていません。オプションの Flash F □□を使用ずるか、 USB FDD をお持ちのち 
は USB FD □を使用してください。 
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応用セットアップ 

システムの環境やインストールしようとずるオペレーティングシステムによっては、特殊な手 
順でセ、ソトアツプしなければならない場合げあります。 


シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント□-ラ 
を利用ずる場合 

最ま斤の RAID コント□-ラなど，本装置に添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD に対応していな 
い大容量記憶装置コント□-ラが接続されたシステムにおいて、 0 S の再インストールなどを 
する場合は、次の手順でセットアップしてください。 




• BTO (工場組み込み出荷）により、 0 S 組み込み出荷されたが態から 
セットアップを開始する場合には、本操作を行う'必要はありません。 

• シームレスセットアップに対応しているボードの一覧については 
「 EXPRESSBUILDER が’サホ卜しているオプションボード」 （18 ぺ一 
ジ）を参照してください。 


1. セツトアップしよラとする大容量記憶装置コント□ーラの説明書を準備する。 


I チェック I 

2. RAID コント□ーラの場をは、コント□ーラの説明書に従って RAID システムの設 
定を行ラ。 

RAID 設をの不要な大容量記憶装置コント□-ラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD か5システムを起動させる。 

4. [ EXPRESSBUILDE 刊こドライバを□ー ドする]を選択し、[次へ]をクリックずる。 

「ドライバの□ー ド」画面で大容量記憶装置用 OEM - Disk をセットして〔実行する]を 
クリックずる。 

このオプションを選巧することで、 CD - ROM またはフロ‘ソピーディスクで提供 
されているドライバを読み込ませて、シームレスセットアップを進めることが 
できます。 


已. L ソ下の設定でシームレスセットアップを実行する。 

一 RAID の設定画面が表示された場合は、[論理ディスクの作成をスキップする] 
をチェックずる 

ーアプリケーシヨンの設定で[大容量記憶装置用 OEM - Disk の適用]が[選択された 
アプリケーション]に表示されていることを磕認ずる 



本書の内容と大容量記憶装置コント□ーラの説明書との内容が異なる場合は、 
大容量記憶装置コント□ーラの説明書を優先してください。 
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マニュアルセットアップ 

マニュアルセツトアップについて説明します。 


Windows Server 2008 R2 の場合 

オペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップを使用することをお勧 
めしていますが、特殊なインストールに対応ずる場合、マニュアルセットアップが企、要になる 
ことがあります。マニュアルセットアップで Windows Server 2008 R 2 をインストールずる 
方法については、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Windows 
Server 2008 R 2 インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 


Windows Server 2008 の場含 

オペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップを使用することをお勧 
めしていますが、特殊なインス I ルに対応ずる場合、マニュアルセットアップが必要になる 
ことがあります。マニュアルセットアップで Windows Server 2008をインストールする方法 
については、 EXPRESS 目 UILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Windows 
Server 2008インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。また、 
EXPRESSBUILDER から 「 OEM - Disk 」 を必要に応じて作成してください。 



OEM - Disk とは？ 

「マニュアルセットアップ」ではに EM - Disk 」 が也、要な場合があります。 

作成方まについては、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンライ 
ンドキュメント 「Windows Server 2008 イ ンスト レーシヨ ンサプリメント ガイ 
ド」を参照してください。 

< OEM-Disk 名称 > 

• Windows Server 2008 64 bit ( x 64) Edition の場合： 

[Windows Server 2008 x 目 4 OEM-Disk for EXPRESSBUILDER 」 

• Windows Server 2008 32 bit ( x 86) Edition の場合： 

[Windows Server 2008 OEM-Disk for EXPRESSBUILDER 」 


Windows Server 2003 x 目 4 Editions の場含 

オペレーティングシステムのインストールは、マニュアルセットアップを使用します。 
マニュアルセットアップで Windows Server 2003 x 64 Editions をインストールする方法につ 
いては、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 1 こ格納されているオンラインドキュメント 「Windows 
Server 2003 R 2 x 64 Editions インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してくださ 
し、また、あらかじめ EXPRESSBUILDER から、 「 OEM - Disk 」 を作成しておいてください。 



OEM - Disk とは？ 

「マニュアルセットアップ」では 、 「Windows Server 2003 x 64 Edition OEM - 
Disk for EXPRESSBUILDER 」 と P 乎ばれる OEM - Disk が‘也、要です。 

作成方まについては、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンライ 
ン ドキュメント 「 Windows Server 2003 R 2 x 64 Edition インスト レーシヨ ンサ 
プリメントガイド」を参照してください。 
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Windows Server 2003 の場合 

本装置へのオペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップを使用する 
ことをお勧めしていますが、特殊なインス I -―ルに対応する場合、マニュアルセットアップが 
か要になることがあります。 

シームレスセ、 ソ トアップを使わず [Windows Server 2003をインストールずる方法について 
は、 EXPRESS 目 UILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 2003 
インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。また、あらかじめ 
EXPRESSBUILDER から 「 OEM - Disk 」 を作成しておいてください。 


If エック J 


OEM - Disk とは？ 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアル 
セツトアツフ M では 、 「Windows Server 2003 OEM-Disk for EXPRESSBUILDER 」 
と呼ばれる OEM - Disk が也、要です。 

[Windows Server 2003 OEM-Disk for EXPRESSBUILDER 」 には 、 Windows Server 
2003のインストールで'必要となる RAID コントローラや SCSI コントローラのドラ 
イバなどが含まれています。 

作成方まについては 、 [EXPRESSBUILDERJ DVD に格納されているオンライン 
ドキュメント 「Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」 
を参照してください。 



オプシヨンボードを接続する攝含は、オプシヨンボードに添がの説明書も併せ 
て参照してくだきい。 
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論理ドライブび複数存在ずる場合の再セットアップ手順 

巧セットアップをはじめる前に、万一の場合に備えてあずデータのバックアップを巧ってくだ 
さし、。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーシヨンヴプ U メントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セットアップを開始ずる。 

2. 次のメッセージが表示された5、日 S をセツトアップしたいパーティションを選択 
する。 


く Windows Server 2008 R 2 /Winclows Server 20日8の場合> 


Windows のインストール場所を選択して<ださい。 


く Windows Server 2日日3の場合> 


夕の一覧には、このコンピュータ上の既存のパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧か6パーティションを選がして<ださい。 


システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ交:字はセットアップ 
完了をは修正できません。この画面で正しいドライブ交:字が割り当て5れてい 
ることを確認してか5セットアップを続巧してください。 

システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ 
完了をは修正できません。この画面で正しいドライブ交:字が割り当て5れてい 
ることを確認してか5セツトアップを続巧してください。 


3. 本書および「インストレーシヨンヴプ U メントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セツトアップを続行ずる。 

W 上で完了です。 



セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合がありま 
す。ドライブ文字の修正が'必要な場合は次頃の「ドライブ文字の修正手順」に 
従ってドライブ文字を変更してください。 
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ドライブ文字の修正手順 

W 下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更できま 
せん。ごを意<ださい。 

<Windows Server 2008 R 2 の場合> 

1. スタートメニユーか6[コンピユータ]をちクリックし、[管理]を選択して[サーバー 
マネージャー]を起動ずる。 

2. 左側のウィンドウの中か S 、 [記憶域]-[ディスクの管理]を選択ずる。 

3. ドライブ文字を変更したいボ U ユームを選 f 尺してちク1」ックし、[ドライブで字と 
バスの変更]を選 f 尺する。 

4. [変更]をク IJ ックする。 

已.[次のドライブ文字を割り当てる]をク U ックし、割り当てたいドライブス字を選択 
する。 

6. [0 K ] をク U ックする。 

7. じ(下の確認メッセージが表おされた5、[はい]をク U ックする。 

ドライブ文字に依存する一部のプ□グラムが正し < 動作しな < なる場合が 
あります。続行しまずか？ 

8. [サーバーマネージャー ] を終了ずる。 

W 上で完了です。 

く Windows Server 2008の場合> 

1. スタートメニユーか S [コンピユータ]をちクリックし、[管理]を選択して[サーバマ 
ネージャ ] を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中か S 、 間憶现一[ディスクの管理を選択ずる。 

3. ドライブ文字を変更したいボ U ユームを選がしてちク1」ックし、[ドライプで字と 
バスの変更]を選 f 尺する。 

4. [変更]をク IJ ックする。 

已.[次のドライブ文字を割り当てる]をク U ックし、割り当てたいドライブス字を選択 
する。 

6. [0 K ] をク U ックする。 

7. じ(下の確認メッセージが表示された5、[はい]をク U ックする。 

ドライブ文字に依存する一部のプログラムが正し<動作しな<なる 
場合があります。続行しますか？ 


8. [サーバマネージャ]を終了ずる。 

W 上で完了です。 
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< Windows Server 2003の場合 > 

1. スタートメニユーか5[マイコンピユータ]をちク U ックし、[管理]を選択して[コン 
ピユータの管理]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中か5、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブで字を変更したいボ U ユームを選択してちク U ックし、[ドライブス字と 
バスの変更]を還択する。 

4. [変更]をクリックする。 

5. [次のドライブス字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブ文字を還択 
する。 

6. [ OK ] をクリックする。 

1 . し U 下の確認メッセージが表示された6、[はい]をクリックする。 

ボリュームのドライブ文字ををちずると，プ□グラムが動作しないことが 
あります。このドライブ立字ををちしますか？ 

8. [コンピユータの管理]を終了する。 

W 上で完了です。 





